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豊かな地域社会の形成は秋田県の重要な課題であり百高速交通網整備

事業もその一つであります。一方、本県には先人によって大地に刻まれ

た埋蔵文化財が数多く残っており 1 これら過去の文化遺産を保護すると

共に、未来へ継承することもまた私達の責務であります。

このたぴ、県道木戸石鷹巣線建設事業の路線が、脇神館跡の一部を通

過することが判明しました。当教育委員会で、は道路建設工事に先立って、

平成8年度に発掘調査を実施しミたしました。

調査の結果、旧石器時代の遺物、縄文時代、平安時代、中世、近世な

どの遺構や遺物を検出しました。特に平安時代には大きな集落が営まれ百

中世には山城として土塁や空堀などが構築されたことがわかりました。

本報告書は可これらの調査記録をまとめたものであります。本書が埋

蔵文化財の保護に広く活用され、郷土の歴史文化を研究する資料として、

多くの方々に御利用いただければ幸いに存じます。

最後に、本調査の実施及び本書の刊行に際し、御協力を賜りました秋

田県土木部北秋田土木事務所、鷹巣町教育委員会をはじめ、関係各位に

対し厚くお礼申し上げます。

平成11年3月

秋田県教育委員会

教育長小野寺 清



FI 日

1 .本書は、県道木戸石鷹巣線建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書の 1冊目の報告書である。

2. 本書は、平成 8(1996)年度に調査された鷹巣町aに所在する脇神館跡の調査結果を収めたものである。

3.調査の内容については、すでにその一部が年報などによって公表されているが、本報告書を正式なもの

とする 0

4.本書に使用した地図は、国土地理院発行の 5万分の 1IF鷹巣J. IF米内沢』と 2万5千分の 1IF鷹巣東部』

• IF鷹巣西部J . IF桂i頼』・ F米内沢」、秋田県土木部北秋田土木事務所提供の 1子分の 1地形図である。

5.遺跡基本層住と遺構土層中の土色、土師器、須恵器の色調の表記は、農林水産省農林水産技術会議事務

局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修 r新版標準土色帖J 1994年版によった。

6.本書に使用した空中写真、地形図および遺構図の一部は、株式会社シン技術コンサルに撮影・空中写真

測量委託したものである。

7. 第5章「自然科学的分析」は、第 1節「脇神館跡の年代測定」を古環境研究所、第 2節 γ炭化材の樹種、

種実遺体の種類、貝類の種類、土坑への遺体埋納の可能性、鍛治炉について、堆積層の分析J をパ1)ノ・

サーヴ、ェイ株式会社、第3節 γ脇神館跡出土鉄i宰 a鉄器類の調査J を新日銭グループ(株)ニッテツ e ブア

イン・プロダクツ釜石文化財保存処理センターに委託した報告であるが、遺構の名称など一部を補訂して

いる。

8.本報告書の作成にあたり、以下の方々から御教示をいただいた。記して感謝申し上げる次第である。

(敬称略・所属は平成8年度のものである)

大橋康ニ(佐賀県立九州陶磁文化館) 藤井伸幸(佐費県立九州陶磁文化館)

永1f.U友子(佐賀県立九州陶磁文化館) 村上伸之(有田町歴史民俗資料館・有田焼参考館)

野上建紀(有田町歴史民俗資料館 e 有田焼参考館) 盛 峰雄(伊万里市教育委員会)

{中野泰裕(愛知県陶磁資料館) 藤淳良祐(瀬戸市塩蔵文化財センター)

服部 郁(瀬戸市埋蔵文化財センター) 鈴木敏中(三島市教育委員会)

倉田芳郎(駒沢大学文学部名誉教授) 鈴木裕子(東京都豊島区教育委員会)

(鹿角市教育委員会)

9.本書の草稿執筆は、粟津光男、高橋学、熊谷 誠が下記のように分担したが、加筆は粟津が行った。

第1章から第 3輩、第4章の第 1節 1~ 3、第 2節 1. 2、第 6章・・・ e • e e ・e ・・ e 栗j畢光男

第 4 章の第 1 節10~12、第 2 節 3~5 、第 6 章・. . . . . . 00 • • .・・・・・・・・・・高橋

第 4 章の第 1 節 4~9 ・. . . . . . . . . . . . . . . . " . . . . . . . . 0 • • • • .熊谷誠

10. 本書の編集は、栗浮が行った。



仔1

1.遺構番号は、その種類ごとに略記号を付し、検出JiI買に通し番号を付したが、後に検討の結果、遺構では

ないと判断したものは欠番とした。

S 1 . . .竪穴住居跡 SKI.・竪穴状遺構 SB・・掘立柱建物跡 SKp. . .柱穴様ピット

SK. .・土坑 SQ・・@集石 SN. . .焼土遺構 S D . . .溝跡、空堀 S F . . . 

S y. . .塚 SW・・・炭窯跡 SX. .ーその他の遺構

なお、遺構図面中に記したPは竪穴住居跡、竪穴状遺構、掘立柱建物跡等に伴うピット、 Sは磯を示し

ている。

2.挿図中の須恵器断面は、土師器と区別するため黒く塗りつぶした。

3. 土層番号に用いた数字は、ローマ数字を遺跡基本層{立に、算用数字を遺構土層に使用して区別した。

ι 石器の計測部位は、下回のとおりである。また、計測値の単位は、長さー幅 s摩さがmm、重さがgで

ある。

5. 挿図に使用したスクリーントーンは、下記のとおりである。

地山

圏一一一焼土

A最大長(凹)

B最大幅 (mm)

c最大厚(臨)
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1節調査に至る経過

1 
ム

秋田県は、平成 3(1991)年度に策定した「秋田県新総合発展計画前期計画J と、平成 8(1996)年度に策定

した「秋田県新総合発展計間後期計画J の中で「国内外を結ぶ高速交通・情報通信体系の確立J を一つのプ

ログラムとして位置付け、高速交通網や情報通信網などの交流基盤を整備し、その利活用による入、もの、

情報の活発な交流から生じる効果を産業経済の発展や生活の手IJ/便性の向上へ結び付け、豊かな地域社会を形

成することを目指している。

大館能代空港は、高速交通網の中でも航空ネットワークの形成として位置付けられ、平成 3(1991)年11月

の第6次空港整稿事業 5カ年計画の間議決定を経て具体化し、平成 5(1993)年4月から鷹巣町大野台中屋敷

に空港建設が着工され、平成10(1998)年7月18B 2の空港として毘港した

大館能代空港建設事業に関連する地域の壊蔵文化財忽蔵地については、空港建設が具体化した平成 4

(1992)年度に建設事業と埋蔵文化財保護の円滑な推進を図ることを自的に、空港本体、と関連施設及びアクセ

ス道路等の建設が予想される周辺地域約5、300ヘクタ -J1/を対家L、

村教育委員会の応援を得て分布調査を実施した。

会文化課が空港周辺の市町

この結果、本地域に周知の埋蔵文化財包蔵地と新発見の遺跡あわせて30遺跡が存在することを確認した。

これらのうち、大館能代空港へのアクセス道路(東西線)として計画された県道木戸石鷹巣線建設事業の路線

内には、新発見の伊勢堂岱遺跡と周知の遺跡である脇神館跡の 2遺跡が存在することを確認した。このため

秋田県教育委員会は、遺跡保護について工事主体者の北秋田土木事務所と協議し、記録保存の必要なものに

ついては、発掘調査を実施することにした。そこで、平成 6(1994)年と平成 7(1995)年に両遺跡の範囲確認、

調査を行った結果、いずれも路線内に遺跡の一部がかかることが判明したため、主事に先立って発掘調査を

行い、記録保存することとした。平成 8(1996)年5月13日から脇神館跡の発掘調査を実施するに至った。

言司

言局

言局

調

第 2節調査要項

跡 名

跡所 地

期間

主体

担当者

脇神館跡(わきがみたであと) (遺跡略号 2WGT)

秋田県北秋田郡鷹巣町脇神字タタラノ沢31外

平成 8(1996)年5月13日-11月15日

8，090m2 

秋田県教育委員会

光男 (秋田県埋蔵文化財センタ

利部 修 (秋田県埋蔵文化財センター

(秋田県埋蔵文化財センタ

史宏 (秋田県埋蔵文化財センター

(秋田県埋蔵文化財センター

9年3月退職)

I 

1科文化財主任)

1科

3科

1科非常勤職員)

2科非常勤職員)
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(平成10年3月転出 現秋田県教育庁指利課課長補佐)

須田 理樹 (秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

(平成10年3月転出現秋田県立図書館

(秋田県埋蔵文化財センター総務課 主査)

佐藤幸嗣 (秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

八文字隆 (秋田県樫蔵文化財センター総務課主事)

調査協力機関 秋田県土木部北秋田土木事務所
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2章遺跡の環境

第 1節遺跡の位置と立地

脇神館跡の所在する秋田県北秋田郡鷹巣町は、県北部のほぼ中央にあって、日本海に向かつて西流する米

代)11の中流域に形成された鷹巣盆地の北縁部にあり、米代J11の両岸に街地が広がる町である。

本遺跡は、町南部の脇神地

に位置する(第2図)。

遺跡周辺の地形は、地区分図によれば山地、丘陵地、台地(段丘地)、低地の 4つに分けられる(第 3図)。

北を白神山山地、東を摩当山山地(1 g) .十/瀬山山地(1 d)、惑を七座山山地(1 f) 0 荻ノ山山地(1 c)、南

を大野台台地(illb)によって画され、山地北麓に綴子丘陵地(II b)、東麓に栄丘陵地(立g)舎妹尾舘丘陵地(II

h)があり、大野台台地の北西部に蟹沢山丘陵地(II f)が形成されている。これらは全体的に平坦面が少なし

200mの起伏に富んだ地形を呈している。 地質は、(II b)が新第三紀岩谷層、前山JI[ J言及び第四紀

湯車層、(立 f)が新第三紀小比内沢層、前LUm!語si1t岩及び際岩、(豆gト(II h)が新第三紀上部早口Jl[J震の玄

し、 JR東呂本鷹巣駅の南約4.2km、北緯40011'35"、東経140023'15"

武岩 B 凝灰岩などから構成されている。また、丘陵地問には、米代川とその支流となる小猿部J11などによっ

てつくられた低地(Nb.N g) があり、低地1~U辺

の丘陵地には数段の段丘が形成されている。米代

川には鷹巣盆地内で、白神山地から前山・綴子・

糠沢川が、太平山地から小猿部。 e 田沢川が

注いでいる。

脇神館跡は大野台台地の北東端部に位置し、北

東側下方を北西方向に流れる小猿部川左岸の、

西を沢によって開析された北向きの舌状台地上に

立地している。台地の襟高は70mほどであり、

地の北および西側下方に広がる小猿部川沿いの水

田面との比高差は約40mであるの

第 2節歴史的環境

脇神館跡が所在する鷹巣町には、縄文時代から

近世にかけての遺跡が多数確認されており、米代

川とこれに合流する諸河川などによって形成され

た河岸段丘と、丘陵地や台地上に多く分布してい

る。

昭和51(1976)年に発行した T秋田県遺跡地図J

と、昭和56(1981)年発行の「秋田県の中世域館ト

⑮
 

鷹巣町 番多

第2図遺跡位置詔

-4-



第 2節歴史的環境

茂谷山山地(1 a ) ・奥小比内山地(1 b ) ・萩ノ方山山地(1 c ) ・十ノ瀬山山地(1 d ) 

萱刈山山地(1 e) .七座山山地 ( 1 f) .摩当山山地 ( 1 g ) ー坊山山地 ( 1 h) 
め出
l
1
J
 
山

台わポ司粕毛丘陵地 (IIa) ・綴子丘陵地 (IIb) ・田代丘陵地(II c ) ・山田丘陵地 (豆d)i
ト丘陵地

ぷぷ誌記i羽根山丘陵地 (IIe) ・蟹沢山丘陵地(立f) .栄丘陵地 (IIg) .妹尾館丘陵地 (IIh)_j  

藤琴台地(理a) ・大野台台地 (illb) 一台地

日開rr低地(陥)鷹巣低地価)大館低地 (川 町低地川

思口)r r低地 (Ne) ・岩瀬)r I低地 (Nf) ・ノト猿部)r r低地 (Ng)
:ト低地

舎脇神館跡

3留地形区分額

戸ヘ一一
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第2節歴史的環境

を実施した。

調査の結果、調査対象区域内において、新たにお遺跡が所在するこ
とを確認した(その後2遺跡確認され、

17遺跡となった)。

第4図には、それまでに確認した遺跡のほか、この調査で確認した遺跡も
記入し、第 1表には遺跡の内容

を調査担当者の記録から記載した。なお、この区域では、昭和51(197
6)年発行の「秋田県遺跡地図oll (以下、

!日分布図と記す)と、平成 3(1991)年発行の『秋田県遺跡地図(県北版
)oll (1司、新分布図)の記載に椙違があ

ることを認めざるを得ない。今回はそれらの記載内容の正誤の検証
を十分できなかったので、新分布図には

収載されていないが、!日分布図に収載されていた遺跡、も図上に示し
、表中にその旨を記した。

本来、遺跡分布図は埋蔵文化財保護のための基本台帳とも言うべき
ものであり、その記載に誤り等があっ

てはならないことであり、早急に是正しなければならない。今後、
その分布調査の精度を高めながら、正確

な最新の埋蔵文化財情報として提供していく必要があることは言うま
でもない。

縄文時代の遺跡では、本遺跡の北東約1.8kmに藤株遺跡(11-20)がある
。昭和56(1981)年に国道105号バイ

パス建設に伴い発掘調査が行われ、主に縄文時代晩期の竪穴住居跡
や土墳墓、頭部のない人骨の火葬墓など

を検出した。また、本遺跡、の西北西約3.2kmには伊勢堂岱遺跡(2 )が
あるの空港アクセス道路建設のため、

平成 7(1995)年度から 2カ年計画で調査が行われたが、縄文時代後期
前葉の環状列石とそれを取りまく掘立

柱建物跡群などを検出し、建設中止z 道路迂屈の保存措置の執られた
遺跡である。

続縄文・弥生時代から古墳時代にかけての遺跡は確認されていない。

奈良・平安時代になると、伊勢堂岱遺跡、平成 8(1996)年に地方特定道
路整備工事鷹巣町湯車工区に係り

発掘調査が行われた法泉坊沢E遺跡(6 ) (本遺跡から北西約1.4km)、
胡桃館跡(11-13)(本遺跡から北北西約

5 km)がある。胡桃館跡は昭和41(1966)年から 3カ年にわたって県教育
委員会が発掘調査を実施し、板校倉

建物跡など4棟と掘立柱列(櫛)等を検出したが、この遺跡の性格につ
いては未解明である。これらの建物跡

などが、地質学者から1，000年前のシラス洪水により埋もれたとする見
解が出されたシラス層の中に、建っ

たままの状態で検出したことから建築学的にも貴重な遺跡として注
目された。また、小ケ田 (11-32)でも、

文化14(1817)年にシラスに埋もれた建物が検出したとの伝承記録がある
。

鷹巣町内では、これまで須恵器や土師器の出土した遺跡が大畑神社遺
跡、上台遺跡、深関太平山遺跡(11-

9 )、深関沢遺跡(11-10)、田中遺跡(11--14)、根木屋敷岱I遺跡(11-23)の
7笛所が確認されていたが、本格

的な調査もないまま不明な点が多かった。先の分布調査では、法泉
坊沢I遺跡(7 )、からむし岱国遺跡(4 )、

からむし岱N遺跡(16)、からむし岱V遺跡(4 )など脇神地区での古代の遺
跡が多く見つかっている。法泉坊

沢E遺跡、の調査では鍛冶炉を調査しており、河遺跡、の西側の大きな沢を
、地元では「金掘り沢(かねはりさわん

と呼んでおり、かねz 鉄とすれば、原料鉄の採掘場所である可能性も
あり、鉄生産について注目すべき地区

となる。

中世になると、米代JIl右岸には二本杉館、綴子館(A)、坊沢高館(B)、
務沢館(C)、大畑下館(E)、前山

館(L)が、左岸には館平館(D)、小勝田館(F)、小森館(H)、横淵館(1
 )、妹尾館(K)、岩脇館(J )、明利

又館、椀岱道上館(1 )が構築されている。

-7-



第2章遺跡の環境

UfJく田県遺跡地図(県北版)

番 跡名 所 在 地 n寺 代 備 イ~bラ' 

11-9 深間太平LlI 鷹巣町坊沢字深関沢122-4 平安

11-10 深関沢 鷹巣町坊沢字深関沢25-55 平安

11-11 鰐口 鷹巣町鰐11岱16-5 続縄文

11-12 鷹巣町坊沢宇和善岱33-2 縄文

11-13 胡桃館 :胡桃館内 県教委による 3次の発掘調査で

建物跡など検出。学校用地

11-14 田中 鷹巣町字坊沢田中47

11-15 碇岱 i碇岱256

11-16 鷹巣町摩当字岩坂102 縄文

11-17 石の巻岱I 鷹巣町脇神学石の巻岱60 縄文晩期 別fB;陣場岱遺物包含地公園

11-18 石の巻岱E 鷹巣町JI討中宇石の巻岱65 縄文 別称11車場岱 遺物包含地

11-19 |宇高森岱 縄文 晩期 遺物証含j也大型遮光器土偶が

出土している。水田

11-20 藤株 鷹巣町脇神宇藤株塚の岱43-4 縄文語!J.後~晩期 縄文集落。‘ も な遺跡。

バイパス建設に伴う発掘調査が行

われているほか、町教委の範囲確

認調査も行われている。

道路・畑-水田

11-21 タモノ 鷹巣町小森字タモノ木17 縄文

11-22 小森 鷹巣町小森字小森88-1 縄文

11-23 根木屋敷岱 I 鷹巣町七日市根木屋敷岱20

11-24 根木屋敷岱E 鷹巣町七日市宇根木屋敷岱61 縄文

i 11-25 山の上 日 の上57 縄文

間の内 鷹巣町七百市字国の内80 縄文 環状列石。

11-27 石倉岱 鷹巣町七日 字石倉岱3-1 縄文

11-28 伊勢堂岱 鷹巣町七日市字伊勢 縄文

11-29 鷹巣町七日市宇野J 2 

11-30 からむし岱 I 鷹巣町脇神字からむし岱21 続縄文 遺物包含地。水田

11-31 からむし岱日 鷹巣町脇神字からむし岱93 続縄文 遺物包含地牧草地

11-32 小ケ田 鷹巣町脇神字小ケ回伊勢堂岱8-4 縄文後期 !日分布区lでは別地点を

遺物包含地林・水田

11-33 づ観音堂岱6 縄文中・後期 分布調査によって、広大な広がり

を確認。米代川の河岸段丘上に立

地する広大な縄文集落。

iJJi林・畑地

11-34 堀切石 鷹巣町大野尻堀切石6 縄文中期 遺物包合地。墓地

一-x 



第 2節歴史的環境

F寺大田県の中世域舘」収載の場;館

所 地 時 代 考

中世 連郭式館跡。館平につ

いての伝承あり白山林

B i坊沢高館 鷹巣町坊1N.宇高館 中世 空堀¥2条c 連郭式館跡。館主につ

いての倍承あり c

があるか。山林

C 務沢館 鷹巣町黒沢字務沢館 中世 平土日面3段。

D 館平館 i二l::t世 についての伝承

あり。山林

E 鷹巣町殻子学下館ケ沢 中世 単郭式館跡。

F 小勝目館 鷹巣町脇神字舘野 中世 館跡。別称館野館。 河岸段丘上の

し%台地上を でi玄

幅広の腰事i

りr

G i脇神館 タタラノ沢31外 省中世 についての伝承

あり。平成8 に県教委が発掘

調査を実施o L11林

H 小森館 鷹巣町小森字小森 中世

I 横淵館 鷹巣町七日市宇古館 中世 i連郭式館跡。館主についての伝承

あり。山林

J 岩脇館 鷹巣町七百市字岩脇坂の上 中世 連郭式館跡。館主についての伝承

K についての伝承

あり。山林

L |前山館 鷹巣町前山字萩の岱 中世 連郭式館跡。館主についての伝承

分布調査で新発見の遺跡

番 跡名 所 在 地 2寺 ft 備

1 塊岱道上館 鷹巣町 中世 館跡。台地上を幅約 5-6mの空|

。詰 山林ー畑地

2 伊勢堂岱 鷹巣町脇神字伊勢堂;岱5-1外 縄文後期 米代川支流にのぞむ舌状台地突端

に立地。平成 7・8年度に県教委

が発掘調査を実施。環状列芯等の

発見により保存決定。 UJ林

3 川口 鷹巣町 縄文後期 !日分布閣にはJll日1I(12)との間が

続縄文の遺物包含地とされている。

原野・畑

4 からむし岱直 鷹巣町脇神字からむし岱 平安 台地東端の広大な範囲を占める。

平安の比較的大規模な集落。

L1J林・原野

-9-



第 2章遺跡の環境

ミで土坑と を確認。

6 法泉坊沢立 鷹巣町脇神字法泉坊沢49外 小綾部J11に面した舌状R地に立地

し、鉄浮が多量に出土しており、

製鉄鍛冶等の生産遺跡の可能性が

ある。山林

7 法泉坊沢I 鷹巣町脇神字法泉坊沢 平安 法泉坊沢立と沢を隔てて同一台地

上に立地。平安の集落跡。試J屈に

より 山林原野

8 湯車 I 鷹巣町 続縄文 !日分布図では湯車。

分布調査時に場所の特定できず。

畑i也

9 鷹巣町 縄文 '11期 湯車川に面する にV.地

する。縄文の小集落。

山林原野

10 大野台下 鷹巣町 縄文 遺物包含地。 111林

11 羽立13 鷹巣町 縄文中期j 舌;1)¥台地縁辺部に立地。縄文集落。

畑地@原野

12 ) 11口E 鷹巣町 縄文 台地縁辺部に:立地。過去の耕作や

整地のi禁に土器が多く出土。試掘

調査で石血断片出土。山林・原野

13 q::J谷地 鷹巣町 縄文後~晩期 遺物包含地。畑地

14 上ノ LLJ 鷹巣町 縄文中・後期 阿仁川に張り出した台地先端部に

立地。遺物包合地。雑木林

15 林岱 鷹巣町 縄文後期 大在地遺跡と同一台地上にあり、

小沢を挟んで隣接する。

遺物包含地。 山林

16 からむし岱V 鷹巣町 縄文後期 からむし岱班と沢を隔てた一連の

平安 台地上に:立地。縄文・平安の集落

跡。試掘により平安の竪穴住居跡

を検出口山林・原野

17 大谷地 鷹巣町 縄文中期 縄文集落。遺跡の西側は宅地化さ

れている。 山林

吋火出県遺跡地図j ([日分布図)に登載されていたが、『秋田県遺跡地図(県北版)j に収載されなかった遺跡

番 遺跡名 所 在 地 時 代 {指 ~ 
18 E 鷹巣町 縄文後期 旧分布図の地点。遺物包合地。

分布調査で場所の特定できず。

畑地

19 高森岱H 鷹巣町 縄文 旧分布図の地点。平成8年度に

町教委で分布調査実施。水田

20 大沢岱A 森吉町 縄文後期 遺物包含地。畑地

21 大沢岱B 森吉町 縄文後期 遺物包含地。畑地

22 金沢森吉町 森吉町 縄文後期 遺物包含地u illl地

つιJ<つJ 伊豆館 合川町 縄文 遺物包含地。山林

24 林台 合川町 縄文後期 遺物包含地。原野

- 10 



第2節壁史的環境

7主

l.地図および一覧に付した番号のうち、 11-28などのような番号は、「秋田県遺跡地図(県北版L!に収載されている
遺跡の市町村登録番号である。 11は鷹巣町を示す口

2. A~L は、『秋田県の中世1成長官』には収載されているが、『秋田県遺跡地図(県北版)J に未掲載のため、遺跡の登録

番号がなv)。このため、中世城跡は使宜的にアルファベットで記載した。

3. 1~17は、大館能代空港建設事業関連遺跡詳細分布調査で新たに発見された遺跡である。未公表だ、ったため、使宜

的に向調査の遺跡番号をそのまま収載した。

4. 11秋田県遺跡地図』には登載されていたが、『秋田県遺跡地図(県北版)Jに収載されなかった遺跡には市町村登録番

号がない。そのため、18から24までの仮番号で表示した。

5. I秋田県遺跡地図(県北版)J収載の11-28(伊勢堂岱遺跡)と、分布調査で発見した 2(伊勢堂岱遺跡)が同名の「伊
勢堂岱遺跡」であるが、発掘調査で環状列石等が発見され、平成 8(1996)年に保存決定されたのは、 2の「伊勢堂岱

遺跡J である。同一行政区域内に 2つの「伊勢堂岱遺跡J があり、環状列石の保存問題が起きた際、混乱を招くとし

を付して「脇神伊勢堂岱遺跡」と報道されたこともあったが、どちらも「伊勢堂岱遺跡、J として現在に至って

いる口遺跡発見に伴う事務手続きの暇抗によると思われる。

引用 a 参考文献

1.平山次郎・市川賢一 '1000年前のシラス洪水J 11地質ニュースJ140 1966 (昭和41)年

2.秋田県教育委員会 r胡桃館埋没建物発掘調査概報』 秋田県文化財調査報告書第14集 1968 (昭和43)年

3.秋田県教育委員会 r秋田県遺跡地園J 1976 (昭和51)年

4.秋田県教育委員会『秋田県の中世城館』 秋田県文化財調査報告書第85集 1981 (昭和56)年

5. 秋 回 県『土地分類基本調査鷹巣J 1985(昭和61)

6.秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図(県北版)J 1991(平成3) 

7.秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第270集 1997 (平成9)年

8. 秋田県教育委員会『法泉坊沢E遺跡一地方特定道路整備工事鷹巣町湯車工区に係る樫蔵文化財発掘調査報告書-J

1998(平成10)年

9.鷹巣町教育委員会『藤株遺跡 発掘調査報告書J 1990(平成 2)年

(本書は発掘調査報告書という書名になっているが、詳細分布調査の報告書であるJ
10.鷹巣町史編さん委員会『鷹巣町史J 第一巻 1992 (平成4)年
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第 1節遺跡の概観

脇神館跡は既述のごとく、大野台台地の北東端部に位置し、 を沢によって開析された北向きの舌状台

地(標高約70m)に立地している。この台地の南側は、 を増しながら尾根状となって大野台台地に続いて

おり、東~北~西側は急峻な斜面となっている。また、台地上からは、北に小猿部JIIと小森川の合流点や両

河J11，周辺の脇村i地区一帯を見おろすことでき、北西側に米代J1!を挟んで対岸の鷹巣町の町並みを見ることが

できる。

本遺跡はも空堀などで区画された空間(郭ェくるわ)が連なった中世域舘とされている c 舌状台地先端から

南約50mには、ほほ東西に間前された深くて大きい空堀が存在し、これによって台地は南北に区画されてい

為る。調査尽において現地形で空堀

南端の]条、調査区のほぼ中央部を北

る空堀に沿った 1条と南端の 1条であっ

る。 今回の調査区域は、この空堀

と土塁が観察された。空壌は、前述した]

~南~東にクランク;j犬に延びる 1条と、

た。

なお、脇神館跡は『秋田県の中世城貧富」によると、「小猿部J11の西側、小猿部J1Iに合流する小森川を含む

脇神地区一帯を見とおせる丘陵上に位置する。丘陵は斜面が急峻で登道も見あたらず、郭上に至るのが国難

である。丘陵先端部に東西30m、南北50mの平坦面があり、その南側に空堀を配して丘陵と画しているが、

空堀南側にも同様の平坦面があって、連郭式館であることがわかる。館主についての記録はないが、口伝で

は津島某なる者が居たと伝えられている。秋田家文書の γ浅利頼平領内村数覚書J (慶長2(1597)年)に「あ

れ、文禄四年とりあい二、従当年ハすこし毛付申候、秋田よりなてきりの所、-わき神 田島 家十五、ま

へハ八十J とみえる。小森J11沿いに大館設地と連絡する!日道があって、その要地に位置するoJ と紹介され

ている。

調査区の現況は、山林であった

茂していた。

にかかったため伐採され、その切り株が隠れるくらいの雑草が繁

調査区の基本土層は、 47ラインに設け

7図参照)。

第I層 階褐色土(10YR3/3):調査区全体を覆う表土層である。杉 .i草木等の根が多く入り込んでおり、

腐葉を多量に含んでいる。層厚は 2~29cm である。

立層 にぶい黄褐色土(10YR4/3):しまりの強いシルト質土である。土師器片、陶磁器片等の遺物を含

トレンチ などから、以下の通り観察できた。(第

んでいる。調査区の西側部分では認められなかった。

困層 褐色土(10YR4/4):しまりの強いシルト

等の遺物を含んでいる。調査区の西側部分で

第N層 黒褐色士(lOYR3/2):しまりの弱いシルト

須恵器片、鉄j宰等の遺物を含んで、いる。部分的にし

は3~18cmである。

土師器片、陶磁器片、鉄j宰

は2~17cmである。

ブロックを少量含む。また、土師器片、

しておらず、本調査区では主に南西側部分で認め

られる。 は3~30cm である。

- 12-



-I7L. SL~ 

、、
、、
、、

f

'

'

1

¥

苧

/

礼4tj
f
'
t
・‘、

万
/

ハ
v
f
j
l
i
I
¥ー十

円
以

nv

国立車三菱鍵:

，.禽 I)

鰐 I主導喜善強jω判事

コ

1一一一ーー「



1 r:; 



第 3章発掘調査の概要
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※遺跡断面闘のイ・ロ・ハは基本層位抽出地区を示す

7図調査区の基本麗位
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第2節調査の方法

V層 培褐色土しまりはやや話、く、多少粘性をおびたシJ1-'ト葉土である。土締器片等の遺

物を含んでいる。調査区の中央部では認められなかった。層厚は 2~23cm である。

百層 褐色土(10YR4/6)~賛掲魚士 (10YR5/6) :しまりの強い粘質土の地山で、ある。

法方の査調
~nμ 

L

九日山
つム

発掘調査はグリッド法を採用した。調査区に設置されている県道木戸 巣稼建設の道路中心杭

(STA.No.398十00)をグリッド原点MA50として、この杭から磁北に合わせた南北基線とこれに直交する東

西基線を設け、 4mX4mのグリッドを設定した。またグリッド杭には、東から酉に向かつて東西方向を表

すLB……LT.MA...…MPというアルファベットと、南から北に向かつて昇}II買する南北方向を表す30・

3ト…・65の2桁の数字を組み合わせた記号を記入し、 4mX4mの方眼杭の南東隅をグリッドの名称とした。

遺構の確認はできるだけ遺構の掘り込み面での検出に努めようとしたが、地111面まで浅い所が多く、多く

の遺構は地山面での確認となった。

遺物は、遺構内出土のものは、出土遺構名 e 出土層{立 e遺物番号@出土年月日を記入し、遺構外出土のも

のは、出土グリッド e 出土層位 e遺物番号 e 出土年月日を記入したラベルとともに取り上げた。

調査の記録は、主に図面と写真によった。図面は基本的には1/20の縮尺で作図したが、カマドや焼土遺構

は1/10とした。また、空堀と一部の住居跡、溝跡などの遺構は、平面実測作業の迅速化と省力化をはかるた

め、ラジコンヘリによる空中写真測量を実施し、 1/20・1/40の縮尺で平面図を作成した。さらに、これらの

遺構平面図と調査範囲函等から遺構配置図など必要な図面も作成した。検出遺構の写真撮影は、 35mmのモ

ノクロとカラーリバーサルフィルムを使用した。遺跡全体の傭搬写真はラジコンヘリによる空中写真撮影に

よった。なお、発掘調査前に脇神館跡の地形測量を行った。

17 
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第3節調査の経過

第3節調査の経過

5 月 13 日 ~17 日、調査区内の草刈りや雑木寄せ、調査区南東斜面にベルトコンベアーを設置する。 5 月初

日から、台地平垣部の調査区の排土を捨てる場所にあてるため、調査区南東斜面から発掘を開始、 6月7臼

に終了した。結果、向斜面には、亜炭採掘坑の口が見つかったが、遺構 e遺物は検出されなかったので、予

定通り排土場所にあてることにした。また、向日より調査区平垣部にベルトコンベアーの搬入を商始し、 6

月14日に設置を完了した。また、同日調査区平坦部の北西側から発掘調査を開始した G

6月28日までにSK (土坑)4 S D (溝 e堀)4条、 SW(炭窯跡)1基を検出した。

7月1B ~ 5日、雨天のため土塁内側の上位平垣部の粗掘りを中心に作業を進める。さらに、 SD02を北

西部分より掘り進め、l.5~2. Omの厚さをもっ覆土を一部除去する。結果、 SD02がSD01に沿うように掘

られていることが判明した。

7月8B -12呂、ヰ笠掘りと を確認しながら地山までの掘り ー検出遺構の調査を行う。

S 1 (竪穴住居跡)1軒、 SK3

7月15日-19呂、遺構の細部調査と

検出した。

1翠、 SD3条、 SF (土塁)1条等を検出した。

@堀の全体把握調査を並行して進める。 SK1基、 SD5条等を

7月22B -26日、組掘り(調査区南側中心)と遺構 e遺物の有無を確認しながら地山までの掘り下げ e検出

遺構の調査を行う。主に 9月中旬に引き渡す地区の遺構確認精査と検出遺構の調査を急いで行う。

7 月 29 日 ~8 月 2 日、北西区の竪穴住居跡@土坑、北東区の堀・土塁を中心に精査を行う。また、粗掘り

の範囲を台地部の南西部に拡大する。 S1 3軒、 SK13基、 SN1基、 SD7条等を検出した。

8月5日-9日、調査区北西側の検出遺構の精査と伺地区の遺構確認精査、調査区中央を通って北一南~

東に築かれた土塁と北側の堀の精査、調査区南西側と北側の粗掘り及び遺構・遺物の有無を確認しながら地

山までの掘り下げを行う。また、 7日までに SD01の覆土除去を終了した。

8月19日-23日、平坦部以外の北側と西側斜面においては木の根の抜き攻りをしながら遺構確認精査を行

つ。

8月26日-30目、 10月初めに引き渡す地区で検出遺構の調査、

土塁の精査、調査区中央平坦部の地LL!までの掘り下げと

中央を通って北~南一束に築かれた

び検出遺構の調査、東側斜面の粗掘

りと池山までの掘り下げを行う。また、遺構にかかる木の根の抜き攻りも行う。 27日、調査区北端の空堀の

空中写真測量を開始した。 SK 1 (竪穴状遺構)1基、 SK11基、 SN2基、 SD3条等を検出した。

9月2日-6日、上位の平坦部では遺構の検出と半裁を中心に、下位では斜面北側の工事区域にかかる部

分の平面実測を中心に調査する。 2日から平坦部北側の土塁を除去する。また、 5日空中写真測量を完了し

た。 SK1基、 SD2条等を検出した。

9月9日-13日、 10月上旬工事着工地区の調査、調査区中央を通って北~南~東に築かれた土塁の除去、

調査区中央平垣部の地山までの掘り下げと遺構確認精査及び検出遺構の調査、前週空中写真測量を終了した

S D02北側の土塁を除去して、その下にある SD03を出す作業を行う。また、遺構にかかる木の根の抜き取

りも行う。さらに、調査区中央の土塁除去は、 MB47からMB54の間をほぼ終了した(ただし、土層観察用

ベルトを一部残す)0 S K 4基、 SD1条等を検出した。また、 SK 1 137から炭化材や藁様の炭化したもの、

焼土が出土した。この遺構は火災にあった遺構であると考察し

9月17B -20日、遺構の精査は、主に 9月末までに静了する地域と 部に分かれて行う。前者

19 



第 3章発掘調査の概要

は北西側の各遺構の実測と SD03の精査を中心に行う口 1-，. 参除去を中心に行う。

これらと許せて台地南端の粗掘りを行う。 S1 3軒、 SK4基、 SN2恭、 SD10条等を検出した。

9 月 23 臼 ~27 日、 10月上旬の工事着工地区の検出遺構の調査、同地区と平坦部の間の遺構確認精査、

区南東端の粗掘りを行う。 SI 2軒、 SK4基、 SDl条等を検出したU

9 月初日 ~10丹 4 目、調査を終了した10月上旬から行う北側掘削区域をヲ!き渡す。北側工事区域で新たに

発見された佳局跡などの精査を行い、併せて土塁外側ので粗掘り及び精査を行う。 SI 1軒、 SN1基、

SD4条等を検出した。

10月 7 日 ~ll 日、調査区北西側と土塁内側平坦部の遺構確認精査、検出遺構の実測を行う。併せて調査区

南側の遺構確認精査を行う。 SK155から貝殻が出土した。

10月 14 日 ~18 日、調査区南側と土塁内側平坦部の精査を中心に進める。前者では 3 つの塚の平面図作成を

終了し、一部で半載しているほか、斜面屑部を検出した。後者では竪穴住居跡の半裁を中心にしつつ、土坑

等の完掘写真撮影までの作業を進める Q S I 1軒、 SI( 1基、 SQ2基、 SD2条等を検出した。また、 S

K 1137から炭化来、東部の塚盛土中から寛永通饗が出土した G

10月紅白 ~25 日、調査区南側と土塁内側平坦部の遺構確認精査と、 を中心に作業を進める。

また、調査区南東端の空堀等の精査を行う。 S1 1軒、 SK

から炭化米が出土し

10月 28 日 ~11月 1 日、前週と同じ地区の調査を継続する。 S I 1軒、 SK5

D13条、 SF 1条等を検出した。

R
d
 
D
 

C
U
 

した。また、 S D207 

SQ1 SN2基、 S

1] 月 5 日 ~8 日、遺構確認精査と検出遺構の実測を行う c なお、うFllJ居!')は今週で終了した。 S I 3軒、 S

K6基、 SN1基、 SD 1条等を検出した。

11 月 11 日 ~15 目、調査区南部で検出された遺構の調査及び\他地区で検出された遺構の補足調査を行う。

S I 6軒、 SKl1基、 SK3基等を検出した。 11月15日、全検出遺構の精査を終え、発掘器材を撤収して

発掘調査を終了した。
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本調査で検出された遺構は、穴住居跡33軒、竪穴t}と遺構4基、掘立柱建物跡汁索、柱穴様ピット123基、

土坑79基、集右 3基、焼土遺構12基、議跡69条・空堀 8条、土塁 2条、塚3基、炭窯跡 1去ら、その他の遺構

1基の計339遺構である。これらの遺構は調査区全体にかけて検出された。このうち土塁と空堀(一部)、塚

を除く遺構は、第VI層上面で検出された。遺物は第ll-V層及び遺構覆土中から、!日石器時代の石器、縄文

時代の土器・石器、平安時代の土師器・須恵器、中世・近世の陶磁器@銭貨、その他鉄製品@鉄j宰・炭化し

た米や雑穀類などが出土した。

1節検出遺構

S!l1(第 9~去、図版 6 ) 

IvIK52 ' 53、ML53グリッドで確認された。南東壁付近に長軌(北部-南東)46cm x短軸(北東一南西)37cm 

の誇円形を呈する焼土があり、北密接付近に長車[l(北京一南西)110cm ;<短車駅北西-南東)66cI11の落ち込みが

認められる。木の根によって撹苦しされているため北東側一部の壁は確認できなかったが、平面形は北東壁

3事70m、北西壁2.70m、南東接2.60m、南西壁3.78mのほぼ隅丸方形を呈する。壁高は北東壁 6CI11、北西壁

13cI11、南東壁14cI11、南西壁14cmである。床面はほぼ平坦で堅くしまっている。住居内に径15-34cl11、床面か

らの深さ 2-8 CI11のピットが4個穿たれている。遺物は、縄文土器胴部 2点、土師器胴部 2点が出土した。

S I 31 (第 9図)

lVI G 53 '弘、lVIH53グリッドで確認された。木の根によって撹乱されているため北東部半分暴南東側半分審

南西側半分と北西側の壁溝は確認できなかったが、平面形は現存する北京壁溝 e南東壁溝@南西壁溝(いず

れも半分現存)から、一辺4.00m前後のはほ隅丸方形を呈するものと推定される。 は上面11I高10-20cl11、

底面rlJ高4-16cl11、深さ 5-12cmである u 遺物は

S I i5(第10図)

MK50. 51、ML49 . 50 . 51グ1)ッドで確認された、東側にカマドの痕跡が認められる竪穴佳居跡である。

木の根によって撹乱されているため北壁を、また、南東部を SK06に切られているため西側一部と南側一部

しなかった。

の壁を、さらに、遺構内中央部を SD08が通っているため南壁の一部をそれぞれ確認できなかった。平面形

は現存する西壁 a 南壁(いずれも大部分現存卜東壁から、ほほ隅丸方形を呈するものと推定される。床面は

東側がやや窪んでいて、堅くしまっている。 遺物は、土師器口縁部6点(うち 1点は第58留に掲載)・胸部19

点・底部3点、鉄j宰3点が出土した。

S I 107 (第11図)

M 147・MJ 47グリッドで確認された、南側にカマドが付設されている竪穴住居跡である。 SK116の西

側を切っている。本住居が調査区外にかかっていたため南西側の一部を、また、東側半分の墜と北側大部分

の壁溝をそれぞれ確認できなかったが、平面形は現存する北壁溝(一部現存)・西壁溝と東援溝(いずれも

底面幅6-11cl11である c はほ くしまっている。

は上面幅12-22cm、

らの深さ25cmのピツ

分現存)・南援から、一辺3.00m前後のほぼ隅丸方形を呈するものと推定される。
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第4章調査の記録

トが11圏穿たれている。遺物l土、

8点、石器1点が出土した。

S ! 112(第12図)

?点(うち 2点は第58密に揮載)9続部34点吾 ウ 鉄j幸

MDL16 0 47 . 48、lVIE 46 . 47 . 48、IVIF 47グリッドで確認された、南東部にカマドの痕跡が認められる竪

穴住居跡である。 SNl19 . 125、SK P 191、SD417と重複関係にあるが、全て同一面(第百層)での検出で

あり、新!日関係は不明で、ある。平面形は、北壁溝6.60m、南盛溝6.55m、東壁(溝)6. 59m、西壁溝6.57mの

ほぼ隅丸方%を呈する。壁溝は上部幅15~61cm、底面幅 6 ~44cm、深さ 15~17cmである。床面はほぼ平坦で

くしまっている。南壁溝に径21~36cm、床面からの深さ 14~22cmのピットが 2 個穿たれている。遺物は、

土師器ロ縁部 3点(3点とも第58函に掲載)ー胸部7点，底部 l点(第58図に掲載)が出土した。

S I ii5(第11図)

MJ  47.錦、 rvrK47グリッドで確認された、南東部にカマドの痕跡が認められる竪穴住居跡である。木の

根によって撹乱されているため北墜と密接は確認できなか，ったがミ平面?ちは現存する東盛(溝)と南壁溝から

ほぼ隅え方形を呈するものと推定される。壁溝は上面幅lO~26cm、底面幅 4 -18cm、盛高は東壁11cmである。

床面はほぼ平坦で堅くしまっている。遺物は、土師器口縁部8点(うち 6点は第59図に掲載ト胴部30点@患

部 2点(うち 1点は第591翠に掲載)が出土した。

S I 130 (第13図、図版6) 

L T53 . 54 . 55、MA53. 54、MB53.54 . 55グリッドで確認された、南西部にカマドの痕跡が認められ

る竪穴住居跡、である。北側を空堀に切られているため東側一部・西側…部と北側の壁溝は確認できなかった

が、平面形は現存する東壁溝 e茜壁溝(いずれも一部現存)と南壁溝から一辺6.55m前後のほぼ隅丸方形を呈

するものと推定される。壁溝は上商幅16~30cm、底面幅 8 -18cm、深さ 8-30cmで、ある。床面は平坦で、竪

くしまっている。住居内に径22-26cm、床面からの深さ10-30cmのピットが3伺穿たれている。遺物は、

師器服部1点が出土した。

S I 148 (第14図、図版7) 

L S47・48、LT47・48、MA47. 48グリッドで確認された。 SK152の北側と SK153の西側を切ってい

る。木の根によって撹乱されているため南側半分の壁は確認できなかったが、平面形は北壁溝6.45m、南壁

溝6.85m、東壁溝6.55m、西壁溝6.70mの隅丸方形を呈する。壁講は上面幅18-35cm、底面i幅8-21cm、深

さ13-30cmである。床面はほぼ平坦で、堅くしまっている。 遺物は、縄文土器網部 l点、土師器胴部 1点が

出土した。

S I 162 (第15図)

MC47 . 48 . 49グリッドで確認された。南東側でSD146を切っている。北西側を SD04に切られている

ため南西側の大部分と北東側・北西側の壁は確認できなかったが、平面形は現存する北東壁・南西壁(いず

れも一部現存)と南東側の壁から、隅丸方形を呈するものと推定される。援高は南東磨35cmで、ある。床面は

やや窪んでいて堅くしまっている。 遺物は出土しなかった。

S I 192 (第16図、図版7) 

L T49・50、MA49・50グリッドで確認された、北東側に張り出してカマドが付設されている竪穴住居跡

である。平面形は北東壁3.99m、北西壁4.08m、南東壁3.87m、南西壁3.39mのほぼ隅丸方形を呈する。

高は北東壁21cm、南西壁16cmである。床面はほぼ平坦で堅くしまっている。遺物は、土師器口縁部3点(う

ち2点は第61留に掲載).網部34点る底部2点(2点とも第60図に掲載)が出土した。
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第 1節檎出遺構

S ! 1弼(第16図、図版 8) 

L P 50 . 51、LQ50 = 51グリッドで確認された、南東側にカマドが付設されている竪穴住居跡である。

面形は北東壁2.83m、北西壁3，25m、南東壁3.09m、南西壁3.10mのほぼ隅丸方形を呈する。壁高は南西監

26cmである。床面は南東側がやや窪んでいて堅くしまっている。遺物は、縄文土器口縁部2点(第56凶に掲載)、

土師器口縁部 5点(うち 2点は第61図に掲載).服部27点 6 底部4点(うち 3点は第61図に掲載)が出土した。

S I 215 (第17図、図版8) 

ME56・57、IvIF 56・57、]¥/1G57グリッドで確認された、東側にカマドの痕跡が認められる竪穴住居跡で

ある。 SD04に切られており、そのSD04はSK217に切られているため、本住居はSK217より吉い。また、

木の根によって撹乱されているため北東側半分@南東側半分の壁溝を、また、北西側を SD04に切られてい

るため北西側の壁溝をそれぞれ確認できなかったが、平面形は現存する北東壁溝@南東壁溝(いずれも半分

現存)と北西壁溝・南西壁溝から一辺5.30m前後の隅丸方形を呈するものと推定される。壁溝は上面幅14~

40cm、底面幅 5~27cm、深さ 19cm前後である。床面はほぼ平坦で堅くしまっている。遺物は、土師器籾部 5

-底部 l点(第61図に搭載)、須恵器胸部 1点(第73留に掲載)、鉄淳 1点が出土し

S I 223(第四回、図版8) 

MF56、]¥/1G 55 . 56グリッドで確認された、南東壁にカマドが付設されている竪穴住居跡である。本の根

によって撹乱されているため南西側大部分の墜は確認できなかったが、平面形は現存する南西壁(一部現存)

と北東摩・南東壁・北西壁から、一辺3.50m前後の偶丸方形を呈するものと推定される。壁高は北西盛11cm、

南東壁13cmで、ある。床面はやや凶凸があり堅くしまっている。南東側・北東側@北西側の壁に径21-24cm、

床面からの深さ 24~40cmのピットが 5 個穿たれている。遺物は、土師器口縁部 l 点・腕部 1 点が出土した。

S I 226(第四図)

MN51・52、M051グリッドで確認された、東側にカマドが付設されている竪穴住居跡である。木の根に

よって撹乱されているため東側一部 e 西側一部 e 北側の壁は確認できなかったが、平面形は現存する東壁

溝・西壁溝(いずれも一部現存)と南壁溝から一辺4.80m前後の限丸方形を呈するものと推定される。壁高は

南壁 3cm、東壁4cmで、ある。床面はやや出凸があり堅くしまっている。遺物は出土しなかった。

S I 238 (第19図)

L T51・52、MA50.51・52、IvlB 52グリッドで確認された。南西側にSN194とSN195があるが、 2

ともカマドの痕跡と思われる。木の根によって撹乱されているため南西側半分の壁溝は確認できなかったが、

平面形は現存する南西壁溝(一部現存)と北東壁溝 e南東壁溝・北西壁講から一辺6m前後の隅丸方形を呈す

るものと推定される。壁溝は上面縮13~59cm、底面幅 4 -21cm、深さ20-24cmである。床面はほぼ平坦で竪

くしまっている。北東接溝と南西壁溝に径16-22cm、床面からの深さ 19~29cm のピットが 3 個穿たれている。

遺物は、縄文土器腕部 2点、土師器口縁部7点・胴部77点・底部3点(うち 1点は第62図に掲載)が出土した。

S I 240 (第20図)

L N42グリッドの地山で確認された。木の根によって撹乱されているため北西側一部・南西側一部の接溝

は確認できなかったが、平面形は現存する北西壁溝・南西盛溝(いずれも一部現存)から、隅丸方形を呈する

ものと推定される。壁溝は上面幅17-29cm、底面幅 8~ 15cm、深さ28cmである。床面はほぼ平坦で堅くしまっ

ている。遺物は、土師器口縁部 2点(2点とも第62図に掲載) ・胴部6点・羽口 1点(第62図に掲載)が出土

した。

S I 268 (第21図、図版 9) 
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第4章調査の記録

LR51.52.回、 LS 5]・52.問、 LT51 .52 . 53グリッドで確認された。木の摂によって撹乱されてい

るため北側…部の壁講は確認できなかったが、平面形は現存する北壁溝(一部現存)と南壁講 s 東嘩溝@西壁

溝から一辺6.20m前後の隅丸方形を呈するものと される。撞溝は上回幅13~33cm、底面Ip高 4 -17cm、j菜

さ11-32cmである。床荷はほぼ平坦で竪くしまっている。住居内南側に径19-28cm、床面からの深さ10-37cm

のピットが4偲穿たれている。遺物は、土締器口縁部 2点(うち 1点は第62図に掲載).胸部4点@底部3点、

1点が出土した。

S I 271 (第20図)

L K43、LL43、LM42.43グリッドで確認された、南西壁付近にカマドが付設されている竪穴住居跡で

ある。木の根によって撹乱されているため北東側一部と南東側の壁は確認できなかったが、平面形は現存す

る北東壁 e 南西援(いずれも一部現存)・北西壁から一辺6.10m前後の隅丸方形を呈するものと推定される。

壁高は北西接48cmである。床面は凹凸があり堅くしまっている 0

20cmのピットが2個穿たれている。遺物は出土しなかった。

S I 372(第22国)

に径23-29cm、床面からの深さ14-

L Q53 . 54、LR53 . 54グリッドで確認された。北西部を SK423に切られているため西側一部の壌は確

認できなかったが、平面形は現存する北壁 e西壁(いず、れも大部分現存)と東壁，南壁から一辺2.50-3.60m

前後のほほ隅丸方形を呈する。壁高は二!と接23cm、南壁20問、東壁 9cm、西壁32cmである。床面はやや出凸が

あり竪くしまっている。南壌に径29-45cm(残存部のみ)、床面からの深さ31-43cmのピットが2個穿たれて

いる。遺物は、土師器口縁部7点(うち 4点は第62図に掲載)・胸部35点・底部 2点(うち 1点は第62図に掲載)

が出土した。

S I 373 (第23図)

MD55・56、ME55・56グリッドで確認された。木の根によって撹乱されているため北西側一部・南東側

一部と南西側の壁は確認できなかったが、平面形は現存する北西接 e 南東壁(いずれも一部現存)と北西壌か

ら一辺3.85m前後のほl玄関丸方形を るものと推定される。 は北東壁28cmである。床面はほぼ平坦で

堅くしまっている。住居内に径17-32cm、床面からの深さ 8-25cm前後のピットが20個穿たれている。遺物

は、土師器口縁部3点(すべて第63図に掲載).腕部11点(うち 1点は第63図に掲載).底部 1点・ 11国体1点、

鉄浮4点が出土した。

S ! 379 (第24図、図版10)

L T36・37、LT36・37・38グリッドで確認された。木の根によって撹舌しされているため北東側一部・南

東側の壁溝は確認できなかったが、平面形は現存する北東壁溝(一部現存)と北西壁溝ー南西壁溝から一辺

3.20m前後のほほ偶丸方形を呈するものと推定される。壁溝はよ面幅13-22cm、底面幅 9-14cm、深さ17-

23cmである。床面はほぼ平坦で竪くしまっている。北西壁溝とl蒋西盛溝に径19-30cm、床面からの深さ 8-

18cmの壁柱穴が4個穿たれている。遺物は出土しなかった。

S I 380 (第25問、図版9) 

L Q41・42・43、LR41・42・43、LS42グリッドで確認された、住居内中央部やや北西寄りにカマドの

痕跡が認められる竪穴住居跡である。住居内やや北西よりに位置する SN399との重複関係はこの観察では

不明瞭であり、新i日関係を把握することはできなかった。北側を SD04に切られているため北東側一部・北

西側一部の壁溝は確認できなかったが、平面形は北東壁(溝)6. 80m、北西壁(講)6. 70m、南東壁(溝)6. 68m、

南西壁(溝)6.91 mの構え方形を呈する c 壁溝は上積幅23-49cm、底面稿 7-31cm、深さ16cm前設で、ある。

一一乙4 一一



第 1節検出遺構

ïIDはほぼ平土日で堅くしまっている。壁港北隅と南東壁溝に径33-48cm、床面からの深さ 17~39cm のピットが

3幅穿たれている。遺物は、土師器口縁部 5点(うち 1点は第63留に掲載ト嗣部24点 e底部 2点が出土した。

S I 385 (第26図、図版10)

MA39 . 40、l¥;IB 39 . 40 .位、 IviC40グリッドの地山で確認された、南東側にカマドが付設されている

穴住居跡である。 S1407の北西側を切っている。平面形は北東壁溝5.30m、北西壁(溝)4.50m、南東壁溝

4.28m、南西壁溝5.76mのi塙丸方形を呈する。壁溝は上i訪中島14-29cm、底面幅 6-16cm、泌さ24cm前後で、あ

る。床面はほぼ平坦で堅くしまっている。北西壁溝、南西壁溝と墜溝西隅に径20-26cm、床面からの深さ31

~85cm前後のピットが 4 偲穿たれている。遺物は、土師器口縁部 5 点(うち 4 点は第63図に掲載)・胸部 8 点・

底部4点(うち 2点は第63図に掲載)が出土したっ

S I 406 (第27図、図版10)

L T38 . 39 .40、l¥1A38. 39 . 40グリッドで確認された、北側にカマドの痕跡が認められる竪穴住居跡で

ある。 S1407の北東側と S1412の北東側を切っている。北東側の一部を SD343に、住居内の中央部から

南東側を S1428にそれぞれ切られているため北東側一部。南東側大部分の護溝は確認できなかったが、平

面形は現存する北東壁 e 南東壁(いずれも一部現存)と北西援溝 e 甫西壁溝から一辺6.40~8.00m のほぼ隅丸

方形を呈するものと推定される。壁高は南西壁14cmで、壁溝は上部11I高16-42cm 、底面I!f~; 6 -16cm、深さ 21~

26cmである。床面はほぼ乎担で堅くしまっている。南西壁付近に径12-47cm、床面からの深さ12-30cmのピッ

トが91回穿たれている。 遺物は、土師器口縁部 2点 e服部 6点@底部 1点、須恵器胸部 1点(第73図に掲載)

が出土した。

S I 407 (第28図、図版10)

MA39、MB38・39グリッドで確認された。本住居が調査区外にかかっていたため南西側を、また、北側

をS1385に、北東側を S1406に、南東側を S1412にそれぞれ切られているため、北東側一部と南東側の

を確認できなかったが、平面形は現存する北東壁溝 e 北西壁溝(いずれも一部現存)から、ほほ隅丸方形

を呈するものと推定される。竪溝は上面幅16-26cm、底面幅 8~ 16cm、深さ24-35cmである c 床面はほぼ平

坦で竪くしまっている。遺物は出土しなかった。

S I 411 (第29図)

L N42、L041 .位、 LP41・42グリッドで確認された、北東制 にカマドカf1寸言支されている

を、また、南東側を SD341に切ら穴住居跡である G フト;の根によって撹苦しされているた

れているため、南西側一部と南東側の壁溝をそれぞれ確認できなかったが、平面形は現存する北東壁講・南

西接溝(それぞれ一部現存)と北部壁溝から一辺5.40m前後の偶丸方形を呈するものと推定される。壁溝は上

面i福15-42cm、底面i幅9-20cm、深さ34cm前後で、ある G 床面はほぼ平坦で堅くしまっている。北西壁溝

24cm、床面からの深さ48cmのピットが1個穿たれている。遺物は出土しなかった。

S I 412 (第28図、図版10)

L T38、MA38. 39、MB38.39グリッドで確認された。本住居が調査区外にかかっていたため南西側を、

また、北東側を S1406に切られているため北東側大部分の獲をそれぞれ確認できなかったが、平面形は現

存する北西接溝(一部現存)から、隅丸方形を皇するものと推定される。獲高は北西壁42cmである。床医はほ

ぼ平坦で堅くしまっている。遺物は出土しなかった。

S I 413 (第30図、図版10)

L R36、LS36争 37グリッド ~ 
L弛 ゆかかっていたため南西側を、また、

25 



第4章調査の記録

内の中央部から南東側を S1414に切られているため、北東側一部容南東側の壁をそれぞ、れ確認できなかっ

たが、平面形は現存する北京壁(一部現存ト北西壁からも偶丸方形を呈するものと推定される。壁高は北東

壁16cm、北西壁14cmである。床面はほぼ平坦で堅くしまっている。北東壁付近に径25cm、床面からの深さ27cm

のでットがI個穿たれている c 遺物は出土しなかった。

S 1414(第30図、図版10)

L Q35 . 36、LR35.話、 LS36グリッドで確認された。 S1413の南東1MUとS1415の南西側を切ってい

る。本住居が調査区外にかかっていたため南西側を確認できなかったが、平面形は南東壁 e 北西壁溝(いず

れも一部は調査区外)と北東壁から一辺6.30m前後の隅丸方形を呈するものと推定される。壁高は北東壁 9

側、南東援6cm で、壁溝はよ面11諮問~20cm、底面将 6 ~ 9 cmである。床面はほぼ平坦

遺物は出土しなかった。

S 1415(第30図、図版10)

くしまっている。

L Q35 . 36、LR36グリッドで確認された。木の根によって撹乱されているため南東側一部の壁講を、ま

た、遺構内の中央部から南西側を S1414の切られているため、北西側一部と南西測の壁をそれぞれ確認で

きなかったが、平面形は現存する南東壁溝 a 北西壁溝(いずれも一部現存)と北東壁溝から一辺3.10m前後の

隅丸方形を呈するものと推定される。壁溝はよ面幅14~26cm、底面llJ高 6 ~18cm 、 j奈さ 14~20cm である。 床面

はほぼ平坦で堅くしまっている。遺物は出土しなかっ

S 1416(第30図、図版10)

L Q37グリッドで確認された。木の根によって撹乱されているため南東援溝を、また、北東側を SD343 

に切られているため、北西側一部と北東側の壁溝をそれぞれ確認できなかったが、平面形は現存する北西壁

溝(一部現存)と南西壁溝から、隅丸方形を呈するものと推定される。壁溝は上面幅21~27cm、底面幅10~17cm、

深さ 10~18cmである。床面はほぼ平担で堅くしまっている。遺物は出土しなかった。

S I 424 (第31図、図版10)

L R37・38、LS38グリッドで確認された。木の根によって撹乱されているため南東壁溝をミまた、北東

側を SD343に切られているため、北西側一部と北東側の壁溝をそれぞれ確認できなかったが、平面形は現

存する北西護溝(一部現存)と南西壁から、隅丸方形を呈すると推定される。壁溝は上面幅13~26cm、底面幅

6 ~14cm、深さ 13-34cmである。床面はほぼ平坦

が出土した。

S I 428 (第27図、図版10)

くしまっている。遺物は、土師器腕部5点、鉄j宰1

L S38・39、LT38・39、MA38.39グリッドで確認された。 S1406の中央部から南東側を切っている。

木の根によって撹乱されているため北東側一部智南西側一部と北西側の壁溝は確認できなかったが、平面形

は現存する北東壁溝(一部現存)と南東壁溝 e 南西壁溝(いずれも大部分現存)から一辺5.60m前後の隅丸方形

を皇するものと推定される。壁溝は上面幅13~25cm、底面中高 5 ~ 13cm、深さ 22~23cmである。床面はほぼ平

坦で堅くしまっている。 遺物は、土師器口縁部 1点(第64図に掲載ト胴部13点・底部 2点(うち 1点は第64

図に掲載)が出土した。
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第4章調査の記録

2e 竪穴;1犬遺構

S K i I 22 (第32図、図版社)

1¥11 E44グリッドで確認された。平面形は北壁1.78m、南壁1.88m、東壁1.96m、四
壁1.90mの略方形を

し、壁高は東壁36cm、西壁 8cmである。底面はほぼ平坦で、壁はほぼ垂藍に立ち上
がっている。覆土は 6層

に分けられた。壁付近に径20-25cm、深さ20-52cmのピットが4個穿たれている。遺
物は、土師器(窯鍋)8 

点が出土し

S K I 126 (第32図、図版11)

MA52 . 53、MB52.53グリッドで確認された。平面形は北壁1.70m、南壁1.50m、東
盛2.20m、西壁2.11m

の略方形を呈し、壁高は北壁、南壁ともに10cmである。底面はほぼ平坦で、壁はほ
ぼ垂直に立ち上がってい

る。覆土は 1層であった。遺物は出土しなか、った。

S K i 13i (第33図、図版12-18)

L T49・50、IV[A49• 50グリッドで確認された。東部に張り出して出入り口が付設されている竪穴状遺構

である。平面形はほぼ隅丸方3f~を呈し、壁高は北東壁44-58cm、北西壁48-60cm、南東壁13-51cm、南西壁

57 -64cmで、壁は北西側はほぼ垂直に立ち上がるが、南東側はゆるやかな傾斜で立
ち上がっている。床面は

ほぼ平坦である。出入り口の長さは1.62m、最大幅は1.02mである。遺構内壁付近
及び出入り口内にピット

が合わせて121国穿たれている。各ピットの大きさは以下のとおりである。ピット 1
は長軸35cm、短軸25cm、

さ29cm、ピット 2は長軸26cm、短軸25cm、ピット 3は長軸25cm、短軸23cm、深さ28cm
、ピット 4は長軸32cm、

短軸25cm、深さ31cm、l!ット 5は長軸34cm、短軸30cm、深さ41cm、ピット 6は長軸3
4cm、短軸30cm、深さ28cm、

ピット 7は長軸 9cm、短軸 6cm、深さ14cm、ピット 8は長軸 6cm、短軸 4cm、深さ17
cm、ピット 9は長軸 6cm、

短軸 5cm、深さ12cm、ヒット10は長軸 6cm、短軸 5cm、深さ 7cm、ピット11は長斡 9
cm、短斡 6cm、深さ 8cm、

ピット12は長軸13cm、短軸 9cm、深さ12cmで、ある。遺物は柱、板材、屋根に葺いた
査、炭化米、雑穀(ヒエ@

ミ炭化材、瀬戸・美濃産の陶器が出土した。

S K I 26i(第32図)

L S52'問、 LT52 .53グリッドで確認された。平面形は北東接2.20m、北西壁1舎
56m、南東壁1.27m、

南西壁2.65mの略方形を呈し、壁高は北西壁34cm、南東壁37cm、南西壁41cmである
。底面はやや凹凸があり、

はほぼ垂i亙に立ち上がっている。覆土は11層に分けられた。遺物は、土師器胸部11点 e 底部 2点(うち 1

は第64図に掲載)が出土し

一一t;(i一一
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3. 据立柱建物跡

S B 274(第34図)

調査区東側のLN47 .48、L047 .48グリッド

1間(東一酉)x梁行 2間(北-南)で、複元し

第 1節検出遺構

る東一百棟の擁立柱建物跡である。規模は、桁行

の柱間距離は北側 (P P:J 396側、中央(P2-P 6) 

409cm、南側 (P1 - P i) 436cmで、梁行方向の柱間距離は東側(P s - P 7) 387 cm、西側(P 1 - P :;) 391 cmで、ある。

柱穴の覆土は堅くしまっている暗褐色土の単一層であり、柱痕は確認できなかった。

なお、各柱穴の大きさ等は下記の第2表にまとめ

2表 SB274Pit 

P i t 検 出 きさ 回

グリッド
平面形 出土 物

短軸 ム、Aー< 

1 L 047 丹芳三 20.0cm 20.0cm 21.0cm 68.46111 炭化米・

ω つ L 047 23.5cm 2] .5cm I 22.0cm 68事47m

3 L 048 楕円形 ωつ4土.5cm 19.0cm 18.0cm 68.35m 

4 L 048 十者向形 25 Ocm 23ゃOcm 21.0cm 68.2ヲ1i1

5 L N48 円形 20.0cl11 18.0cm 38.0cm 67.96m 

6 L N48 円形 16.0cl11 15.0cl11 16.0cm 68嚇27m

Fウ L N47 楕円形 21.0cm 17.0cm 27.0cl11 68.18m 炭化米ー雑穀類
L常日 一 一

4.柱穴様ピット(付図)

柱穴様ピットはS1112内で 1基と調査区全体の 4箆所で計123基を確認した。調査区北部の D55-58グ

リッド以西からrvIF55-58グリッド以東で 5基を検出した。規期的な配列は認められず、柱痕跡も確認でき

なかったc 覆土は黒褐色土(10YR2/3)-暗褐色土(10YR3/3)で、堅くしまっている単一層である。調査区西

側のMHライン以西.51ライン以北で17基を検出した。規知的な配列は認められずj主痕跡も確認できなかっ

た。覆土は黒褐色土で、堅くしまっている単一層である G

ン以南で14基を検出した。規則的な配列は認められず、柱痕跡、も

のLRラインi立、西 .42ライ

できなかった。覆土は黒褐色土

(10YR2/3) -培褐色土(10YR3/3)で、堅くしまっている である。 lVICライン以東 .45ライン以北の土

塁の内側から東側斜面までが86基と最も多く、特にLP49グリッド周辺が密集している。当初DS K P 274 . 

277 . 279 ' 285 . 286 . 288・289としていた柱穴様ピットは掘立柱建物跡として判断されたため、それらの番

号を欠番とし、新しく SB274と付した。他には規則的な配列は認められず、柱痕跡も確認できなかった。

覆土は暗褐色土(10YR3/3)で、堅くしまっている である。これらの柱穴様ピットの平面形は、円形を

呈するものが多く、遺物はほとんど出土せず、その時期を明雄にすることができなかった。また、個々の柱

穴様ピットについては第 3・4・5表にまとめた。
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第 1節 才食出遺構

つ三主三
、J丞-'<

g
h
z
 

。レ=-z

一
( 1 ) 

※( )内の数種(H:支存舗で、重複状況は古→薪である。

SKP 1会 出 大 寺~三ー
A、F申r ミ為 底 面

番 グリッド
平面形

の標高
出土遺物 重複状況

報i 車UI j菜 さ

20 MH.MI53 円形 28.0cm 23.0cm 14.2cm 64.75m 

21 M153 円形 28.0cm 24.0Cll1 14.1cm 64.69m 

つつ lvrI53 楕円形 25.0cm 20也Ocm 12翠4cm 64.43111 

35 ML53 楕円形 26.0cm 21.0cm 25.0cm 64.12m 

36 ML53 PjID 20.0cm 18.0cm 27.0cm 64.11 m SD27→ SKP36 

37 ML53 円形 24.0cm 22.0cm 26.0cm 64.03m SD27→ SKP37 

38 ML53 円形 26.0cll1 23‘Ocm 27.0cm 64.07 m I SD27→ SKP38 

108 LT47 円形 26.0cm 26.0cm 41. Ocm 68.70m SK139→ SKP108 

134 MB54 楕円形 26.0cm 19.0cm 42.9cm 68.02m SKI126→ SKP134 

167 MJ53 円形 24.0cm 21.0cm 15.4Clll 64.31m 

168 ML53 円形 21. Ocm 19.0cm 3.5cm 64.32m 

169 ML52 円形 19.0cm 18.0cm 15.5cm 64.21m 

173 LT48 円形 21.0cm 18.0cm 29‘Ocm 68.74m SK357→ SKP173 

174 LT47・48 円形 30.0cm 28.0cm 35.0cm 68.70m SK358→ SKP174 

179 MA50 円形 20.0cm 18.0cm 4.0cl11 68.55m 

180 LT50・51 円形 23.0cl11 22.0cl11 36.7cl11 68.26m 

181 L T50. 51 楕円形 30.0cm 23.0cm 43.6cm 68.18m 

182 MA52 楕円形 22.5cm 17.0cm 54.0cl11 67.97 m SK128→ SKP182 

183 LT51 円芳三 23.0cm 22.0cl11 31.2cm 68.45m 

184 MA51 円形 29.0cm 27.0cl11 33.0cl11 68.23m 

185 MA50 円形 43.0cl11 37.0cm 27.0cm 68.37m 

186 MA50 円形 25.0cl11 22.0cm 18.0cm 68曾52m SIl92→ SKP186 

一1円6門i 司i、市lA50、 /tr「T11ZjEiク〈/l /t 円d1i.rJじiii1/ つd1i.ハUじcm EU ご.ハucm出 に、58し1.に51、i日11 事y、，イiレしJ長.-，、、 時'1~ i-J- 斡'T'~九ぅ'7乞f百" 

188 LT50 円芳三 28.0cm 26.0cm 19.9cm 68.56m SIl92→ SKP188 

189 LT・MA52 円形 24.0cm 21.0cm 20.0cm 68倉34m

190 MA51・52 円形 30.0cm 27.0cm 16.0cl11 68.30111 

191 か1D.ME47 楕円形 34.0cm 25.0cl11 21.4cm 67.15m SD417→ SKP191 

196 MA52・53 円形 30.0cm 27.0cm 17.0cl11 68.30m 

197 LT52 楕円形 24.0cl11 18.0cm 23.0cm 68.30m 

202 LP47 円形 26.0cl11 25.0cm 12.0cl11 68.70111 

205 LO・LP47 円芳三 21. Ocm 21. Ocm 24.0cm 68.51 m 

212 LQ47 円形 26.0cm 26.0cl11 36.0cm 38.54m 雑穀類

213 LQ47 円形 18.0cl11 16.0cm 32.0cl11 38.58m 

218 LS52 円形 29.0cl11 28.0cm 21.0cm 68.32m SK267→ SKP218 

224 ME'MF57 楕円形 31. OCI11 24.0cm 25.0cm 68.69111 SD04→ SKP224 

232 MN57 円芳5 24.0cl11 22.0cm 28.0cm 63.78m 

233 MN52 円形 17.0cm 17.0cm 19.5cm 63.95m 

234 MM52 円形 21. Ocm 21. Ocm 21. 8cm 63.91 m 

235 MN52 円形 24.0cm 22.0cm 25.0cm 63.94m 

236 MN51 円形 21. Ocm 20.0cm 4.5cm 64.23m 

237 MM53 円形 22.0cm 20.0cm 20.4cm 63.95m 
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SKP 検 出

番 グリッド
平面形

275 LN47 

276 LN48 円形

278 LN47 円形

281 L048 円芳三

282 L048 円形

283 L048 円形

284 L048 円形

287 L048 円形

291 LP48 円形

292 LP48 円形

293 LP48 円形

294 L049 円形

295 L049 指円形

296 LN49 楕円形

297 LN49 円形

298 LN49 円形

299 LN49 円形

300 LN49 楕円形

301 LN49 円形

302 L050 円形

304 LQ47 円形

305 LQ48 円形

、3書f、)氏、J LP-LQ4S Ei Ji:ノ形1/ 

307 LQ49 円形

308 LQ48 円形

309 LQ48 円形

311 LP'LQ49 円形

320 LN52 円芳三

321 L051 円形

322 L052 円形

323 L052 円形

324 LP52 円形

325 LP51・52 円形

326 LQ54 楕円形

332 LP'LQ54 円形

334 LP54 円形

335 LP54 円形

336 LP54 円形

339 LQ53・54 円形

340 LR53 祷円形

345 LR45 円形

ヰ表 ピット

大 き さ 底面

長軸 軸 1菜 さ

18.0crn 16.5crn 19.0crn 68.16m 

23.0crn 19.0cm 34.0crn 68.03m 

1ちりcm 14.0crn 19.0crn 68.45m 

17‘Ocrn 15置Ocm 14.0crn 68.19m 

22.0crn 21.0cm 15.0crn 68.22m 

19.0crn 18.0cm 16.0cm 68.21 m 

22密OCI11 21.5crn 13喰Ocm 68.28m 

25.0cm 23.0cl11 16.0crn 68.42m 

25.0cm 24.0cl11 11.0cm 68寄54m

22.0cm 19.0cm 13.0cm 68.50111 

17.0cm 17.0cm 14.0cm 68.50m 

24‘Ocm 21.0cl11 3.0cm I 68.38m 

31.0cm 24.0cm 16.0cm 68.21 m 

24.0cl11 1ヲ.Ocm 33.0cm 67.98m 

18.0cm 16.0cm 17.0cm 68圃14m

23.0cm 21‘Ocm 25.0cm 68.06m 

22.0cm 19.0cm 17.0cm 68.08m 

20‘Ocm 14.0cm 24.0cm 68.01 m 

24.0cm 21.0cm 36.0cm 68.05m 

18.0cm 17.0cm 35.0cm 68.20m 

16.0cm 15.0cm 24.0cm 68.58m 

22.5cm 22.0Clil 23.0cm 68.59m 

白ワ1.ハvcーiii 1v ι2ハV.ハvcーーHi l q 山 q中 . ハvじ一H一I Uc0o.r d q d III 

22.5cm 21.0cm 21.0cm 68.46m 

20.0cm 18.0cm 18.0cm 68.65m 

20.5cm 19.0cm 17.0cm 68.68m 

16.0cm 15.0cm 19.0crn 68.52m 

35.0cm 34.0cm 14.1cm 67.17m 

28.0cm 24.0cm 22.2cm 67.82m 

24.0cm 20.0cm 16.7cl11 67.74m 

20.0cm 19.0cm 19.8cm 67.95m 

20.0cm 20.0cm 40.6cm 67.76m 

24.0cm 20.0cm 13.2cm 68.19m 

26.0cm 18.0cm 15.0cm 67.67m 

34.0cm 30.0cm 34.0cm 67.42m 

24.0cm 23.0cm 11. 9cm 67.68m 

25.0cm 21.0cm 25.6cm 67.52m 

24.0cm 22.0cm 12.2cm 67.66m 

24.0cm 20.0cm 28.0cm 67.65m 

36‘Ocm 31. Ocm 26官。cm 67.84m 

18.5cm 17.5cm 17.2cm 68.81m 
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SI372→ SKP326 

SI372→ SKP339 

SI372→ SKP340 
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SKP 検 出 大 c' ム，

番 グリッド 長軸 短軸

346 LR45 円形 16.5cm 15.0cm 

347 LR45 円形 20.0cm 20.0cm 

348 LR45 円形 25.0cm 23.5cm 

349 LR45 円形 20.0cm 19.0cm 

350 LR46 [TJ芳三 24.0cm 22.0cm 

351 LS45.46 楕円形 I25.0cm I 19.0cm 
352 LS46 円形 21. Ocm 20.0cm 

353 LS46 円形 19.5cm 18.0cm 

354 LS45 円形 27.0cm 25.0cm 

355 LS45 円形 22.0cm 20.0cm 

356 LT45.46 円7f~ 23.0cm 19.5cm 

386 L054 円形 17.0cm 17.0cm 

387 L054 円形 20.0cm 17.0cm 

388 MD55 円形 24.0cm 22.0cm 

389 L053 円形 21.0cm 20.0cm 

390 L053 梼円 27.0cm 21. Ocm 

391 L053 円形 21.0cm 21.0cm 

401 MA41 楕円形 38.0cll1 25.5cll1 

402 MA41 円形 35.0cm 35.0cm 

403 LR41 円形 17.0cm 16.0cm 

404 IVIA41 円芳三 つωdつ.5cm 22.0cm 

405 MB41 円形 18.0cm 18.0cm 

L，i 4LJ上"ム~ RiVZiY乙九Urrt 7 生守命百rIT3IIjiy 4 dg、vr、. vr、じiIl I 山c)中g3• fv、じ一iil 

443 ME57 円形 27.0cll1 24.0cll1 

444 ME57 円形 22.0cll1 21.0cm 

447 MH53 円形 29.0cm 26.0cm 

448 LR38 28.0cm 23.0cm 

449 LR37 円形 28.0CIl1 26.0cm 

450 LR54 指円形 33.0cm 25.0cll1 

163 IV1B54 円形 23.0cm 20.0cm 

468 MB49 楕円形 29.0cm 23.0cm 

469 MB49 円形 25.0cll1 21.0cm 

470 MB49 丹形 20.0cm 17.0cm 

471 MB49 楕円形 22.0cm 15.0cm 

480 LT37 円形 21.5cm 21.5cm 

481 MB39 円形 22.0cm 22.0cm 

482 MB39 円形 18.5cm 18.0CIl1 

483 MB38 円形 24.0cm 21.0cm 

484 MB38 円形 20.0cm 20.0cm 

485 MB39 円形 22.0cm 20.0cm 

486 MA39 (円形) 19.0cm (18.0cm) 

l，---..o‘" h 
包./ i 

ムk4-dT 底 面

1呆 dC -〈 の標高

9.3cm 68.91 m 

19.3cm 68.84m 

16.8cm 68.89m 

20.4cm 68鴫86m

16.7cm 68.91 m 

25.0cm 69.40m 

16.8cm 69.50m 

ムワJ民;).ワω cm 69.37 m 

22.2cm 69.48m 

19.3cm 69.37 m 

25墨7cm 69.42m 

8.1cm 66.57m 

9.3cm 66.90m 

15.0cm 65.75m 

11. 3cm 66.84m 

10.3cm 67孟11m

16.5cm 67.58m 

18.0cm 68.20m 

15.0cm 68.39m 

16.0cm 67.29m 

14.0cm 68.51 m 

50.0cm 68.22m 

q山F47• ハUじーH一i C LrA コt.tO3ヴ4 句m

24.0cm 64.94m 

25倉Ocm 64.95m 

6.4cll1 64.80m 

10.0cm 66.60rn 

43.0cm 66.29m 

22.0cll1 67.82m 

41る9cm 67.96m 

24.8cm 68.39m 

28.5cm 68.36m 

17.2cm 68.35m 

16.8cm 68.50m 

27.0cm 67.24m 

23.0cm 68.40m 

27.0CIl1 68.82m 

13.6cm 68.22凶

29.3cm 68.00m 

16.2cm 68.21 m 

31.4cm 66.81m 
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/つ 1
¥ ....J / 業()内の数鑓i;J:読存穏で、震護状況は古→新である。

出土 物 重複状況

SK429ーや SKP403

SI385→ SKP405 

SIつι~1午に、Jー占SKアD瓦4ーA玄ムつJ 

SD131→ SKP463 

土師器片 1点

SI406←SKP486 



第4章調査の記録

5母土坑

S K06(第35図、図版19)

ML50グリッドで確認された。中央が範囲確認調査時のトレンチで壊されている。平面形は長軸(北東一

南西)1.51mX短軸(北部-南東)O. 92111の構円形を呈し、確認面からの深さは20Clllである。底面は平坦で、

は急な角度で、立ち上がっている。遺物は出土しなかった。

S K07(第35図、図版19)

ML51グリッドで確認された。坑内のやや西側と南東壁の一部を、東西に横切る SD08に切られている。

平面形は長軸(北東一南西)1. 57 m (残存部)X短軸(北西一南東)1.53mの楕円形を呈し、確認面からの深さは

14cmである。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がっている。覆土は 3層に分けられた。遺物は出土し

なかった。

S K 17(第35図、図版19)

M立52.53グリッドで確認された。平面形は長斡(北東一南西)1.51mX短軸(北西一南東)1. 22mの楕円形

を呈し、確認面からの深さは13cmである。底部はやや凹凸があり、撃は緩やかに立ち上がっている。覆土は

1層であった。遺物は、土師器胸部4

S K 18(第35図、図版19)

鉄j幸1点が出土したc

M 152グリッドで確認された。平面形は長斡(北東一南西)0.52mX短軸(北西-南東)O. 52mの円形を皇し、

確認面からの深さは20cmである。

けられた。遺物は出土しなかっ

S K23(第35図)

はやや出凸があり、壁は緩やかに立ち上がっている。覆土は 2層に分

MH52グリッドで薙認された。西側を SK25に切られている。平面形は長軸(北東 南西)1.70m (残存部)

×短軸(北西 南東)1. 52mの楕円形を呈し、確認面からの涼さは15clllである。底面は凹凸があり、壁は緩や

かに立ち上がっている心

S K25(第35図)

は1躍であった。 遺物は、土師器口縁部1点。腕部8点が出土した。

MH52グリッドで確認された。 SK23の西側を切っている。平面形は長軸(北東一南西)0.72m X短軸(北

西-南東)O. 65mの円形を呈し、確認面からの深さは20cmで、ある。底面はほぼ平坦で、監は緩やかに立ち上がっ

ている。覆土は 1層であったc 遺物は出土しなかった。

S K40(第35図、図版19)

M J 50、MK50グリッドで確認された。平面形は長軸(北東一南西)2.46m X短軸(北西-南東)1. 91 mの楕

円形を呈し、確認面からの深さは22cmで、ある。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がっている。覆土は 3層

に分けられた。遺物は、土師器口縁部2点@腕部26点 a 底部2点、鉄淳15点が出土した。

S K 41 (第35図、図版19)

M J 49・50グリッドで確認された。平面形は長軸(南-北)1. 88m X短軸(東一酉)1. 22mの楕円形を呈し、

確認面からの深さは20cmである。底面は南側がやや窪んで、いて、南側から北側へ緩やかに傾斜している。壁

は北側を除いて急、な角度で、立ち上がっている。覆土は 1層であった。 遺物は出土しなかった。

S K42(第35図、図版19)

M J 50グリッドで確認された。坑内のほぼ中央部を東西に横切る SD44に切られている。平面形は長軸(北

東一南西)1.30m X短軸(北西-南東)1. 07 mの円形を皇し、確認面からの深さは20Clllで、ある。底部は南西側

から北東側へ緩やかに傾斜していて、援は北東側を除いて急な角度で、立ち上がっている。覆土は 1層であっ
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た。遺物は出土しなかっ

S K50(第36図、図版19)

MK50グリッドで確認された。平面形は長軸(北東一南西)1.47mX短軸(北西-南東)O. 90mの楕円形を

し、確認面からの深さは 7cmである。底面はほぼ平担で、援は緩やかに立ち上がっている。

た。遺物は出土しなかった。

S K90(第36図)

MHL17グリッドで確認された。平面形は長軸(北西-南東)0.76mx短車駅北東一南西)0.63mの円形を呈し、

確認面からの深さは 8cmである。底面は凹凸があり、壁は緩やかに立ち上がっている。覆土は 1層であった。

遺物は出土しなかった。

S K97(第37図、図版20)

は11習であっ

M 149グ1)ッドで確認された。 SK118の南東側を切っているが、北測を SK98に切られている。

は長軸(北東一南西)1.41m(残存部jX短軸(北西一南東)1. 28mの楕円形を皇し、確認面からの深さは3L1cmで、

ある。底蕗は手控で、壁は急、な角度で立ち上がっている。覆土は 2層に分けられた。遺物は、

3点(3点とも第64図に掲載).腕部19点曇底部4点が出土し

S K98(第37図、図版20)

M 149 . 50グリッドで確認された。 SK97の北側と SK1l8の北東側を切っている。平面形は長斡(北東一

南西)1.34m X短軸(北西-南東)0.95 mの楕円形を呈し、確認面からの深さは30cmである。底面は平坦で、

壁は急な角度で、立ちーとがっている。覆土は 1層であった。遺物は、土師器口綾部 1点ー腕部4点(うち l点、

は第64図に掲載).底部 I点が出土した。

S K 102 (第36図、図版20)

M J 48 . 49、MK48・49グリッドで確認された。南側を SK103に切られている。平面形は長軸(北東一南
西)1.86m X短軸(北西一南東)1 AOm (残存部jの円形を呈し、確認面からの深さは39cmである。底面は若干

巴凸がある。壁は大部分は緩やかに立ち上がっているが、北東側は関口部まで若干内傾して立ち上がってい

る。覆土は 4層に分けられた。遺物は出土しなかった。

S K 103 (第36図、図版20)

M J 48、MK48グリッドで確認された。 SKI02の南側を切っている。平面形は

×短軸(北西一南東)0.47mの円形を呈し、確認面からの深さは20cmである。底面はほ

度で立ち上がっている。覆土は 1層であった。 遺物は出土しなかった。

S K 105 (第37図、図版20)

M 149グリッドで確認された。南東側を SK106に切られている。平面芳三は長斡(北西一南東)1.10m(残存

部)x短軸(北東一南西)1. 05mの楕円形を呈し、確認面からの深さは22cmである。底面はほぼ平坦で、壁は

O.58m 

で、壁は急、な角

緩やかに立ち上がっている。覆土は 2層に分けられた。遺物は、鉄浮3点が出土した。

S K 106 (第37図)

M 1 49、MK49グリッドで確認された。 SK105の南東側と SKl18の南西側を切っている。平面形は長軸

(北東一南西)1.46m x短軸(北西一南東)1. 42mの円形を呈し、確認面からの深さは27cmである。底面はほぼ

、壁は緩やかに立ち上がっている。

SK110(第36図)

ME48グリッドで確認された。平面形は長軸(雨-北)0曾95mx短斡(東一酉)O. 9Zm 

は2層に分けられた。遺物は、士師器腕部2点が出土した。

ーし呈JT}
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からの深さは14cmである。底面はほ

は出土しなかっ

ヴで、
弘、、 ふ、 I守子，.-，ト f_.-l、守づ目、 、之

j，jベ首}三 vコ/.，)_.. _' __ ) ¥..... ¥i ~込) 0 は1層であったの遺物

SKll1(第36図、図版20)

IVIH47吾 48グリッドで確認された。平面形は長軸 0.60m X短軸(北東一南西)0.45mの円形を

し、経誌面からの深さは35cI11である。底面は平坦で、 な角度で立ち上がっている。 は2層に分

けられた。遺物は出土しなかった。

SK116(第36図)

M 147グリッドで確認された。西側を S1 107に切られている。平面形は長軸(北東一南西)2.04m X短軸(北

O.的 m(残存部)の円形を呈し、確認面からの深さは23cI11である。底面は平坦で、壁は緩やかに

ち上がっている。 遺物は出土しなかった。

S K 117 図版20)

Iv1 E48グリッドザご確認された。 1.00m X (北東一南西)O. 67 mで方形を呈し、

らの深さは32cmである。 はやや出凸があり、壁は急、な角 ち上がっている。 は l層で

あった。 遺物は出土しなかった。

S K118( 

1¥1 1 49 . 50グリッドで確認されたc 南東側を SK97に、北東側を SK98に、南西側を SK106に切られて

いる。平面形は長軸(北東南西)O. 55m (残存部)x短軸(北西 南東)O. 94m (残存部)の楕円形を呈し、確認
部からの深さは15cmである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がっているの遺物は、土師器胴部7点(う

ち1点は第64図に掲載)、鉄j宰3点が出土した。

S K 120 (第36図、図版20)

Iv1 E43グ1)ッドで確認された。平面形は長軸(北西一南東)0.59mX短軸(北東一南西)0.42mの略楕円形を

し、確認面からの深さは14cmである。底面はほぼ平担で、南東側から北西側へ若干傾斜している c 壁は緩

やかに立ち上がっているハ覆土は 2層に分けられた。遺物は出土しなかった。

S K 121 (第37図、図版21)

l¥1H44グリッドで確認された。平面形は長軸(北東 南西)0.68mX短軸(北西-南東)0.61 mの楕円形を

し、確認面からの深さは27cmである口底面は丸みを帯びていて、壁は緩やかに立ち iてがっている。覆土は 2

に分けられたc 遺物は出土しなかった。

S K 127 (第37図、図版21)

1¥;1 A53グリッドで確認された。平面形は長軸(北東一南西)1. 79 m ><短軸(北西…高東)1.18mの方形を皇し、

確認面からの深さは27cmである。底面は平坦で、壁は急、な角度で立ち上がっている。覆土は 3層に分けられ

た。遺物は、土師器腕部 1点が出土した。

S K 128 (第37図、図版21)

MA52グリッドで確認された。平面形は長軸(北東 南西)1.87m X短軸(北西-i菊東)1. 03mの方形を呈し、

確認面からの深さは14cmである。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がっている。

遺物は出土しなかった。

S K 129 (第38図、図版21)

は1層であった。

L S50グリッドで確認された。王子商形は長車rJJ(北京一南西)1.76mX短斡(北西一南東)1. 29mの楕円形

し、確認、商からの深さは27cmである。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ちJ二がっている。覆土は 21警に分

- 60-



けられた。遺物は出土しなかった。

S K 136 (第38図、図版21)

さ 1 {:;;乞 士会 LIJ 手士打
市 i ぷIJ げzf..Lf.主主的

L S 49 . 50グリッドで確認された。平面形は長軸(東 西)0.78m X短軸(南-北)0.72 mの円形を呈し、確

認面からの深さは42cmである。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がっている口覆土は 2層に分けられた口

遺物は出土しなかった。

S K 139 (第38図、図版21)

L S47、LT47グリッドで確認された。南西側を SK364に切られている。平面形は長軸(北東 南部)1. 32m 

(残存部)X短軸(北西 南東)O. 94mの楕円形を呈し、確認、面からの深さは10cmである。底面はほぼ平坦で、

撃は緩やかに立ち上がっている。 は1層であったc 遺物は、縄文土器腕部が1点出土したc

S K 140 (第38図、図版21)

L S46、LT46グリッドで確認された。平面形は長軸(北東一南西)1. 03m X短車駅北西-南東)0.72 m 

円形を呈し、確認面からの深さは17cmである。底面はほぼ平担で、壁は緩やかに立ち上がっている。覆土は

3層に分けられた。 遺物は出土しなかった。

S K 141 (第38図、図版21)

L T46グリッドで確認された。平面形は長職(北東一南西)1.03m X短車rlJ(北西-南東iO. 98111の円形を呈し、

確認面からの深さは14cmである。底面は平担で、撃は援やかに立ち上がっている。

遺物は、縄文土器胴部 1点、土姉器口縁部 1点が出土した。

S K 142 (第38図、図版

はl層であった。

L T45・46グリッドで確認された。平面形は長軸(東 西)1.80m X短軸(南-北)0.86mの方形を呈し、経

認面からの深さは16cmである。底面は凹凸があり、援は緩やかに立ち上がっている。

遺物は出土しなかった。

は1層であった。

S K 143 (第38図、図版22)

L S45、LT45グリッドで確認された。平面形は長軸(南一北)1. 56m X短軸(東 西)O. 89mの方形を呈し、

確認面からの深さは27cmで、ある。底面は平土日で、壁は急、な角度で立ち上ーがっている。覆土は 3層に分けられ

た。遺物は、縄文土器腕部が1点、土師器前部 2点が出土した。

S K 144 (第38図、図版22)

L R46、LS46グリッドで確認されたc 平面形は長軸

形を呈し、確認面からの深さは23cmである。底面はほぼ平坦で、

層であった。遺物は、縄文土器腕部 1点、土日m器胴部2}立が

S K 147 (第39層、図版22)

1./lOm><短軸(北東一南西)O. 86mの方

は緩やかに立ち上がっている。覆土は 1

した。

MA49・50グリッドで確認された。平面形は長軸(東一西)O. 95m X短軸(南-北)O. 92mの円形を呈し、確

認酷からの深さは88cmである。底面は平担で、接は急、な角度で立ち上がっている。覆土は 3層に分けられた。

坑内のほぼ中央部に径22cm、深さ130cmのピットが1個穿たれている。遺物は

S K 150 (第39図、図版22)

しなかった。

MA47・48グリッドで確認された。平面形は長軸(北西一南東)1. 65m X短軸(北東一南西)O. 97 mの楕円形

を呈し、確認、聞からの深さは44cmである。底面は北側が窪んでいる。壁は南東側が緩やかに立ち上がってい

るのに対し、北西側は関口部まで内傾して立ち上がっている。覆土は 1躍であった。遺物は、

部2点・腕部1点、土師器胸部 1点が出土した。
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S K 151 (第39函

L S46 .47グリッドにかけて確認された。平面形は長軸(南 北)1. 09 m ><短軸(東 西)O. 65mの方形を呈

し、確認面からの深さは13cmである。底面はやや凹凸があり、壁は緩やかに立ち上がっている。覆土は 3

に分けられた。遺物は出土しなかった。

S K 152 (第39図、図版

L T46グリッドで確認された。平面形は長軸(北東 南西)L 12m (残存部)x短軸(北西 南東)1. 05mの円

形を呈し、確認面からの深さは26cmである。底面はほぼ平坦で、、壁は急、な角度で立ち上がっている。

1層であった。坑内の北側に径30側、深さ45cmのピットが1i国穿たれている。遺物は出土しなかった。

S K 153 (第39図、図版

L S48グリッドで確認された。平田形は長軸(北西-南東)1.02m x短軸(北東一南西)O. 96mの円形を呈し、

確認密からの深さは66cmである。底面はほぼ平士号で、壁は急な角度で立ち上がっている。覆土は 4層に分け

られた。坑内のほぼ中央部に径14cm 深さ52cmのピットが11圏穿たれている。遺物は出土しなかった。

S K 154 (第39図、図版

L Q52グリッドで確認された。平面形は長軸(北東 南西)1.03m X短軸(北西-南東)O. 66mの楕円形を

し、確認面からの深さは28cmである。底部は平担保で、壁は急な角度で立ち上がっている。覆土は 2層に分け

られた。遺物;土、縄文土器口縁部 1点(第56図に掲載)ー鯛部 1点、土締器腕部 1点が出土したc

S K 155 (第39図、図版23)

L Q50、LR_50グリッドで確認されたc 平面形は長軸(北西-南東)1.44m X短軸(北東一南西)O. 96mの方

形を呈し、確認面からの深さは21cmである。底面はやや白凸があり、壁は緩やかに立ち上がっている。覆土

は3層に分けられた。坑内の南側に径27cm、深さ54cmのビットが1個穿たれている。遺物は出土しなかった。

S K 156 (第40図、図版23)

L R48グリッドで確認された。平面71~は長軸(北西-南東)1. 77m X短車出(北東 南部)l. 26mの方形を呈し、

確認面からの深さは20cmである。底面はやや凹凸があり、壁は南西側が急、な角度で立ち上がっているのに対

し、北東側は緩やかに立ち上がっている。覆土は 1層であったc 遺物は、土師器服部]点が出土したっ

S K 159 (第40菌、

L Q51、LR51グリッドで確認されたc 平面形は長軸(北東一南西)1.48m X短軸(北西-南東)1.17 mの楕

円形を呈し、確認酷からの深さは19cmである。底面はやや凹凸があり、壁は緩やかに立ち上がっている。覆

土は 3層に分けられた。 遺物は、土師器柄部4点が出土した。

S K 160 (第40図、図版

]'v'IA54グリッドで確認された。平面形は長軸(北西一南東)0.92mX短軸(北東…南西)O. 88mの円形を呈し、

確認閣からの深さは36cmである。底部は凹凸があり、壁は急、な角度で、立ち上がっている。覆土は 2層に分け

られた。遺物は出土しなかった。

S K 161 (第40図、図版23)

MA49、MB49グリッドで確認された。平面形は長軸(北東 南西)2.00m X短軸(北西-南東)1. 82mの円

形を呈し、確認面からの深さは17cmである。

であった。遺物は、士師器鯛部6点、

S K 211 (第40図、図版

はほぼ平沼で、穫は緩やかに立ち上がっている。覆土は 1

1個体1点(第73図に掲載)、鉄浮 1点が出土した。

L P 45， L Q45グリッドでE在三まさ 平面形は長率II(北西一南東)O. 66 m ><短軸(北東一南西)O. 52mの楕
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円形を呈し、確認面からの深さはllcmである。底面はほぼ平土!ミで、

緩やかに立ち上がっている。覆土は 1層であった。遺物は出土しなかった。

S K 216 (第40図)

り

第 1節検出遺構

している。壁は

MF56グリッドで確認された。平面形は長軸(北西 南東)1.82m x短車駅北東 南西)1. 08mの楕円形を

し、確認面からの深さは25cmである。底面は丸みを帯びていて、援は緩やかに立ち上がっている c 覆土は 3

に分けられた。遺物は出土しなかっ

S K 21 i (第40図、図版24)

ME57、MF57グリッドで確認さjl_た。平面形は長軸(北東一南西)1寺21mX短軸(北西-南東)1. 05 mの方

形を呈し、確認面からの深さは35cmである。底面はほぼ平坦で、壁は急な角度で、立ち上がっている c 覆土は

2層に分けられた。遺物は、土師器服部 1点が出土した。

S K 219 (第40問、図版24)

MF56 . 57グリッドで確認された。平面形は長軸 0.52m X短軸(南-北)O. 38mの祷円形を呈し、

確認面からの採さは14cmである G 底面は丸みを帯びていて、

あった。 遺物は出土しなかった。

S K 220 (第40図、図版

かに立ち上がっている G は1層で

MF55、IvIG 55グリッドで確認された。平語形は長斡(北東一南西)1.31m x短斡(北西一南東)立88mの樟

円形を呈し、確認面からの深さは10cmである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がっている。覆土は 2層

に分けられた。 遺物;土、土師器服部2点が出土した。

S K222(第41図)

MF56・57グリッドで確認された。平面形は長軸(北東一南西)0.39m (残存部)X短軸(北西-南東)0.54 rη 

の円形を景し、確認面からの深さは20cmで、ある。底面は平坦で、、北東{期から南西側へ傾斜している。

な角度で、立ち上がっている。 は1繕であった。遺物は出土しなかった。

S K 225(第41図、図版24)

MF58グリッドで確認された。平面形は長軸(北東一南西)2.00m x短軸(北西-南東)1. 94mの丹形を呈し、

確認面からの深さは22cmであるの底面はほぼ平坦で、南西側から北東側へ傾斜している。壁は北東舗を除い

て緩やかに立ち上がっている。覆土は 1庖であった。遺物は、土師器胸部3点・底部1点が出土した。

S K 248(第41図、図版

L K43グリッドで確認された。 SK430の東側を切っている。平面形は長軸(北東一南西)1.43m x短軸(北

西-南東)1. 32mの円形を呈し、確認面からの深さは12cmで、ある。底面はほぼ平土日で、壁は緩やかに立ち上がっ

ている。覆土は 1層であった。遺物は出土しなかった。

S K 249 (第41図)

L S54・55グリッドで確認された。平面形は長軸(北東一南西)1.30m X短軸(北西-南東)1.18mの円形を

し、確認面からの深さは82cmで、ある。底面はやや凹凸があり、壁は関口部近くまで内傾して立ち上がり、

そこから外傾して立ち上がっている。 は4層に分けられた。遺物は出土しなかった。

S K 250(第41図)

L Q54グリッドで確認された。平面形は長軸(北西-南東)0.84m X短軸(北東一南西)O. 62mの不整な楕円

形を呈し、確認、語からの深さは14cmで、ある。底面は出凸があり、壁は緩やかに立ち上がっている。覆土は 2

層に分けられた。遺物は出土しなかった
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S K25i 

L P53グリッドで確認された。平面形は長軸(北西一南東)l. 25m X短軸(北東 南西)O. 80mの楕円形を呈

し、確認面からの深さは22cmであるむ底面はほぼ平坦で、監は急、な角度で立ち上がっている。覆土は 1層で

あった。遺物は出土しなかった。

S K 254(第41[夏、[~版

L S 51 . 52グリッドにかけて確認された心平面形は長軸(北西-南東)l. 67m X短軸(北東 南西)O. 73mの

不整な祷円形を皇し、確認面からの深さは29cmで、あるの底面はほぼ平坦で、壌は西側を除いて緩やかに立ち

上がっている。覆土は 3J蓄に分けられた。遺物は、縄文土器口縁部 1点(第56図に掲載)、土師器口縁部 1点 e

服部 9点・底部 1点が出土し

S K 263 (第41問、図版

L R51グ1)ッドで確認されたc 平面形は長軸(北西一南東)O. 99111 X短軸(北東一南西)O. 72mの椿円形を

し、確認面からの深さは36cmである。底面はほぼ平坦で、壁は急、な角度で立ち上がっている。覆土は 2層に

分けられた己遺物l土、縄文土器腕部2点、土締器鯛部4点与底部 2点(2点とも第65関に掲載)が出土した。

S K 264(第42図、図版

L T48グリッド された。平面形は長執 O.合6mX短軸(北東南部)O. 89mの円形を呈し、

らの深さは22cmであるら底面は中央部が窪んでいて、壁は援やかに立ち上がっている。覆土は 2層

に分けられた。径41cm、深さ31cmのピットが坑内の中央部に 1本確認された。遺物は出土しなかった。

S K 357 (第42図、図版

L T47 . 48グリッドで確認された。平面形は長報l 1.40m X短軸(南-北)1.10mの楕円形を呈し、

確認面からの深さは23cmである。底面はやや凹凸があり、壁は急な角度で、立ち上がっている。

分けられた。遺物は出土しなかったc

S K358(第42図、図版25)

は2層に

L T47 . 48グリッドで確認された。平面形は長軸(北東 南西)l.02m X短軸(北西-南東)O. 83mの円形を

し、確認面からの深さは35cmである。 I表面は中央部が窪んでいて、壁は北西側を除いて緩やかに立ち上がっ

ている c 覆土は 1層であった。遺物は、土師器嗣部2点が出土した。

S K 364 (第38問、図版

L T47グリーソドで確認された。 SK139の南西側を切っている。平面形は長斡(北京一南西)0.84mX短軸(北

0.60111の指円形を呈し、確認面からの深さは25cmである。底面はやや凹凸があり、壁は緩やかに

ち上がっている c覆土は 2層に分けられたむ遺物は、土師器口縁部 1点・腕部10点・羽口 i点(羽口は第65

に掲載j、鉄淳2点が出土した。

S K 366 (第42図、図版

ME55グリッドで確認された。平面形は長軸(北西-南東)1. 58m X短軸(北東一南西)l. 05111の長方形を

し、確認面からの深さは24cmである。底面はほぼ平坦で、北西側から南東側へやや傾斜している。壁は緩や

かに立ち上がっている。 は1層であった。遺物は しなかった。

S K 371 (第42図、図版

MB44・45グリッドで確認された。平面形は長軸(北関南東)0.65mX短軸(北東南西)O. 58mの方形を

し、確認面からの深さは12cmである。底面は平坦で、壁は急、な角度で立ち j二がっている c 遺物は出土しな

かった
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S K 3i6(第42図、図版25)

l¥!IA41・42グリッドで確認された。東側を SD343に切られている。平面形は長軸

短軸(北京一南西)1. 91 m (残存部)の楕円形を呈し、確認面からの深さは56cmである。

第 l街i 給 jjiEJ脅横

2.56m x 

は凹凸があり、

は緩やかに立ち上がっている c 覆土は 8層に分けられた。遺物は、 (うち 2点は第65函に

掲載)・胴部45点・底部8点、須恵器底部 1点(第731翠

S K 377 (第42図、図版25)

2点が出土した。

MA44グリッドで確認されたり平面形は長斡(北京一南西)0.63mx 短軸(~ヒ西-南東)O. 39mの祷丹形を

し、確認面からの深さは 7cmである c底面は凹凸があり、護は緩やかに立ち上がっている。覆土は 1層であっ

た。遺物は出土しなかった。

S K 378 (第43図、図版26)

MB44グリッドで確認された。平面形は長軸

し、確認面からの深さは 9cmである。底部はほ

けられた。遺物は出土しなかった。

S K 381 (第43図、図版26)

0.83m x短車出(北東一南西)0.42m 円形を

かに立ち上がっている c は2層に分、

L S42グリッドで確認されたの平面形は長軸(北西 南東)1. 21 111 x短軸(北京一南西)1. OOmの楕円形を

し、確認窃からの深さは24cmである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がっている。 遺物は、

部 2点 a 腕部 9点、鉄j宰3点が出土した。

S K 383 (第43図)

L N55グリッドで確認された。平面形は長軸(北東 南西)0.95111X短軸(北西-南東)O. 57mの楕円形を

し、確認面からの深さは15cmである。底部はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がっている c

た。遺物は出土しなかった。

S K 397 (第43図)

は1層であっ

L S 50 . 51グリッドで確認された。平面形は長軸(北西-南東)1.13m x短軸(北東一南西)O. 81 mの楕円形

を呈し、確認聞からの深さは17cmである。底面は平坦で、監は緩やかに立ち上がっている。

た。遺物は、縄文土器胸部4点、土師器制部 1点が出土した G

は1層であっ

S K 398 (第43図)

L S 51グリッドで確認された。平面形は長軸(北西一帯東)1. 21 m X 

し、確認面からの深さは36cmである。底部はほぼ平坦で、監は急、な角

分けられた。 遺物は出土しなかった

S K 410 (第43図、図版26)

0.71mのネ蓄円7伝を

ちとがっている c 覆土は 4層に

L Q43、LR43グリッドにかけて確認された。平面形は長軸(北西一南東)1.49mX短軸(北東一南西)

0.91mの楕円形を呈し、確認面からの深さは16cmである。底面は中央部がやや窪んでいて、躍は緩やかに

ち上がっている。覆土は 2層に分けられたc 遺物は

S K 422 (第43図、図版26)

L T38グリッドで確認された。平田形は長軸

確認面からの深さは26cmで、ある。底面は凹凸があり、

1 J留であった。遺物は、土師器嗣部7 が出土した

S K423 

しなかった。

1.42m X短軸

は西側を除いて緩やか

f)!)一一

1.241ηの円形を呈し、

ち上がっている。覆土は



結 4宣 言I部容の言月号

L R54グリッドで確認された。平面形は長軸(南一北)1.34111X短斡(東一酉)1. 30mの円形を呈し、確認面

からの漆さは47crnである。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。覆土は 2層に分けられた。

物は出土しなかった。

S K 42i(第44図、図版

L T39グリッドで確認された。平面形は長軸(北西-南東)1.82m x短軸(北東一南西)1. 28mの楕円形を

し、確認面からの深さは29c111である。底面は平坦で、監は緩やかに立ち上がっている。遺物は出土しなかっ

。~」
一，J
'

S K42号(

L R41グリッドで確認された。平面形は長軸(北西-南東)1.68m X短軸(北東一南西)O. 70mの楕円形を

し、確認面からの深さは23crnである c 底面は平坦で、壁は急、な角度で立ち上がっている。覆土は 2層に分け

られた。遺物i土、土師器口縁部 1点(第65図に掲載ト服部6点が出土した。

S K 430(第41国)

L K43グリッ された。東側を SK248に切られている。平面形は長軸(北西一南東)0.78m X短軸(北

0.71 rnの円形を長し、確認面からの深さは15c111である。底面は平坦で、監は緩やかに立ち上がっ

ている。覆土は 1/震であった。遺物は出土しなかった口

S K 434(第44図、図版26)

LM42グリッドで確認された。平面形は長軸(北西一南東)2. 72m X短軸(北東 南西)1. 23mの円形を呈し、

らの深さは61crnである。底面は北西側が窪んでいてち壁は南側を除いて緩やかに立ち上がっている。

遺物は出土しなかった。

S K435(第44図)

LT38グリッドで確認された。平面形は長軸(南-北)O.76mX短軸(東 西)0.71 mの円形を主し、確認面

からの深さは24cI11である。底面は平坦で、北東測から南西側へ緩やかに傾斜している。壁は北側を除いて緩

やかに立ち上がっている。覆土は 1層であった。遺物は出土しなかった。

G抗一一
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第1節検出遺構

S K 17 

65.lOm一一

64.90m一

1.褐色土 (10YR 4/4) 

1.暗褐色土 (10YR 3;'1) 3 .黒褐色土 (10YR 3/2) 
2.黄褐色土 (10YR 5/6) 4.暗褐色土 (10YR 3/4) 

S K23 

65.20m一一

65.70m一一

Z場初努
///ノノ〆〆

65.60m-

、〆
65.00m-… 

S K18 1.褐色土 (10 YR 4/4) 
2.黄褐色士 (10YR 5/6) 

S K23 1.褐色土 (10 YR 4/6) 
S K25 2.黒掲色土(10YR 2/3) 

S K40 1.暗褐色土 (10YR 3/4) 
2.褐色土 (10 YR 4/4) 
3.暗褐色土 (10YR 3/3) 

S K41 1.褐色土 (10 YR 4/6) 

S K42 1.褐色土 (10 YR 4/4) 
2.暗褐色土(10YR 3/4) 

1m  

第35酪 81くむ6• 07 • 17 e 18 • 23 • 25 e 40 • 41 eヰ2
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制宜(l)iJ己掠

S K50 

65.30111一一

弟 4草

ー

υ
S K102 

1.褐色土 (10 YR 4/6) 
1 褐色土 (10 YR "1111) 
3.暗褐色土(10YR 314) 
4.暗褐色ゴ二 (10YR 3/3) 

65.90m-B 
1.にぶい黄褐色土 (10YR 4/3) 

S K103 

5.褐色土 (10 YR L1/4) 
6.黒褐色土 (10YR 3/2) 

S K111 

。

S K90 

66.60111-ー

66.50111一明

67.60111一一
1.黒褐色土 (10YR 2/2) 

1.黒褐色土(10YR 3/2) 
2.褐色土 (10 YR 4/4) ゐ)

S K120 

。

褐色ゴ二 (10YR 4/6) 

S K 117 

l S K 116 

68.60111-

1.暗褐色土 (10YR 31L1) 
2.褐色土 (10 YR 4/6) 

67.50111一一

ロ1

1.褐色土 (10YR 4/6) 

66.70111-

S K 50 • 90 • 1 02 = 1 03 • 11 0 • 111 • 116 a 117必 120
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検出遺構第 1節

Q
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g
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間一∞
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S1く106
4.暗褐色土(10YR 3/3) 
5.褐色土 (10 YR 4/6) 
S K105 

6.褐色土 (10¥'K 4/4) 
7. s音褐色土(10YR 3/4) 

SK98 

1.暗褐色土 (10YR 3/4) 
SK97 

2.黒褐色土(10YR 2/3) 
3.褐色土 (10 YR4/5) 

A-

65.90m-B A-

S K121 

ハ
mv

65.90nγ-F E-

67.50m一一

65.90m-H G
 

1.黒掲色土 (10YR 3/2) 
2.褐色土 (10 YR 4/4) 

1.黒褐色土(10YR 2/3) 
2.黒褐色土 (10YR 2/2) 
3.褐色土 (10 YR 4/6) 

1.黒褐色土 (10YR 3/2) 
2.暗褐色土(10YR 3/4) 

S K121 

S K127 

S K128 

S K128 S K127 

立1

58.70nγ一

68.60m-

S K 97 • 98 • 105 • 1む6• 118 • 121 • 127 • 128 

69 -
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第 4軍調査の記録

S K129 
S K136 S K139 

S K364 

69.10m一一

69.30m-

1.培褐色土 (10YR 3i4) 
2.黄褐色土(10YR 5i8) 

1.褐色土 (10 YR 4i4) 
2.にぶい黄褐色土(10YR 5I'1) S K364 

1.褐色土 (10 YR '1i，1) 
2.培褐色土 (10YR 3i4) 

S K139 

3.黒褐色土(10YR 3i2) 
4.褐色土 (10 YR4i4) 

(街) S K140 えゾ S K142 

69.30m-

69.30m- 69.30m-

1 .黒褐色土 (10 YR 3i2) 
2.暗赤褐色土 (2.5YR 3i4) 
3.褐色土 (10 YR4i4) 

1.褐色ニiニ (10 YR4i4) 1.黄掲色土 (10YR 5i6) 

S K143 S K144 

S K143 1. にぶい黄褐色土

(10 YR 4i3) 
2.暗褐色土(10YR 3i4) 
3.褐色土 (10 YR 4i4) 

S K144 1.褐色土 (10 YR4i4) 

69.30m-
69.40m-

。 1m 

第諸国 S K 129ぺ36• 13号イヰG寸前ぺ42ぺ43ぺ440 364 
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検出遺構第 l節

S K150 
Q

j同
H
H
O
G
-

∞∞

S K147 

一一B

凸
l

主一一

69.20m一一

(10 YR L1/6~L1íL1) 土色褐1i
 

1.褐色土 (10 YR 4/4) 

2.黄掲晶土 (10YR 5/6) 
3.褐色土 (10 YR r1!4) 

68.90m-B U 
i
u
 

A-

や
ゆ

....-.. :0 

-B A-

乙/

S 1148壁溝

骨 S K151 

69.30m-B A-

69.30m-

1.にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 
2.暗褐色土 (lOYR 3/4) 
円 長田 bじし /可円、ァτ、必 JA、
凸. T~司じ中一L ¥.LV 1..[1..ヨ/ヨj

(10 YR 4/4) 1.褐色土

69.20m-D c-

S K155 S K154 

1.黒褐色土 (10YR 3/2) 

2.褐色土 (10 YR 4/4) 
3.黄褐色土(10YR 5/6) 
4.にぶい黄褐色土

(10 YR 5/4) 

S K153 

68.90m-

68.60m-

1.暗褐色土(10YR 3/3) 
2.褐色土 (10 YR 4/4) 
3.貝層

S K155 

1.黒掲色土 (10YR 2/3) 

2.褐色土 (10 YR4/4) 

立1

S K 147 • 150 • 151 • 152 • 153 • 154 • 155 
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弟 4草調査の記録

S K156 

〔ぞ三三三三ご三ごで¥

θ。

69. 10m一一

1.褐色土 (10 YR 4/L1) 

S D164 

69.00m-

1.褐色土 (10 YR 4/4) 

S K211 

。
69.00m一

砺 協/

S K159 

68.80m-

1.黒褐色土 (10YR 3/2) 

2.暗褐色土 (10YR 3/3) 

3.黒褐色土(10YR 2/2) 

65.40m一一

1.暗褐色土(10YR 3/4) 

2.黒褐色土 (10YR 2/3) 

3.褐色土 (10 YR 4/6) 

叱ころ S K219 

。一
65.10m-

S K160 

68.50m-

1.褐色土 (10 YR 4/6) 

2.褐色土 (10 YR 4/4) 

S K217事

55.30mー

1.にぶい黄褐色土(10YR 4/3) 

2.黄褐色土 (10 YR5/6) 

S K220 

65.30m-

1.褐色土 (10 YR 4/6) 

2.黄褐色土(10YR 5/8) 

1.掲色土 (10 YR 4/4) 1.褐色土 (10 YR 4/4) fi t 立1

第拘留 S K 156号 159ぺ60s161.211-216.217.21ト 220
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第1節検出遺構

65.10m-

S K249 S K222 

溝壌にU
円

Lnb
 

68.50m-

65.lOm-

1.褐色土 (10 YR L1/4) 

2.暗褐色土(10YR 3/4) 

上褐色土 (10 YR 4/'1) 
1.暗褐也土(lOYR3/4) 

2.褐色土 (10 YR 4/6) 

3.褐色土 (10 YR 4/4) 
4.黄褐色土 (10YR 5/6) 

S K254 

no 
A
寸

円
/
血k
 
cu 

S K250 

68.30m-

m
 

ハ
U
E
d
 

ρ
b
 
po 69.00m-

SI三~O SI壬248

1.褐色土 (10 YR .1/'1) 2.褐色土 (lOYR 4/6) 

SK250 

1.褐色土 (10 YR 4/4) 

2.暗褐色土 (10YR 3/4) 

S K251 

S K254 

1.にぶい黄掲色土
(10 YR4/3) 

2.暗灰黄色土 (2.5Y .1/2) 

3.褐色土 (10 YR4/4) 

68.80m-
68.20m一一

1.褐色土 (10 YR4/4) 
1.暗褐色土(lOYR3/3) 
2.褐色土 (10 YR 4/4) 立1

第41函 SK 222 6 225 6 248 6 249 • 250 • 25ト 254• 263 • 430 
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S K358 
口

調査の記録

S K264 

第4主主

i
u
 69.30m-B 

i
u
 A-

69.20m-

l. R音褐色土 (10YR 3/4) 
2.褐色土 (10 YR 4/4) 

3s黒褐色土(10YR2/3) 
ι 暗褐色土(10YR 3/4) 

l.暗褐色土 (10YR 3/3) 
2.褐色ニ!こ (10 YR4/4) 
7

8

 

-
h
d
p
h
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η
J

円

J

K

K

 

Q
U
Q
U
 

S K376 
S K366 

66.00m-

1.暗褐色土 (10YR 3/3) 

68.70m-

5.黒褐色土 (10YR 3/2) 
6.黄褐色土 (10YR 5/6) 
7.褐色土 (10 YR 4/6) 
8.黒褐色土 (2.5Y 3/1) 

l.暗褐色土(10YR 3/3) 
2.暗褐色土 (10Y設3/4)
3.褐色土 (10 YR 4/6) 
4.黒褐色土 (10YR 2/3) 

S K377 

g 
(時)

69.40m-69.30m一一

江1

1.黒褐色土 (10YR 2/2) 

S K 264 5 357念 358e 366 e 371 e 376事 377
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山中情遺出
ん一向一五

銭市

S K381 S K383 
S K3i8 

69.40m-

空ZD
66.lOm一

68.90m一一

1.暗褐色土 (10YR 3/3) 

2.褐色土 (10 YR 4/4) 
1.黒褐色土 (10YR 3/2) 

S K4iO 

69.00m-

S K39i 

69.00m- 68.80m-

1.褐色土 (10 YR 4/4'-4/6) 
1.褐色土 (7.5 YR 4/4) 3.褐色士 (10YR 4/4) 

2.黒褐色土(10YR 3/2) 4.暗褐色土 (10YR 3/4) 1.黒褐色土(10YR 2/2) 

.， 日音褐色土 (10YR 3/3) 

S K423 

S K422 

68.50m-

67.70m-

1.褐色土 (10 YR4/4) 
1.褐色土 (10 YR4/6) 

2.黒褐色土(10YR 3/1) 
ロ1

第43an S K 378 • 38ト 383• 397 • 398 • 410 • 422号 423
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67.70m-B A-
67.60m一一

1.暗褐色土(10YR 3/4) 

2.褐色こと はoYR 4/6) 

S K435 

67.60m一

苧
U

S K434 

1.暗褐色土(10YR 3/3) 

66.40m-

m 

S K 427 • 429舎 434• 435 
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第l部検出遺構

5. 集石

S Q242(第45図、図版

IvI B 51グリッドで確認された。長さ13-43cm、幅6-28cmの握り拳大から人頭大の角礁・円磯計26偶で構

成されており、平面形は長軸(南一北)1.80m X短軸(東一西)l.lOmの長い楕円形を呈する。火を受けた痕跡

はなく、配石下には何らの施設も検出されなかった。遺物は出土しなかった口

S Q370(第45図、図版27)

L 052 0 53グリッドで確認された。長さ10-63cm、幅1叩0-6ωOc側mの握り拳大カか玉ら人頭大の角探@円襟計3お5'f

でで、構成されており、平面形は長車斡出(はj北七東一南西)は2.3お5mX短軸(北西 南東)は2.0出5mの円形を呈する O 火を

た痕跡はなかったの配石下には SD315が検出されたが、本遺構との関連性は不明である。遺物は出土しな

かった。

S Q384(第45図)

L L46グリッドで確認された。長さ14-38cm、幅 9-22cmの握り拳大の角擦・円襟計12，1屈で構成される。

平面形は北西-南東方向に直線上に広がる形を皇し、その長さは2.0mを測る。火を受けた痕跡はなく、配

S 0242 S 0370 

68.80m-

S 0384 

-~~9~C])-
67.70m-

68.00m-

第45国 SQ242 • 370 • 384 
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第4章調査の記録

には何らの施設も検出されなかった心遺物は出土しなかった。

7.焼土遺構

S持16(第46図)

M I 53グリッドで確認された。平面形は長軸(北東一南西)0.41m X短軸(北西 南東)O. 35mの円形を呈し、

確認面からの深さは10cmである。底部は凹凸があり、壁は急、な角度で立ち上がっている。覆土は 2層に分け

られた。遺物は出土しなかったG

SN119(第46図)

ME47グリッドで確認された。平面形は長軸(北西…南東)0.76mX短軸(北東一南西)O. 59mの楕円形を呈

し、確認面からの深さは22cmである。底面はやや凹凸があり、壁は緩やかに立ち上がっている。覆土は 1層

であった。:遺物は出土しなかった。

S N 125 (第46図)

ME48グリッドで確認された。平面形は長軸(北東 南西)0.31mX短軸(北西-南東)O. 25 mの楕円形を

し、確認面からの深さは 5cmで、ある。底面はほぼ平坦で、北側から南側へ傾斜している。壁は北側を除いて

緩やかに立ち上がっている。 は1層であった。遺物は出土しなかった。

3持194(~第46 図)

MA51グリッドで確認された。平扇形は長軸(北西 南東)0.40m X短軸(北東一南東)0.24mの楕円形を

し、確認面からの深さは11cmである c 底面は中央部が窪んでいて、壁は緩やかに立ち上がっている。覆土は

1層であった。遺物は出土しなかった。

S N 195 (第46図)

MA51グリッドで確認された。平面形は長軸(北西-南東)0.36m X短軸(北東一南西)0.22mの楕円形を

し、確認面からの深さは 8cmである c 底面は中央部が窪んでいて、壁は援やかに立ち上がっている。覆土は

1層であった。遺物は出土しなかった。

S N 228 (第46図)

MM51、MN51グリッドで確認された。炉部の平面形は長軸(北西一南東)O. 69m (南端は調査区外)>く短軸

(北東一南西)O. 54mの円形を呈し、確認窃からの深さは 9cmである。東側の袖は長軸(南一北)0.65m(南端

は調査区外)x短軸(東一酉)O. 26m (残存部のみ)の方形を皇し、確認、面からの深さは 5cmである。西側の袖

は長軸(北西-南東)O. 81 m (南端は調査区外)X短軸(北東一南西)0.34m (残存部のみ)の略円形を呈し、確認

面からの深さは 6cmである。底面はほぼ平坦である。覆土は 4層に分けられた。遺物は出土しなかった。

S N 261 (第46国)

L T48グリッドで確認された。平面形は長軸(北東一南西)0.63mX短軸(北西-南東)O. 59mの円形を皇し、

確認面からの深さは13cmである。底面は凹凸があり、壁は急、な角度で立ち上がっている。覆土は 2層に分け

られた。遺物は出土しなかった。

S N 375(第47図)

MB43グリッドで確認された。平面形は長軸(北東一南西)0.95mX短軸(北西-南東)O. 69mの楕円形を呈

し、確認面からの深さは20cmである。底面は北東側が窪んでいて、壁は急な角度で、立ち上がっている。覆土

は1層であった。遺物は しなかった。
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S N 408 (第47図)

M J 47 .48グリッドで確認された。平面形は長軸(北西一南東)O.65mx短軸(北京一南西)O. 61 mの不整な

楕円形を呈し、確認面からの深さは 5cmで、ある。底面は凹凸があり、援は緩やかに立ちょがーっている。覆土

は1層であった。遺物は出土しなかった。

S N 431 (第47図)

L K42、LL42グリッドで確認された。平面形は長軸(北東一南西)l. 32m x短軸(北西 南東)O. 73mの不

整な方形を呈し、確認面からの深さは 8cmである。底面は出凸があり、壁は緩やかに立ち上がっている。

土は 1層であった。遺物は出土しなかった。

S N 433 (第47図)

L L42グリッドで確認された。平面形は長軸(北西一帯東)O.58mx短軸(北東一南西)0.31 mの楕円形を

し、確認窃からの深さは 8crnである。底面は北西側がやや窪んでいて、壁は緩やかに立ち上がっている。

土は 1層であった。遺物は出土しなかった。

S N 452 (第47図)

M J 51グリッドで確認された。平面形は長軸(北西-南東)O.51mx短軸(北東一南西)O.46mの円形を呈し、

確認面からの深さは 3cmである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がっている。

物は出土しなかった。

は1層であった。



第 4章調査の記録

S N16 

6L1.90m一一

1.明赤褐色土 (5YR 5/8) 

2.暗褐色土 (10 YR 3/4) 

S N194 

68.70m-

S N125 

67‘40m-

1.明赤褐色土 (5 YR 5/8) 

S N195 

67.70m-

68.70m-

1.赤褐色土 (5YR 4/8) と 1.赤褐色土 (5YR 4/8) と 1.明赤褐色士 (5YR 5/8) 
暗褐色土 (10YR3/4)の混合土 暗掲也土 (10YR 3/"1)の混合土

S N228 

S N261 

調査区外

69.20m一一

1.黒褐色土 (10 YR 2/3) 

2. 明赤褐色土 (5 YR 5/8) 1.黒褐色土 (10 YR 2/3) 

2.明赤褐色土 (5 YR 5/8) 

第話密 S N 16ぺ19ぺ25ぺ94ぺ95• 228 • 261 
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6，1.60mー

3.黄褐色土 (10YR 5/8) 

4.暗褐色土(10YR 3/3) 

。 50cm 



第 1節検出遺構

S f¥J375 S N408 

69.80m-

66.40m-

1.明赤褐色土 (5YR 5/8) 

1.極暗赤褐色土 (5YR 2/3) 

S f¥J431 

66.20m一

1.明赤褐色土 (5YR 5/8) 

S N433 
S N452 

66. 10m一

1.赤褐色土 (5YR4/6) 1.明赤褐色土 (5YR 5/8) 

S N375各 408• 431 • 433 • 452 
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O. 

(工)?~孝跡(1す図)

S ou8 

iVIK50， IVIL50. 51.52、lVIIvI52・53グリッドで確認した。北西一南東に延びる溝で、北西側斜面に関口

している。 SK07・S175と

であるの断面形はU字形を

S 026 

Ivl L 52、rvIM52・53グリッド

13cmであるの断面五は鍋!ま形を

S 027 

しており、これらを切っている。長さ13.64m、幅16-35cm、深さ 9-20cm 

は出土しなかった。

した。北西- に延びる溝で、長さ1.72m、Ilfffi17-20cm、深さ 5-

る。遺物は出土しなかった口

IvI L 52 . 53グリッドで確認した。北西一南東に延びる溝で、 SK P 36 . 37 . 38と重複しており、これらに

切られている c 残存部の長さは3.28m 、 IjJ福山 ~26cmミ深さ 4 -llcmである。断面形はU字形を呈する。遺物

は出土しなかっ

S 028 

Ivi 1 53、MJ 53 . 54グリッドで確認した。北西から南東方向に延び、途中で北東方向に曲がる L字形プラ

ンを呈する溝である。長さ6.38m、IIJ高17-30cm，{奈さ 8-19cmである。断面形はU字形を呈する。遺物は出

しなかった 0

S 030 

MF53 . 54、MG53グリッドで確認した。北東一南西に延びる溝で、長さ4.74m、幅16-26cm、深さ 8-

19cmである。断面形はU字形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 032 

MH55 . 56グリッドで確認した。北惑

である。断面形はじ字形を呈する。遺物は

S 033 

に延びる溝で、長さは約3.79m、111高8-20側、深さ 5-15cm 

しなかった。

MG55 . 56、MH56. 57グリッドで確認したG 北西-南東に延びる講で、北西側斜面に関口している。長

さ6.65m、幅17~-31cm 深さ 4-14cmである。断面形はじ字形を呈する。 遺物は出土しなかかった。

S 044 

M J 50グリッドで確認した。東一酉に延びる講で、 SK42と重複しており、これを切っている。長さ2.54m、

!幅14-18cm、深さ.3-20cmである c 断面形はU字形を皇する。遺物は出土しなかった。

S 053 

M 1 54・55グリッドで確認した。北西-南東に延びる溝で、北西側斜面に関口している。長さ6.14m、IjJ高

11-22cm、深さ 3-18cmである。断面形はU字形を呈する。遺物は出土しなかった。

S D54 

MH54.目、 M1 55グリッドで確認した。北西-南東に延びる溝で、長さ3.25m、紹15-23cm、深さ 5-

12cmである。断面形はU字形を呈する。遺物は出土しなかった。

S D77 

MM51春日グリッドで確認した口北一南に延びる溝であるが、途中で西方向に曲がり調査区外に入り込ん

でおり、その全容は不明である。残存部の長さはι55m、IP"ffi15-32cm、深さ 4-22cmである。断面形はU字
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形を呈する心遺物は出土しなかっ

S 093 

第1節検出遺構

lv1 G 43 . 44 . 45 . 46、lv1H45. 46グリッドで確認した。北 南に延びる溝で、長さ13.14m、!福14-35cm、

深さ11-30cmで、ある。断面形はU字形を呈する。遺物は出土しなかった。

S D94 

M百48・49、M149グリッドで確認した。北西-南東に延びる溝で、 SDIOOと重複しており、これを切っ

ている。長さ 8.62m 、 rp~10-21cm、深さ 10~16cmである。断面形はU字形を る。遺物は出土しなかった。

S 095 

M 148・49グリッドで確認した。北-南に延びる溝で、長さ4.79m、幅14-23cm、深さ 6-25cmで、ある。

断面形はU字形を呈するの遺物は、土師器口縁部2点(2点とも第66図に掲載)が出土した。

S D100 

M H 47 . 48 . 49 . 50、M1 50 . 51φ52グリッドで確認した。北-南に延びる溝で、 SD94と重複しており、

これに切られている。長さ20.58m、i隠10-32cm、深さ 7-25cmである c 断面形は鍋底形を呈する。遺物は、

土師器口縁部 2点@胴部4点が出土した。

S D 101 

IVI H 49 . 50 . 51， M: 1 51 . 52グリッドで確認した。北-南に延びる溝で、後世の援吉Lを受けて部分的に欠

如しているが、その全長は11.09m、幅13-24cm、深さ 5-16cm である。断面7f~は鍋底形を呈する。遺物は

出土しなかった。

S D 131 

MB52 . 53 . 54グリッドのSF05の盛土下から確認した。北-南に延びる溝で、 S1 130. S K P 463と

複しており、これらに切られている。一部、範囲確認調査で、掘ったトレンチで壊されているが、残存部の長

さは7.54m、!福12-18cm、深さ 2-8 cmである。断面7fSはU字芳三

S D 132 

る。遺物は出土しなかった。

MB52・53・54グリッドのSF05の盛土下から確認した。北-南に延びる溝で、 SF05に切られている。

一部、範囲確認調査で掘ったトレンチで壊されているが、長さ5.08m、幅 9-18cm、深さ 2-12cmである。

断面%はU字形を呈する。遺物は出土しなかった。

S Di33 

MB52・53・54グリッドのSF05の盛土下から確認した。北一帯に延びる溝で、 SD369と重複しており、

これに切られている。一部、範閤確認調査で掘ったトレンチで壊されているが、長さ6.40m、幅10-18cm、

深さ 1-6 cmである。断面形はU字形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0145 

MA49、MB49、MC49グリッドのSF05の盛土下から確認した。東一西に延びる溝で、 SD04と重複し

ており、これらに切られている。残存部の長さは7.23m、i幅10-26cm、深さ 3-17cmである。断面形は鍋底

形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0146 

MC48グリッドのSF05の盛土下から確認した。東一商に延びる溝で、 S1 162・SD163と重複しており、

これらに切られている。残存部の長さは2.l1m、幅16-20側、深さ 7-15cmである c 断面形はU字形を呈す

る。遺物は、縄文土器胴部 1点が出土した。
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SB157 

l¥tl F 54、1¥11G 54グリッド

である。断面形はU字形を

S D163 

した。北西- に延びる溝で、 さ 2.65m 、 111福 15~26cm 、 j菜さ 9 ~ 16cm 

る。遺物は出土しなかった。

M C 45 . 46 . L17傘 48グリッドの SF05の盛土下から確認した。北から南方向に延び¥途中で南西方向に屈

曲する溝である。 SD146と重複しており、 SD146を切っていて SF05に切られている c 後世の撹乱を受け

て部分的に欠如しているが、その全長は13.13m 、幅10~24cm、深さ 2 ~ 10cmである。断面形はU字形を呈

する。遺物は出土しなかった。

S 0164 

MB49、MC49グワッドの SF05の盛土下から確認した。東一西に延びる溝で、 SK161と重複しており、

これらに切られている。残存部の長さは7-23m、ri1高lO-26cm、深さ 3-17cm である。断面7f~は U字形を呈す

る。遺物は出土しなかった。

S 0165 

MB49、MC49グリッドの SF05の盛土下から確認した。東一西に延びる溝で、 SK 161 . S D 04 . S D 

166と重複しており、 SD166を切っていて SF05 . S K161 . S D04に切られている。残存部の長さは6.37m、

!福11-22cm、深さ 7~27cmである。断面形は U字形を呈する c 遺物は出土しなかったc

S D166 

MB49 . 50グリッドで確認した。北-南に延びる溝で、 SD165と重複しており、これに切られている。

残存部の長さは3.26m 、 i悔13~23cm、深さ 7 -17cmである。断面形はU字形を呈する。遺物は出土しなかっ

S D193 

L S49グリッドで確認した。東-p:立に延び、る溝で、長さ1.55111、 19cm、深さ12-15cmである。断面

形は鍋底形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0206 

L 047、LP47グリッドで確認した。北-南に延びる溝で、長さ2.55m、幅11-16cm、深さ 2-10cmであ

る。断面形はU字形を呈する。遺物は出土しなかった。

S D207 

L 047、LP47グリッドで確認した。東…西に延びる溝で、長さ5.90m、幅11-17cm、深さ 2-4 cmであ

る。断面形はU字形を呈する。遺物は、東端部から炭化米が集中して出土した。

S 0208 

L P45・46グリッドで確認した。北-南に延びる溝で、長さ4.15m、幅20-31cm、深さ11-17cmである。

断面形は鍋底形を呈する。遺物は出土しなかった G

S 0209 

L 045、LP45グリッドで確認した。北から南方向に延び、途中で東方向に曲がる L字形プランを呈する

溝である。長さ5.61m、幅17-27cm、深さ 4-7 cmである。断面形はU字形を る。遺物は出土しなかっ

た。

S D210 

L N43・位、 L044・45グリッドのSF05の盛土下から確認したり北西一南東に延びる溝で、 SD04と
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しており、これらに切られている。 さは9.28rn

鍋底形を

S 022i 

る。遺物l土、縄文土器胸部2点が出土した。

第1節検出遺構

さ2.--29cmである。断窟形は

MF57グリッドの S1 215内で確認した。北京一南西に延びる溝で、長さl.37111、I!Jffi15 ~ 24em、深さ 9~

10cmである。断面形はU字形を呈する。遺物は出土しなかーっ

S 0229 

MM51 . 52グリッドで穆認した。北-南に延びる溝であるが、南関は調査区外に入り込んで、おり、その全

容は不明である。残存部の長さは約2.72m 、幅24~29cm、深さ 8 ~ 14cmである。断面形は鍋底Jl予を景する。

遺物は出土しなかっ

S 0230 

MN53、1\11053グリッドで確認したG 東一西に延びる溝で、長さ 5.98m 、幅17~34cm 、深さ 13~21cm であ

る。底面には、径17~29cm 、深さ 7 ~ 13cmのピット 3備が等問問に穿たれている。 断面形は鍋底形を呈する。

遺物は出土しなかった。

S 0231 

MM53、MN53グリッドで確認した。東 西に延びる溝で、長さ 2.29m 、 i福15~22cm、深さ 4 ~ 14cmであ

る。断面形はU字形を呈する。 は出土しなかった。

S 0244 

IvI G49グリッドで確認した。東一西に延びる講で、一部、範間確認調査で掘ったトレンチで壊されている

ため、残存部の長さは2.29m 、 I!J話18~22cm、深さ 4 ~14cmである。断面形は U字形を呈する。遺物は出土し

なかった O

S 0245 

Ivl G48 .49グリッド した。北西 南東に延びる溝で、南東側が撹乱で壊されているため、残存部の

さは4.03m 、 I!J高15~24cm、深さ 7 ~ 15cmである。断面形はU字形を呈する。遺物は出土しなかったo

S D246 

MG58、1¥1H58グリッドで確認した。東一西に延びる溝で、長さ4.58m、幅17~26cm、深さ 7 ~20cmであ

る。断面形はU字形を呈するの遺物は出土しなかっ

S 0255 

LN43、L043 .44グリッドの SF05の盛土下から確認した。北西一南東に延びる溝で、 SD04と重複し

ており、これらに切られている。残存部の長さは5.94m、I!J高17~24cm、深さ 4 ~ 7 cmである。断面形はU

形を笠する。遺物は出土しなかった。

S 0256 

LN43、L043・44グリッドの SF05の盛土下から確認した。北部-南東に延びる溝で、 SD04と重複し

ており、これらに切られている。残存部の長さは5.74m 、幅19~37cm、深さ 4 ~20cmである。断面形は U字

形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0257 

LS位、 LT43・44、MA43グリッドの SF05の接土下から確認した。北東一南西に延びる溝で、 SF05 

に切られている。長さ 8.81111 、幅14~29cm 、 j奈さ 5 ~31cm である。断面形は鍋底形を呈する c 遺物は、縄文

土器口縁部 1点・胸部 1点、土師器口縁部3点 e腕部11点 s底部2点が出土した。

- 85一



第 4章調査の記録

S 0258 

L S44、LT43.弘、 MA43グリッドの SF05の盛土下から確認した。北東一南西に延びる溝で、 SF05 

に切られている。長さ 8.90m 、 11)高 12~29cm 、 j菜さ 5 ~31cmである。 断面形は鍋底形を呈する。遺物は出土し

なかった。

S 0260 

MD42 .43、IvIE43グリッドで確認した。北部-南東に延びる溝で、後世の撹乱を受けて部分的に欠如し

ているが、その全長は3.33m、幅 9~20cm 、深さ 2 ~ 6 cmである。 断面形はU字形を呈する。遺物は出土し

なかったG

S 0269 

L N53、L053グリッドで確認した。北-南に延びる講で、 SD04と重複しており、これに切られている。

一部、範囲確認識査で、掘ったトレンチで壊されているが、残存部の長さは約6.40m 、幅10~ 18cm、深さ 1~

6 cmである。断面形は鍋底形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0270 

MB51φ52グリッドで確認した。北-南に延びる溝で、長さ 2.19m 、幅14~21cm、深さ 5 ~ 6 cmで、ある。

断面形は鍋底形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0312 

L N50・51、L050グリッドで確認した。北東一南西に延びる溝で、長さ4.03m 、幅15~24cm、深さ 7~

15cmで、ある。断面形は鍋底形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0313 

L N51、L051、LP51グリッドで確認した。北東一南西に延びる溝で、長さ 5.71m 、 11)高13~26cm、深さ

4 ~ 5 cmで、ある。断面形は鍋底形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0314 

L 052グリッドで確認した。東一酉に延びる講で、 SD392と重複しており、これに切られている。残存

部の長さは4.58m、幅17~26cm 、深さ 7 -20cmである。断面形は鍋底形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0315 

L 053坐 54・55グリッドで確認した。北一南に延びる講で、 SD02と重複しており、これに切られている。

残存部の長さは12.38m 、幅13~27cm、深さ 5 ~ 15cmである。断面形はU字形を呈する。遺物は出土しなかっ

た。

S 0316 

L N51・52・53、L053・54グリッドで確認した。北-南に延びる溝で、長さ14.15m、i幅11~28cm、深

さ5~ 12cmである。断面形は鍋底形を呈する。 遺物は出土しなかった。

S 0317 

LM49・50、LN51・52グリッドで確認した。北-南に延びる溝で、後世の撹乱を受けて部分的に欠如し

ているが、その全長は7.31m 、指15~24cm、深さ 5 ~21cmである。断面形は U字形を呈する。遺物は出土し

なかった。

S 0318 

L N51 ・ 52グリッドで確認した。北-南に延びる溝で、長さ 5.87m 、 IjJ高 14~25cm、深さ 6 ~15cm である。

断面形はU字形を呈する。遺物は出土しなかった。

- 86-



第l節検出遺構

S E331g 

LN51'52グリッドで確認した。北-南に延びる溝で、後世の撹舌Lを受けて部分的に欠如しているが、そ

の全長は3.19m、幅14~24cm、深さ 1 ~ 8 cmである。断面形は鏑底形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0367 

MB54、]¥11C 54グリッドで確認した。東一酉に延びる溝で、 SD04と重複しており、これに切られている。

残存部の長さは4.14m 、 rll高 16~21cm、深さ 7 ~28cmで、ある。断面形は U字形を呈する。遺物は出土しなかっ

た。

S 0369 

MB54グリッドで確認したの北西一南東に延びる溝で、一部、範囲確認調査で、掘ったトレンチで壊されて

いるため、残存部の長さは約1. 00m、幅12~16cm、深さ 1~ 6 cmで、ある。断面形はU字形を呈する。遺物は

出土しなかった。

S 0392 

L 052グリッドで確認した。北-南に延びる溝で、 SD314と重複しており、これを切っている。長さ12.38m、

幅13~27cm、深さ 5 ~15cm で、ある。 断面形は鍋底形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0393 

L N52 . 53グリッドで確認した己北-南に延びる溝で、長さ1.89m、幅17~24cm、深さ 3 ~ 16cmで、ある。

断面形はU字形を呈する。遺物は出土しなかった。

S D394 

L N51・52グリッドで確認した。北一南に延びる溝で、北側が撹乱で壊されているため、残存部の長さは

約3.37m、幅11~31cm、深さ 9 ~23cmで、ある。断面形はじ字形を呈する。遺物は、土締器服部 2 点が出土し

た。

S 0396 

L S50・51、LT51・52グリッドで確認した。北-南に延びる溝で、 S1268と重複しており、これに切

られている。長さ 7.73m 、幅13~19cm、深さ 8~ 16cmである c断面形はU字形を呈する c遺物は出土しなかっ

た。

S 0417 

MD47 .48グリッドの S1 112内で確認した。 西に延びる溝で、 SK P 191と しており、これに切

られている。残存部の長さは2.53m 、 i揺23~30cm、深さ 12~24cmである。断面形は鍋底形を

出土しなかった。

S 0426 

る。遺物は

L S37 ・ 38 ・ 39グリッドで確認した。北-南に延びる溝で、長さ 4.15m 、幅16~33cm、深さ 12~16cmであ

る。断面形は鍋底形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0440 

MA38、MB38グリッドの S1412内で確認した。北西一南東に延びる溝で、長さ5.14m、縮 9~21cm 、

深さ 4~21cmで、ある。断面形は U字形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0445 

L S37・38グリッドで確認した。北西から南東方向に延び、途中で南西方向に曲がる逆L字形プランを

する溝で\長さ4.49m、幅15~34cm 、深さ 13~25cmである c 断面形は鍋底形を呈する。遺物は出土しなかっ
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S D455 

MG47、MH47グリッドで確認した。弱から東方IbJに延び、途中で、北)J向に曲がる L字形プランを呈する

溝で、長さ5.61m、幅17~27cm、深さ 11 ~ 7 cmである。 I新宿形はU字形を呈する。 遺物は出土しなかった。

S D459 

M G43 . 44 . 45 密 46 グリッドで確認した。北-南に延びる溝で、長さ 14.22m 、 i嬬 14~30側、深さ 4 ~17 

cmである。断面形はじ字形を呈する。遺物は出土しなかった。

S D477 

1'v1 E 43・44グリッドで確認した。東一酉に延びる溝で、長さ2.29m、脱7~20cm、深さ 6 ~ 11cmである。

断面形は鍋底形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0478 

1¥11 D47、Iv1E 47グリッドで確認した。 南西に延びる 、後世の撹乱を受けて部分的に欠如してい

るが、その全長は7.89m、i福7~20側、深さ 5 ~ 18cmである。陸Jf面形はU字形

fこO

S 0479 

る。 遺物は しなかっ

MC42、MD42グリッドで確認した。東一西に延びる溝で、後世の撹乱を受けて部分的に欠如しているが、

その全長は6.92m、幅10~16cm、深さ 2~ 15cmである。 断面形はU字形を呈する。遺物は出土しなかった。

~)空堀

空堀と判断される遺構は 8条確認している。遺跡北端部には舌状部(大半は調査区外)が位置するが、この

基部に 4条の空堀が隣接して開削されている。北側から SD01、SD15、SD旬、 SD02の)11夏となる。各堀

は概ね東一西方向に延びるが、北端点に向かい求心するように緩い弧を描く。 4条の新!日関係については、

直接的な切り合いを持たず、判然としない点もあるが、(1日)S D03 . 15→SD02→S D01 (新)と考えてい

る。さらに南東端部にも 2条の空堀(SD341 . 342)が認められるが、地滑り等の自然崩落による地形改変に

より、詳細は不明確である。また上記2箇所の空堀に固まれた内側にも 2条の堀(SD04・343)が見られる G

2条とも堀の(北)東側に土塁(SF05・344)を伴う。各堀のうち SD02 . 03 .15は完全に埋没しており、 S

D01 .342は明らかに空掘と判るように白状を示し、協はいくらか白状を呈する形で薙認したものである。

SOO1(第48・51図、図販29・30)

調査区北端部に位霊する堀のうち最も北に位置し、かっ規模の大きいものである。確認調査した長さは、

約33.8m 、幅約8.0~8.9m 、深さ 2.1~4.4m である c 断面形は V字;1犬を呈する。遺物は、陶磁器 2 点( 2点

とも第76図掲載)出土した。

S 002(第48・49・51図、図版29・31)

調査区北端部に位置する堀のうち最も南に位置し、 SD15に並行する。埋没後の空堀上面には近代の炭窯

(S W13)が構築される。また北西側斜面に閉口する部分は一部亜炭の採掘により破壊されている。調査した

長さは、約56.6m 、幅約1. 6~6.2m、深さ約0.8~3.6m である。断面形は逆台形を呈する。遺物は出土しな

かった。

S D03(第48・49図、図版29・30)

調査区北端部、 SD15とSD02の間に位置する。北西部では SD02同様、草炭の採掘により破壊されてい

る。調査した長さは、約18.1m 、幅約1. 4~2.8m 、深さ約1. 8~2 盆 9m で、断面~はV字~犬を呈する c 遺物は
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出土しなかった。

S D04(第48・50関、図版32)

を結ぶかのように存在する L字形の堀である c 北端部は SD02の西'í~lj を並行するよう

に南東方向に延び、1¥1C 54グリッド付近で向きを南に変えるのさらに1¥1B42グリッド付近で今度は東に折れ、

南端部の SD341に並行するように走る。北部で空堀が途切れる部分については、近年の削平によるもので

ある。確認した総長は約116m に及ぶ。幅は約0.5~2 ，7m、深さはMC54グリッドの屈折している付近で約

0.3m、MC43グリッドの曲がる付近で約0.8m、LK44グリッドの東端斜面付近で0.9mである。断面形は

逆台形を呈する。遺物は、縄文土器腕部 2点、土師器腕部@把手付土器1点(第66図に掲載ト胴部 5点、須

1点(第731立iに掲載)、陶磁器2点(2点とも第77図に掲載)出土した。

S D15(第48・49. 51図、図版29. 30) 

調査区北端部、 SD01とSD02の間に位量する。調査した長さは約50 .4 m 、幅約1. 6~4.0m、深さ約0.9

~1. 25mである。断面形は逆台形を呈する。遺物は、縄文土器腕部 2 点、土師器網部 2 点出土した。

S 0341 (第48.51図)

調査区南東端部にあり、北側に SD04、南東側にSD342が位置するの堀の西端はSD343と接続するが、

両者の新!日関係は不明であるの長さは約48.1m 、 f[J高約2.9-14.0m 、深さ約0.4~3.1mである。断面形はV

字形一逆台形を呈する。遺物は出土しなかった。

S D342(第48・51図)

調査区南東先端部に位置し、北側にSD341と並行するように見られるが地形改変に伴い詳細は不明である。

長さ約3.8m 、幅約0.9~ 1. 0m、深さ約1.1mで、断面形はV字状を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0343 (第48・50図)

調査区南部にあり、北西-南東方向に延びる堀である。北西端で、は SD04と接続し、途中でSD341と分

離するように配されるが、三者の新~I日・同時存在の関係は不明である。調査した長さは、約28.7m、幅約

2.3~5.9m 、深さ約0.3~ 1. 2m で、断面形は逆台形を呈する。遺物は出土しなかった。

9. 土塁

S F 05(第48・50図、図版32)

S D04空堀の(北)東側に沿うように構築された土塁である。北端部ではSD04とSD02の間を埋めるよう

に築かれている。北側で土塁が途切れる部分については、 SD04同様近年の削平によるものである。調査し

た長さは、約112.5m 、基底幅約2.8~6.1m 、上幅約0.4~2.0m 、高さはMB . MC55グリッドの問折して

いる部分で約1.3m、MB43・44グリッドの曲がる部分で約1.3m、LK44 . 45グリッドの東端斜面部分で約

0.6mである。断面形は蒲鉾形を呈する。遺物は、縄文土器口縁部 6点(うち 3点は第56図に掲載)・胴部12点、

土師器口縁部23点(うち 2点は第66図に掲載)・制部231，点@底部24点(うち l点は第66図に掲載)、陶磁器 1

(第76図に掲載)出土した。

S F 344(第48・50図)

S D343空堀の東側に沿うよう された土塁である。南端部は自然崩落により失われている。残存す

る長さは、約12.1m、基底幅約o~7.4m 、上i幅約 o ~3.5m 、高さ約0.9~ 1. 0m であるの 断面形は台形を

する。遺物は出土しなかった。
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69.50m-J 

SD04 16.暗褐色土 (10 YR 3/3) 

17.黒褐色土 (10YR 2/3) 

18.暗褐色土 (10 YR 3/3) 

19.暗褐色土 (10 YR 3/3) 

20.明黄褐色土 (10YR 6/6) 

S F05 1.表土 6.褐色土 (10 YR 4/6) 11.黒褐色土 (10 YR 2/2) 

2.褐色土 (10 YR 4/4) 7.暗褐色土 (10YR 3/4) 12.黒褐色土 (10 YR 2/3) 

1 褐色ごト(10YR 4/4) 8.黒褐色土(10YR 2/3) 13.黒褐色土 (10 YR 3/2) 

4. R音褐色土(10YR 3/4) 9.暗褐岱土(10YR3/4) 14.にぶい黄褐色土 (10YR 4/3) 

5.黒褐色j二(10YR 3/2) 10畠暗褐色土(lOYR3/3) 15.黒褐色土 (10 YR 3/2) 

K- S F344 
67.60m-L 

S D343 1.褐色土 (10 YR ，1/，1) 
2.黒掲色土(10YR 3/2) 

3.黒褐色土 (10YR 3/2) 
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69.30m一一

68.00111-司

ロ1

第51~ SOOl.02.15.341.342断頭図
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10. 塚
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調査区南部で東西方向に延びる SD04 . S F05の南側に沿うように、 3基の塚(SY170- を確認した。

塚は、ほぼ一直線上に位置し、 SY170-171関29m、SY171-172関20mの距離をおいていた。各塚を掘り

下げたところ、内部施設は検出できず、さらに土層観察で、は明瞭な版築等も認めら

面をタタキ締めて構築していたことが判明した。

S Y 170(付図、第52図、図版33)

L L43グリッドを中心とする地区に位置し、 S1 271 . S D04の上部に構築している。平面形は、

での長さ約3.9mの隅丸方形(略円形)を呈し、構築面([日表土 7層)から頂部までの高さは0.92mである。

遺物は表土層より銭貨(寛永通賓:第84関 1)が1枚出土したのみである。

S Y 171 (付図、第52図、図版34)

L S42グリッドを中心とする地区に{立蓋し、 SD04の上部に構築している。平扇形は、基底部での東西長

4.8m、南北長4.6mの偶丸方形を呈し、構築部(I日表土:13層)から頂部までの高さは1.1mである。遺物は

塚北西部の盛土内(第6層)より銭貨(寛永通賓:第84図2)が1枚出土したのみである。

S Y 172(付図、第52図、図版35)

MD40グリッドを中心とする地区に位置し、西側の裾部は調査区外に及んでいる。平面形は、基底部での

東西長5曾 1m、南北長5.3mの隅丸方形を呈し、構築面([日表土:10 . 11層)から頂部までの高さは1.1mである。

同塚の構築にあたっては!日表土を部分的に地山首まで削って、その上に盛土しており、他2基では!日表土に

そのまま盛土する相違が見られる。遺物は出土しなかった。

11.炭窯跡

SW13(第53図、図版36. 37 . 38) 

調査区北側にあり、 MD58グリッドにかかる SD02の上部に位置する ζ

となった SD02内を効果的に利用して構築したものである。

i土、 してわずかに窪地

炭窯跡は表土を除去した段階で径4.2mの略円形を呈する炭化物混じりの暗褐色土プランとして確認され

た。この暗褐色土を排すると径2.2mほどの焼土面が現れ(1 )、約 8cm掘り下げた内部に灰白色粘土の

を確認できたけ層上部)。プラン南東鎚には長さ25cm、IIJ話12c辺、淳さ 6cmのしンガが2i留置かれていた。こ

れは煙出し(排煙口)と見られ、その内法IIJIsは30cmとなる。排煙口に相対する北西側には焚口(窯口)が位謹し、

r1JIs50-60cmの掘り込みが認められる。窯本体(内法)の規模は、長軸(排煙口一窯仁1)で1.8m、短軸は1.45m

となる。粘土貼りの窯底を除去すると人頭大や拳大などの円燥が長さ2.1m、lt話1.7mの楕円;1犬に敷き詰めら

れており(2 )、その下位には、桂色を示す粘土(2層)が貼られていた。さらに 2層土を取り除くと、炭化材

が多量に出土した(3層)。形状の明確なものを図示すると(3 )のようになり、長軸方向に対し直交させて

いていることがわかる。炭化材を取り除いていくと掘り方底面に達する。ここには幅25cm前後の溝が十字に

掘られていた(4 )。この溝は窯口方向からさらに西側に延び¥排水の施設と考えられる。窯底から掘り方底

面までの深さは25cmほどになる。
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S Y170 67.90m-

1.暗褐色土(10YR 3/3) 

2.暗褐色土 (10YR 3/3) 

3.暗褐色土 (10YR 3/3) 

4.褐色土 (10 YR 4/，1) 
5.暗褐色土(10YR 3/3) 

6曹黒褐色jこ(10YR 3/2) 

7.暗褐色土 (10YR3/3) 

13.褐色土 (10 YR 4/4) 

14.褐色土 (10 YR 4/4) 

15.黒褐色土 (10YR 3/2) 

16.掲色土 (10 YR 4/6) 

17.褐色士 (10 YR 4/6斗/4)
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S Y171 69.70m-

1.暗褐色土(10YR 3/4) 

2.暗褐色土(10YR 3/4) 

3. f号色土 (10 YR 4/4) 

4.黒褐色土(10YR 3/2) 

5.暗褐色土(10YR 3/(1) 
6.捜I名士 (10 YIミ4/4)

7.褐色土 (10 YR '1/，1) 

8.褐色土 (10 YR4/L1) 
9.時褐色すて (10YR ::1/4) 

10.黒褐色土(10YR 3/2) 

11.黒褐色土 (10YR 2/3) 

1')黒褐色土(10YR 2/2) 

13. s音掲色土(10YR 3/3) 

1'1.褐邑土 (10 YR 4/4) 

15.暗褐色土 (10YR 3/4) 

]ふ暗褐色土(10YR 4/4) 

17.褐色土 (10 YR 4/4) 

26.褐色土 (10 YR 4/4) 

27.黒褐色土 (10YR 3/2) 

28‘褐色土 (10 YR ，1/二1-.，1/6)
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(10 YR ，1/11) 
(10 YR4/4) 
(10YR 4/4) 
(10 YR 4/4) 
(10 YR 2/2) 
(10YR 3/2) 
(10 YR 3/3) 
(10 YR 5/6) 

S Y172 
71.20 m一一

1 (10 YR 3/4、表王兇土‘撹苦L) 8. 

{(10YR3/32i24) ; ) ) ) 

15. 

((i(10YR3/////2) ) ) ) ) 
2. (10 YR 2/3、乱) 9. 

1100YYRR33/ / / / / / 
16. 10 YR 3/2 

3. (10 YR2// 3) 10. 17. 10 YR 3/2 
4. (10 YR 3/4) 11. 10YR2 18. 10 YR 3/3 
5. (10 YR 2/2) 12. (10YR 3 19. 10 YR 3/3 
6. (10 YR 3/4) 13. 10YR4 
7. (10 YR 5/6) 14. 10YR3 

m 
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66.30m一一

輔園田園田--告書b

，/ 

一一一一一軒

1.灰白色土 (5 Y 8/2) 

2.撞色土 (5 YR6/8) 
3.褐色土 (7.5YR 4/4) 

(炭化材包含層)

第53図 SW13
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4.暗褐色こと (10 YR 3/3) 
5.暗褐色土 (lOYR 3/3) 
6.赤褐色土 (5 YR 4/8) 
焼土.赤褐色土 (5 YR4/6) 
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立1一一回くしまっている

S X200 第54~

の他の遺構

S X200 

くしまったプランを確認した。のようL Q47事 48グリッド地IJI密で、
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この範間内ではしている。仁i七百南東)2.48111であり、ほほ楕円形を3.36111、:形は長斡(北東一

うちけた痕跡は認められなかった。また、本遺構の周辺には計71回のピットが検出されているが、火熱を

この 4個は径20-24cmの円形となり、深さは 3-30cm 
。
一ゐ4 1国(Pl-4)は、硬化面を切り

P 3 -4)はいずれも80cmの等間となる。さらにP2 P2-3、2 とぱらつきがあるが、柱間距離(P1 

さらには硬化面との関係も不これらが建物等を構成するピァトとなるのか、

が出ゴ二した。
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第 2節出土遺物

!日石器時代、縄文時代、平安時代、中

世、近世などの遺物が出土した。

1. 18石器時代の遺物(第55国)

調査区南部、 LQ44グリッドの地山瀬

移層より!日石器が1点出土した。出土地

点を中心とする区域の地山面を精査した

が、他に旧石器時代の遺物は確認できな

かった。

，r
 
'
 '
 

主主F つ{S{~ J!1. f ~{ê}'b7n 
可コ ω~iJ f-D _LJa 1~j 

5cm 
第55図は石刃を素材とするナイフ形石

器である。背面に残る先行剥離痕から両

設打面の石核から剥離された石刃の可能

性がある。間基部には急角度の調整が加

わるが、右側基部が腹面側から、左側基部では背面側からそれぞれ調整されており 錯向剥離であることが

第55図旧石器

判る。基端部はこの調整の後に腹面側からの加撃により折断される。なお先端部も折れているが、折断面の

風化度合いから後世の行為と思われる。現存する長さ5.4cm、最大幅2.9cm、)享さ 9cmで、あり、灰~灰白色を

呈する珪質泥岩を石材としている。

2.縄文時代の遺物

( 1 )土器(第56図1~ 16) 

出土した土器はすべて破片で、その数量は遺構内外を合わせて42片(うち遺構内出土は15片)である。また、

全体の形状を把握できる接合資料はなかった。なお、土器は前期・後期・晩期のものが出土し

縄文時代前期の土器(1~ 6) 

j菜鉢形土器の口綾部から服部(1人口縁部(2 )、ロ縁部から腕部上端(3 )、綿部(4-6)の破片である 0

1は口唇に縄文が回転施文され、口縁部には給条体の側面庄痕が口縁と平行に 5条施されている。頚部には

連続刺突列のある細く低い隆帯が施されており、その下部には綾絡文が施されている。網部にはLRとRL

原体の結束による羽状縄文が施文されている。 2は口唇に口唇に縄文が回転施丈され、口縁部には口縁と

行に連続刺突列とその下に絡条体の側面圧痕が数条施されている。 3は口縁部に口縁と平行に絡条体の側面

庄痕が3条、頚部には縄環の連続刺突列のある細くて低い怪帯が横位に施されている。腕部には原体は判然

としないが、撚糸文が認められる。 4は縦位にR原体の撚糸文、 5は縦位にL原体の木白状撚糸文、 6は縦

位にR原体の木目状撚糸文が施されている。

縄文時代後期の土器(7 ~ 10) 

7 ~10は鉢形土器の口縁部の破片である。いずれも磨消縄文手法による文様が施されるもので、 7 は地文

とし LR縄文が、 8はL撚糸が、 9・10には原体は判然としないが、縄文が施されている。また、 8の口縁

端には癌状小突起が貼付されおり、 9には癌状小突起が数箇所に付されている。 10の口唇には二股に分かれ

る突起が付されている。
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第4章調査の記録

6 (縄立時代)

挿図 出土 大 三c時- さ

番 地点
ZlFltiz 11 石質

重量

57-1 MF44 石 弘主 (40.0mm) 15.5mm 5.0mm (2.69 ) 頁岩

ムつJ MG53 石 匙 (40.5mm) 23.0mm 7.0mm (8.8 9 ) 頁岩

3 L Q35 石 (82.0mm) 33.0mm 8.0mm (22.0 9 ) 一自+

4 L T37 石 (69.0mm) 34.0mm 8.5mm 16ゅoq 頁岩
5 おlD50 スクレイノf 67.0mm 96.0mm 14.5mm 79.4 9 

『

6 L Q45 スクレイノ¥- 82.0mm 95.0mm 27.0mm 133.6 9 頁

円i L P40 スクレイノ'，- 103.0mm 42.0mm 14.0mm 47.1 9 

8 MD48 凹 石 174.0mm 69.5mm 40.5mm 668.6 CJ 安山岩

縄文時代晩期(11)

11は鉢形土器の口縁部から胴部の破片である。 に刻み目が施され、口縁部には三叉文、屈曲する部位

には 2条の沈静、が横{立に施されている G 沈線下の網部にはLR縄文が施されている。

縄文時代後期から晩期の粗製深鉢形土器(12-16)

縄文時代後期から晩期の範III毒におさまると思われる粗製深鉢形土器の (12- 、底部下端(16)の破

である。 12. 13 • 15の口縁部にはLR縄文、 14には原体は判然としないが、羽:1犬縄文が施されている。 16

はLR縄文が施文されている。

( 2 )石器(第57図1-8、第6表)

出土した石器は掲載した 8点(うち遺構内出土は第57図8のl点)と'僅かであった。

1は有茎の石鉱である。先端部を欠損している。両面から丁寧な押圧剥離が施されており、その断面形は

凸レンズ:1犬を呈している

2-4は縦型の石匙である。 2はつまみ部とこれに相対する部位を、 3. 4はつまみ部に相対する部位を

欠損している。二次加工は 2が背面の周縁と主要剥離面のつまみ部に、 3が両面全体に、 4が背面全体と

要剥離部のつまみ部と片側縁に施されている c また、 2の石匙は 3 • 4の石匙に比Jして調整が粗雑である。

5~7 はスクレイパーである。素材剥片の í~1J縁に二次加工が施されて、刃部が作出されている石器である。

5は末端に、 6は片側縁と末端、 7は両側縁に二次加工を施して、刃部が作出されている。

8 i土SD04覆土中より出土した白石である。楕円形を呈する擦で、その両面に山が作出されている。
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3. 王子安時代の遺物

出土した平安時代の遺物は、土師器@ @羽仁1.鉄製品 e などである。ここでは土師器(羽口を

含む)と須恵器について述べて、鉄製品等については、

須恵器の出土比率は重量比でみると、土師器50: 

( 1 )主締器(第58~72図、第 7~9

遺構内外より出土した土師器は、警を主体にごく

5章第3節を参照いただきたい。なお、土師器と

1となるの

まれ、杯類は l点も確認できなかっ

た。また、成。整形に際し、明瞭なロクロを{吏用した個体はないと観察された。

は破片資料が多く、法量 e形状について言及できる例は少ないが、高さが30cmを超すような大型の器は

ごく僅かにすぎないと忠われる。逆に107. 108は高さが5cm未満となり、ミニチュアの類と言えるかもしれ

ない。口縁部の形状は、緩く傾外するものが多いが、ほほ直線的に立ち上がるもの (21・31など)、内湾する

もの(34. 44など)も見られる。器面調整は、外面が縦(斜)方向のケズリで口縁部に軽い横ナデを施し、内面

は横(斜)方向のナデが一般的である。外部のケズ 1)は、粗い「ナタケズリ J ;1犬のものやミガキに近いケズリ

がある。底部は、砂粒を付着させている「砂底J の個体、ナデ(ケズリ状のナデ、ミガキ;1犬のナデ)を施す儒

体の両者が混在する。いずれにしろこれらの斐は焼成が良好であるものが多く見受けられる。なお82の外面

口縁部には明らかに粘土紐積上げ痕跡と異なる 1条の沈線が巡り、内面には籾庄痕がl粒認められる。

把手付土器は、遺構内 4点、遺講外9点の計13点(個体)出土したが、全体の形状の明確なものはない。こ

の他判然としないが、粘土の剥落状態から106も把手付土器であった可能性がある。把手部はいずれも中

で中空のものはない(45は把手部欠落)。把手の付け方は、あらかじめ胸部に孔を穿っておき、棒状の把手を

差し込むもの(113. 114など)と細部に夜接貼り付けるもの(45. 64 . 110など)の別がある。これらの把手は

嗣部から横方向あるいはやや上向きに付されるが。 64はよ向きの度合いが高く、甑の把手状を呈している。

器面調整 e焼成は小破片が多く不明瞭であるが、基本的に蓋と向様と思われる。ただ本種個体は二次的に火

熱を受けているものが大部分を占めており、この点でも棄と機能を異にする可能性がある。なお106は、口

径8.8cm"底径6.5cm、器高6.2cmの小型の土器であり、形態もさることながら、器面調整の上で他値{本とは

異質の感がある。厚手で安定性の悪い底部から外面胸部陰口縁部にかけては、幅 2mm程のヘラ状工具による

粗いミガキが施されており、内面は指頭による横方向の粗いナデとなっている。

、羽口は遺構内出土の 2'I図体を掲載している。 59は端部が外方にやや広がる形状を示しており、外形

は円形ではなく方形に近く、一辺は明らかに平土佐となるように整形されている。

( 2 )須恵器(第73~75図、第10表)

出土した須恵、器は、遺構内 5点、遺構外17点の計22点であり、全点図示している。いずれも小破片であり、

全体の形状の明らかなものはないが、翠あるいは査となるものであろう。

S 1406出土の 2は、翠の破片であるが、意図的に円形(在約 9cm)に加工している製品である。半分欠落

しているが、内面には顕著な磨面が観察でき、墨の付着は見られないものの、硯を意識したものと思われる。

同議の破片は他にはなく、円形に整形・加工した製品として本遺跡に持ち込まれた可能性がある。
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挿図 出土
器形

色 調
{藷 考

番号 地点 タト ffii 内 面

58-1 S 175 こ三EEUF: 日 ヰみクこ1く 部 7.5YR7/6控 7.5YR7/4に

つιJ S 175 j甘←巴訂 )jJ司 ~./2黒掲 黒字自

Fδ ラ S 1107 zコ~豆 口 月f~ 7. 5YR5/3~こぶし‘?見 10YR7/6明黄褐 スス状炭化物付着

4 SIl07‘373 護 口h¥求音[5から)氏音[::; '6桂 ;・F主L主乞 底部径7.5cm

5 S 1107 斐 仁i 不設 立ロ1; 10YR3/1黒掲 )YR31黒褐

6 S 1 112 事」才叉~ 口 Fみ4三玉1 10YR7/4にぶ黄器 10YR7/6明黄褐

S 1 112 翠 口 ヰ。 7. 5YR71叶登 ( . ;黄撞 火熱を受けている

8 S 1 112 翠 底 7.5Y2/1黒 底部ナデ、窪6cm

9 S 1112 主J又主互」 口 耳み:工司'L王 音E 2. 登

59-10 S 1115 コZ王BユE 口 ま 5 2.5YR5/6明赤褐 十デ

11 S 1115 J浮ヨtz-A [J 平ィ君仁く 音E 7.5YR6/6i登 2.5YR7/6才22

12 S 1115 主主主いZ 口 司るk 登 2， i明赤褐

13 1 115 護 口 不設 10YR6/6明黄褐 2.5YR5/6明赤褐

14 S 1115 議:Jfi.室J [] 市公 10YR4/4褐 10YR5/4にぶい黄褐

15 S 1115 翠 腕部から底部 7. ;黄軽 10YR6/4にぶい黄糧 底部径8.5cm、砂粒付着

16 S 1115 三塁 日 耳今号ヨj'(ー 部 10YR5/4にぶ賞褐 10YR4/3にぶい黄褐

60… 17 S 1192 五世主主 口縁部カら底部 7. i桂 7.5YR7/4 h程 庭部径71 、砂粒付着

18 S 1192 斐 腕部から底部 7.5YR5/6明褐 10YR5/3にぶい黄褐 底部f歪8cm、砂粒付着

61 19 S 1192 斐 口 YみI''(l亡ヨ、 7 火熱を受けている

20 S 1192 斐 口 干議 きE 2.5YR6/8;1登 7. 火熱を受けている

21 S 1198 斐 口 平τ5トテ告R 立仁fI~ ;/8控 /61登

つつ S 1198 3事え}豆斗 仁i 認: 10YR5/lt品)天 5YR2/1黒褐

23 S 1 198 議L主U乏 胴部から底部 10YR4/2灰黄褐 10YR6/6明黄褐 底部ナデ、径6.5cm

24 S 1198 斑.J;w 胸部から 10YR7/3にぶ=黄糧 lOYR6/3に ミ黄糧 底部ナデ、在7cm

25 S 1198 斐 胸部から底部 7.5YR6/6ネ歪 10YR7/4にぷ h黄務 底部荏7.5cm、砂粒付着

26 S 1215 斐 底 5YR6/6桂 7.5YR6/4にぶいネ登 底部ナデ、径5.5cm

162-27 S 1238 牽 底 立口Is 7. 7. 5YR7/6桓 底部ナデ、夜10.5cm

28 S 1240 羽口 2. 浅黄 7.5YR6/6t!i タト1~を6.5cm 、 内径3cm

29 S 1240 斐 口 耳。:三者L三 立口1::; 登 5YR5/4にぶい赤褐

30 S 1240 五三詰じ百 仁i 不.:，.，と当しく j美黄麓 lOYR6/4 も黄糧

31 S 1268 棄 口 1むfQ主主民 10YR6/3 ~ a黄桂 10YR6/6明黄褐

32 S 1372 謹 行 iF il、芸訂、 i控 立

33 S 1372 翠 口 司~~;上t 7.5YR5/4にぶ h褐 / it笠

34 S 1372 翠 LI 手家 7.5YR5/6明褐 7.5YR4/1褐灰

35 S 1372 斐 胸部から底部 10YR6/6明黄褐 10YR6/6明黄掲 底部ナデ、径7cm

36 S 1372 蜜 口 司~3主b上z IぞゴずIlA7 ! ゥ /6ネ登 7. 5YR6/6~登 火熱を受けている

63-37 S 1373 二Z孟EしE il k景 部 5YR6/6者 2.5YR5/6明赤褐 火熱を受けている

38 S 1373 易:二h自-主 口 t設 立rrl~ 7.5YR5/3に ミ褐 7.5YR4/2灰褐

39 S 1373 野村土器 日間 7.5YR5/3にぶい褐 7.5YR5/1褐灰 火熱を受けている

40 S 1373 斐 口 平家 5YR6/6燈 5YR6/6f登

41 S 1380 翠 口 ゑ家 きE7.5YR6/6程 7.5YR6/4にぶい控

42 S 1385 燕占U 仁l ド1，とぶi 音I~ 10YR7/6明黄褐 7. 5YR7/4にぶい棒 火熱を党けている

43 S 1385 護 口 F。三者1、 音[) 7.5YR6/4にぶ h指 7.5YR6/4にぶい1登

44 S 1385 翠 日 ゑゑ 7. 5YR7/4にぶい殺 5YR7/4にぶい桂

45 S 1385 託子H土器 月間部から底部 }‘ ー十一王1文 5YR5/4にぶい赤褐 火熱を受けている

63-46 S 1385 護 底 7.5YR6/4にぶい桜 10YR7/3にぶい黄樫 底部ナデ、径8cm

47 S 1385 護 口 手家 5YR6/6粒 7.5YR6/6鐙 火熱を受けている

64-48 S 1428 事fll主立~ 仁i 乃最 5YR6/6干笠 5YR6/6~登 ナデ

49 S 1428 翠 腕部から}良部 7. 5YR7/4にぶイ笠 10YR7/4 ミ黄1登 底部ナデ、律8.5cm



誌ワ筒 i-H-トJ音効l

8 ( 2 ) 

挿図 出土
器形 部

調 1jmュ 考
番号 地点 治論 内 出

64-50 S K 1267 斐 底 7.5YR4/3褐 110YR6/4 ~ h黄1登 底部径8cm、砂粒付着

51 S K97 翠 口 示京 部 10YR4/1褐灰 10YR5/3にぶ賞褐

52 S K97 斐 口 司みふれt 音IS I:!.J火:首褐 10YR5/3にぶい黄褐

53 S K97 斐 口 乃ミ4 10YR5/4に ミ黄褐 7.5YR6/4( 

54 S K97 護 )長 10YR6/6明黄褐 10YR6/2灰黄褐 底部径9.5cm、砂粒付着

55 S K98 ミ二告恒主互」 服 部から底部 5YR5/6明赤褐 5YR6/6:f章、 底部ナデ、径6cm

56 S K118 斐 腕部から底部 10¥ァR7/4にぶ t黄穏 lOYR7/3にぶ寅控 底部径7.5cm、砂粒付着

65-57 S K263 警 Jj'i =黄1登 10YR7/4にぷ黄桂 底部ナデ、 f壬7.5cm

58 S K263 翠 底 部 10YR6/4にぶ h黄糧 10YR7/3にぶい黄桂 底部径10cm、砂粒付着

59 S K364 ~~仁i ]つ. 灰白 つ~，号 7/2灰黄 f壬7cm

60 S K376 浮Jえrt 口 結i 7. 5YR7/6i登 5YR6/6~登 火葬さを受けている

61 S K376 斐 口 示法 音I~ 10YR7/4に h黄桜 10YR7/6明黄褐

62 S K429 翠 口 縁 7~ 阿部/2灰褐 7.5YR5/4 ヰ褐

63 S K PL180 議;_tq_;室 口 司45:三与土え 部 7. 登 7. 5YR7/4にぶ¥，t，1登

66-64 S D04 !日t土器 日間 音日 7.5YR7/4 7.5YR8/4浅黄糧 火熱を受けている

65 S D47 護 口 品設 部 10YR6/6明黄褐 10YR6/6明黄褐
cc S D95 翠 口 京まー 者E 10YR4/1褐灰 10YR3/1黒褐

67 S F05 事J主L差J 口 宗家 7.5YR7 歪 7. 5YR7/6ネ登

68 S F05 護 口 示義 音E 10YR6/6明黄掲 10YR6/4にぶし h賓設

69 S F05 斐 底 立口R μ 10YR6/3にぶい黄積 10YR5/4 s黄褐 底部ナデ、窪8.5cm

67-70 MT50 説-"'話'-' iコ 司τ3王1 7. 笠 7. 登

71 L R44 斐 口 小τ<I:.:;;L寺民
ロE 10YR6/3にぶし責措 lOYR5/3にぶい黄褐

72 L N46 護 口 t議 7.5YR6/4にぶい4登 7. 5YR7/4にぶいf_ff
73 L R40 声主lf 口 主義 音E7.5YR5/4にぶい褐 7.5YR5/4に h褐

7/1 MF，15 斐 口 耳。E131t 5YR5/6明赤褐 5YR5/，1にぶい赤褐

75 L R40 護 口 ド。王''''てL 2.5YR6/6r登 2.5YR6/4に h麓

76 L Q48 或一」語玄斗 仁j 縁 2.5YR6/6i登 5YR6/4 に.h~ ¥，tサ1f

77 M I 52 斐 仁j 10YR6/3'こぶい黄控 10YR5/3 h黄褐

78 LM43 議占 U 口 縁 2.5YR6/6:f歪 2.5YR6/4にぶいオ笠

79 L R42 二事民告主三 打 ;。F5二d'(し 立tmい rゥ /6毅 7.5YR6/4にぶい殺

80 L T40 護 口 耳4ト、ミ:!'jヨ4 部 10YR5/3にぶい黄褐 10YR5/4にぶい黄褐

81 MA40 '5民LユZ 口 司。~主K s黄程 7.5YR7 登 火熱を受けいる

68-82 ME52 取ー且A 口 持t Eτちま'1いf 登 )YR4/2民黄褐

83 L Q51 要 打 H1PB ha  jar 、 7箇5YR6/6;t笠 7.5YR6/4にぶし=校

84 L R40 護 口 t京 7. 5YR7 /6~登 7. 5YR7/6桂 火熱を受けている

85 MF44 護 口 耳r，:三ぷ3し 10YR6/4にぶい黄殻 10YR7/4にぶい黄援

86 ME57 護 口 縁 7.5YR6/6;i登 7.5YR6/6i笠 火熱を受けている

87 MF46 斐 [_] 音15 7.5YR7/6i笠 7.5YR4/6褐 火熱を受けている

88 ME52 護 日 i味 音日 10YR6/4 h黄1登 lOYR5/3にぶp黄褐 火熱を受けている

69-89 L Q53 護 腕部から底部 5YR5/6明赤褐 5YR6/6i:登 底部径10cm、砂粒付着

90 L R36 査 胴部から底部 10YR5/4 ミ黄褐 7.5YR6/6f登 底部径12cm、砂粒付着

91 L R41 翠 底 7. 5YR7/4にぶ=燈 7. 5YR7/4 'i:主豆主え 底部径 9cm、砂粒付着

92 MH51 護 腕部から)長部 阿部/6明赤褐 10YR7/3にぶい黄指 底部砂粒付着

93 MF56 翠 腕部から底部 7. 5YR7 /6~登 7.5YR6/4にぶい燈 底部径12cm、砂粒付着

94 L D54 護 腕部から底部 7.5YR6/6t登 7.5YR6/6i:登 底部径 7cm、砂粒付着

70-95 M J 47 護 腕部から底部 10YR6/4にぶ h黄殺 10YR6/3にぶい黄樫 底部ナデ

96 L N50 瑠Jし 腕部から)良部 10YR5/4に h黄褐 10YR6/3にぶ s黄糧 底部ナデ、径8cm

97 L N5J 議;_tq_;室 籾部から底部 10YR3/2黒褐 10YR5/3にぶい黄褐 底部ナテ¥葎6.5cm

98 五11A45 護 胸部から底部 10YR3/1黒褐 10YR4il褐灰 底部ナデ、径8cm
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号表土師器観察表(3 ) 

器形 音E
色 調

備 考
番 点 タト 面 内 面

70-99 L S47 要 )氏 音[5 5YR5/4に 、赤褐 5YR5/4にぶい赤褐 底部ナデ、径7cm

100 MD45 事J弐夜ム !長 10YR5/2)j疋黄褐 10YR6/2}j己責褐 底部ナデ、在6.5cm

101 L D44 3支主己百 )氏 5YR6/4にぶし s樟 10YR6/4にぶ貰控 底部ナデ、径6cm

71-102 MG44 5ヱ~己 }氏 奇E 10YR5/3にぶい黄褐 7.5YR5/4に h褐 底部在8.5cm、砂粒付着

103 L R49 zーよ元fHiA !ま 7.5YR3/2黒褐 10YR4/2民黄褐 底部径7cm、砂粒付着

104 L S37 護 I芸 2.5YR4/4にぶ h赤褐 2.5YR4/4にぶい赤褐 底部径8cm、砂粒付着

105 L N53 斐 底 10YR4/2)1(黄褐 10YR7/4にぶミ黄桂 底部径10cm、砂粒付着

106 MD48 ぷ」t又茸」 口縁部から!安部 10YR6/3にぶい黄程 10YR6/2)五黄褐 底部径7cm、把手付か

107 MK50 斐 胴部から底部 10YR6/4にぷい黄桜 10YR6/4にぶい黄糧

108 MA51 写3恒己 口縁部から底部 10YR5/3に t黄褐 10YR6/4にぶい黄糧

109 MA53 1地L了平J141ム担uff 10YR5/4にぶい黄褐 10YR5/3にぶい黄褐

72-110 MB47 即日;器 7.5YR7;句4登 5YR7/6i登 火熱を受けている

111 MD48 し日ご 5YR7/6i登 (外部のみ) 火熱を受けている

112 MB55 1剖し了ご仁l1ι'Jム1.ば 2. 登 (外商のみ) 火熱を受けている

113 MC48 |矧j土器 2.5YR6/6澄 (外面のみ) 火熱を受けている

114 L P44 |記子N土器 7. 5YR7/4にぶい樟 (外面のみ)

115 L P41 !貯lj士号 7.5YR4/1褐灰 (外部のみ) 火熱を受けている

116 MF57 it干白土器 5YR6/6桂 7.5YR6/6i澄

117 MK49 記子j.j土器 10YR6/4 ミ黄燈 (外面のみ)

表ハυ

挿図 出土
器形 位

色 調
f蒲 考

番号 地点 外 回 1;人J 間

73-1 S 1215 要 日間 音E2.5Y5/1黄灰 2.5Y5/1黄灰 外国タタキ日

つ S 1406 費 日間 10YR5/3にぶい黄褐 10YR5/2灰黄褐 転用硯

つd S K161 軍τi-:-;;- 胸部から底音[S 2.5Y6/3にぶい黄灰 2‘5Y6/2黄!疋

4 S K376 fτ亜三r 踊部から!主部 2. 2灰黄 2.5Y6/3にぷしE黄灰

5 S D04 翠 日間 苦E2.5Y4/1黄灰 2.5Y4/1黄灰

74-6 L 046 護か壷 月間 音E2奪5Y4/1黄Dミ 2‘ 
.昔

7 L Q36 護 日間 7.5YRl. 毘 7.5YR2/1黒

8 L P54 斐か査 1同 青E2.5Y6/1黄灰 2倉5Y5/2暗!五黄

9 L 050 斐 日開 部 2.5Y2/1黒 2.5Y4/1黄灰

10 L S41 斐 日間 部 思 10YR2/1黒

11 MA48 護 日間 10YR3/1黒褐 10YR3/4暗褐

12 MD48 霊か壷 月間 部 2.5Y4/1黄灰 2.5Y5/1黄灰

13 おlG54 護か壷 月間 2.5Y3/1黒褐 2.5Y5/1黄沃

14 MD59 主主 月間 音日 2.5Y5/1黄灰 つ 昔 d

75-15 MH55 斐か壷 日間 2.5Y5/1黄灰 2.5Y5/1黄灰

16 ML52 要か査 日間 昔日 2.5Y4/1黄灰 10YR3/4暗褐

17 表採 査か壷 日間 部 5Y2/1黒 5Y5/1D己

18 表採 要か壷 日間 2.5Y5/1黄)天 2.5Y5/1黄灰

19 L S45 翠か壷 胴部から底部 2.5Y6/2灰黄 2.5Y5/2踏灰黄

20 ME52 斐か査 日間 部 5Y4/1灰 2.5Y6/2灰黄

21 MF45 費 日時 部 5Y4/1]]己 2.5Y5/2暗灰黄

22 N056・MG56 護 目隠 部 2.5Y5/2B音灰黄 2.5Y5/2暗灰黄 スス状炭化物付着



第2節出土遺物

4. 中世@近世の遺物

( 1 )陶磁器(第76~83図、第11 . 12表、図版39~46)

出土した陶磁器は、図示した64点(個体)を含め約120点である。このうち遺構内出土は、わずか 7点にす

ぎない。遺物の産地は、中国産と国内産に大きく分けられる。前者は明代の染付であり 5 している。

後者は越前、備前、瀬戸@美濃、肥前及び地場(東北)などである。時期的には、瀬戸・美濃の一部と越前が

15世紀代(後半)に瀕る可能性を残すが、概ね16世紀から18泣紀代までと見ることができる。

①中国産磁器(第76図 1~ ム図版39)

5点出土のうち 3点(1-3)は遺構内出土であり、空堀(SD01)と土塁(SF 05)内から得られている。こ

れら 3点は、景穂鎮産と判断される染付皿であり、 16世紀代に時期を求めることができる。 2の見込みには、

龍あるいは獅子の図柄が意匠されている。また、遺構外出土の 2点(4. 5)は、福建系の染付碗と思われ、

16世紀中葉から17世紀初頭に位置づけられる。

②国内産陶磁器(第77図 6~第831翠弘、図版40~46)

100点を超す国内産陶磁器は、小破片が多く産地を同定できない資料もある。遺構内では 4点出土しており、

いずれも瀬戸・美濃産である。 6. 13はSD04空堀出土の天日茶碗、 SK 1137出土の15とSK127出土の23

は灰粕丸皿となり、各個体とも15世紀第4四半期から16世紀中葉に収まる。なお15は、 SK 1137覆土上位

と遺跡外(MB52グリッド)出土の接合個体である。両者は約15mの距離をおいて発見されている。

また遺構外では、瀬戸。美濃の天白茶碗@灰紬丸毘など、月巴前の染付Jill.碗など、越前・備前の摺鉢など

が出土している。
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第4主主 調査の記録

、、、一4一g.g“g.

/ag.

ー、

挿図
出土地点 産ー 地 S甘EEZ「 ーJウ、 時 員日 備 考

番号

76-1 SDOl 16世紀前半一中葉 口縁外反り

2 S F05 龍か獅子 16世紀後半 内奇

δ r、 S D01 景徳鎮 y 16世紀後半 内写

4 L T48 揺建系 16世紀中葉~ 酸化気味で焼成不良

5 M 1 52 16世紀後半-17世紀初頭 染付の下に化粧掛け、被熱

77-6 S D04 瀬戸・美濃 天目茶碗 後N期(新)

L P51 天白茶碗 後N期(新)か

8 L R52 天日 後N期(新)か大窯2

9 L S49 瀬戸・ 天B 大窯 1 灰紬流し

10 L Q50 天日茶碗 1 

11 L R49 瀬戸・美濃 天日茶碗 2か

12 L Q53 瀬戸・ 天日 大窯2

13 S D04 ヲ三日 3 

78-14 L 040 -美i農 灰軸丸皿 大窯 1か2

15 S K 1137 瀬戸 a美濃 灰軸丸服 2 

16 L Q40 瀬戸・美濃 灰紬丸血 2 

17 L R49 瀬戸-美濃 灰稲内禿皿 大窯3

18 MB51 J灰稔丸llIl ιワJ 

19 MG53 -美濃 )天職丸llll 印花文 2 

20 L P46 瀬戸・美濃 灰糊丸皿 2 

79-21 MA57 瀬戸，美濃 灰軸丸血 ιつJ 

22 L P53 瀬戸・美i農 灰軸丸血 ω つ〆

23 S K127 瀬戸・美濃 灰稲丸血 2 

24 L N45 灰粕丸皿 大窯2か3

25 L Q44 j頼子ヨ，美濃 灰紬丸碗か 大窯 1-3 

26 MB52 瀬戸・ 灰紬丸血

27 MA52， 53 )天紬丸血

80-28 ME53 日巴 前 染付碗 半菊文 1630-1640年代 初期伊万里

29 M J 51 日巴 自リ 染付瓶 17世紀中葉

30 LM45 m:: 自リ 染付 山水文 17世紀中葉

31 L D46 日巴 自Ij 血 笹 17世紀中葉

32 M J 49 肥前有田 染付11] 1655-1670年代 ハリ支え

33 MB52 日巴 前 染付碗 植物 17世紀末葉-18世紀前半

34 L 047 日巴 ロIJ 染付碗 17世紀末葉一18世紀前半 コンニャク印版

35 L Q50 Ht:: ロサ 染付小碗 雨降り文 18世紀前半

-134-
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( 2 ) 

挿図
出土地点 産 地 5TI5FF Z 時 期 i蒔 ニイ長戸、d乙. 

番 号

80-36 MD43 B~ 日リ 染付碗 18世紀前半

37 L S 51 日E 日甘 染付碗 樹文 18世紀前半

38 M 1 51 B~ 目。 染付皿 18t!t*-己

39 M 153 B~ EIリ 染付碗 18世紀前半

81-40 MB51 日巴 EI!J 染付碗 は渦福 18世紀前半

41 M 1 50 B~ 日目 染付碗 裏銘は大明年製 18世記前半頃

42 L P49 日E ロリ 染付碗 18世紀前半

431 MB53 日巴 将司 染付 ど句ーニ1」，1哨A回 18世紀前半頃

44 MD45 n~ ElU 染付碗 18世紀前葉一

，15 ML51 B~ 前 18世紀前葉~中葉

46 MK48 m~ 自リ 白鶴か 18世紀前半 蕎麦猪口

47 MH57 日記 EI!J 染付碗 氷列文 18世紀前葉一中葉

48 MH50 日巴 染付碗 18世紀前葉一

82-49 M 149 日目 日目 染付皿 18世紀中葉一末葉 アルミナ砂

50 L S45 日巴 染付碗 18世紀前葉~中葉 光沢あり、上塗なし

51 ME54 B~ 日目 碗 18世紀後半

52 MH53 B~ 日甘 染付血 18世紀

53 L P45 H~ f1!J 染付血 18tlt紀

54 MC41 日記 i刊 染付血 18世紀

55 ML53 B~ 日リ Im 18世紀 酸化気味

56 MH55 B~ 日リ 碗 18世紀

83-57 MA48 越 日リ 摺鉢 15世紀一回世紀

58 LN45 越 見リ 15世紀-16世紀

59 MA45 f詣 前 摺鉢 16世紀

60 M 1 51 日目 EI!J 摺鉢 17世紀後半 鉄軸を口にのみ掛ける

61 MG55 日目 日リ 片口鉢 17陛紀後半-18世紀前半 外…別け目か

62 MD47 肥前系 摺鉢 18世紀-19世紀 叩き成形か

63 L R51 )J巴前系 摺鉢 18世紀-19世紀

64 MG56 大阪の堺 摺鉢 18世紀-19世紀 備前の流れをくむ
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( 2 )銭貨(第84図 1-9，¥図版

本遺跡では、遺構内外より 9枚の銭貨が出土した。うち 2枚は塚出土(塚の項で記述)であり、他の 7枚は

遺構外であるが、塚の位置する調査区南部に集中することから、これに何らかの関連をもっ資料と忠われる。

銭名は判読不能の 4を除く 8枚が、江戸時代に流通した「寛永通賓」であり、背に(銭の裏)には、 8にのみ

「佐」の文字が陽刻されている。「佐」は新潟県佐渡相111で鋳造(初鋳:享保2年=1717年)された銭である

ことを示している。

S Y170塚出土の 1は、「永」字の末函が大きく跳ね上がる特敏から、現在の秋田市]11尻(秋田刑務所近辺)

に銭座を構え鋳銭した秋田Jll尻銭と判断される。同銭は元文3年(1738)を初鋳とし、延享2年(1745)に鋳銭

が中止されている。銭貨は盛土内から出土していることから、塚の構築時期は18世紀第2四半期か、これ以

降となるであろう。
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第 1節 火山灰分析、放射性炭素年代測定結果

株式会社古環境研究所

1 .火山灰分析

( 1 )はじめに

秋田県域には、鳥海火山や十和田火山さらに秋田駒ヶ岳、寒風山、日潟などの第四紀火山が分布している。

そして後期!日石器時代以降の地層や土壌の中には、これらの火山のほかに北海道の洞爺火山、さらには九州

地方の阿蘇火山や始良火山などの噴火に由来するテフラ(火山砕屑物P いわゆる火山灰)が分布している。し

たがって秋田県域では、これらのテフラを利用して地層の層位など知ることができるようになっている c こ

れらテフラの中には、理化学的な年代測定をはじめとする多くの手法により噴出時代が明らかにされた示標

テフラがあり、これらを過去の時間と空間の軸として嬬年を行う火山灰編年学(テフロクロノ口ジー)が考古

学的な編年研究においても盛んに利用されている。

鷹巣町脇神館跡の発掘調査でもテフラ粒子が検出されたことから、屈折率測定を行って示標テフラとの同

定を試み、土層の堆積年代に関する資料を収集することになった。

( 2 )屈折率測定

①測定試料と測定方法

調査分析の対象となった試料は、発掘調査担当者により採取されたMD56グリッドの軽石(試料番号8)お

よびMD58グリッドの火山灰砂層(試料番号引の 2試料である。測定は位相差法(新井， 1972)による。

②測定結果

屈折率の測定結果を第14表に示す。試料番号 8(MD56グリッド)には、軽石が比較的多く含まれている。

色調は黄白色で、最大径は1.5mmで、ある。火山ガラスの屈折率(n)は、1.506 -1. 510である。また重鉱物と

しては、斜方輝石のほかに単斜輝石が認められる。含まれる斜方輝石の屈折率(y)は1.706 -1. 708である。

この軽石は、火山ガラスの屈折率、重鉱物の組み合わせ、さらに斜方輝石の屈折率などから、十和田火山

起源と考えられる。層位学的および考古学的な資料にかけていることから示標テフラとの同定は非常に難し

いが、遺跡、の位置を考慮すると、約1. 2~ 1. 3万年前の十和田八戸テフラ (To-HP ， Hayakawa， 1985，町田・

新井， 1992)やそれに連続して噴出した八戸火砕流堆積物(To-H，Hayakawa， 1985，町田・新井， 1992)あ

るいは3.3万年前以前の十和田大不動火砕流(To-Of，Hayakawa， 1985，町田 e新井， 1992)に由来する可能

性が考えられる。

試料番号 9(MD58グリッド)には、軽石が多く含まれている。色調は白色で、その最大径は4.0mmで、ある。

火山ガラスの屈折率(n)は、1.501 1. 504である。また重鉱物としては、斜方輝石のほかに単斜輝石が認め

られる。含まれる斜方輝石の屈折率(y )は1.706 1. 708である。このテフラ粒子は、 915年に十和田火山か

ら噴出した十和田a火山灰(To-a，大地， 1972，町田ほか， 1981)、あるいは同じ噴火活動で発生した毛馬

内火砕流堆積物(内藤， 1966，町田ほか， 1981)に由来する可能性が大きいと考えられる。

いずれにしても、分析者が現地の土層断面を る機会を得ることがなかったことから、試料の散

状や層位に関する資料を多く持ち合わせていないc したがって、詳細についてのコメントは難しいが、少な
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くても後者については資料の岩相などから、 τo-aまた

したがって、その堆積年代は915年以降と推定される。

( 3 )小結

脇神舘跡において採取された 2試料について屈折率測定を行った。その結果、いずれも十和田火山起源の

内火砕流堆積物の水成再堆積層と考えられる。

テフラ粒子あるいはテフラ粒子が含まれていると推定された。とくにNID58グリッドの砂層中のテフラ粒子

については、 915年に十和田火山から噴出した十和田a火山灰(To- a)、あるいは同じ噴火活動で発生した

毛馬内火砕流堆積物に由来すると考えられ、試料の堆積年代は915年以降と推定された。
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P .254-269. 
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p.507-592. 
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第14表脇神館跡における屈折率測定結果

試料

形態

石
一
調
一
白

軽
一
色
一
黄

重鉱物

主耳

豆王 屈折率 組成 opxの屈折率

opx > cpx y : 1. 706-1. 708 8 十十 m
 
p
 

n: 1. 506-1. 510 

9 +十十 pm 自 n: 1. 501-1. 504 opx > cpx y : 1. 706-1‘708 

十十十十 :とくに多い，十十十 :多いヲ+十 :中程度，十:少ない，

一:認められない pm 軽石型， OpX 斜方輝石， CpX 単斜輝石.

屈折率の測定は位相差法(新井， 1972) による.



2.放射性炭素年代測定結果

( 1 )試料と方法

第1節 火山灰分析、放射性炭素年代測定結果

試料

1 

採取地点

S K 1137 

2 S K155 

3 S K376 

4 S K398 

F
h
u
 

SW13 

6 MA44G 

7 MA48G 

試料

炭化物

自
(

炭化物

炭化物

炭化物

炭化物

炭化物

酸

測定法

戸一線計数法

，3 
ベンゼン

酸によるエッチング

ベンゼン

低濃度処理

アルカリー酸洗j争

アルカリ

AMS 法

戸

ベンゼン合成

低濃度処理

酸ーアルカリー酸洗j争

アルカリ

AMS法

戸一様言十数法

F一線計数法

(2)測定結果

ベンゼン合成

低濃度処理

争牛什Mノ援リ

成

カ

合
ル

ン

ア

ゼ
一
~
〆

酸

ベ

低濃度処理

試料 14C年代 測定No

1 310土50

2 410::t 70 

3 910土40

(年 BP)

δ13C 

-27.0 

-6.0 

-21.3 

補正14C年代

(%0) 

280土50

720土70

970土40

(年 BP)

交点:stD 1650 

2SIGMA: AD 1485 TO 1675， 

AD 1770 TO 1800. 

AD 1940 TO 1950 

lSIGMA: AD 1525 TO 1560， 

AD 1630 TO 1665 

交点:AD 1285 

2SIGMA: AD 1205 TO 1400 

lSIGMA: AD 1206 TO 1305 

交点:BC 1035 

2SIGMA: BC 1000 TO 1175 

lSIGMA: BC 1020 TO 1055， 

BC 1090 TO 1150 

(Beta-) 

101748 

101749 

101750 
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4 2940土70 -28.9 2880土70

5 90土30 -22.7 130::!:::30 

6 120土80 -24.6 120土80

7 390土60 -25.8 370土60

①14C年代測定値

交点:BC 1020 

2SIGMA: BC 1265 TO 855 

lSIGMA: BC 1135 TO 930 

交点:AD 1695， 1725， 

1815， 1920 

2SIGMA: AD 1675 TO 1775， 

AD 1800 TO 1945 

lSIGMA: AD 1680 TO 1745， 

AD 1805 TO 1935， 

AD 1890 TO 1905 

交点:AD 1700，1720， 

1820，1855， 

1860，1920 

2SIGMA: AD 1650 TO 1950 

lSIGMA: AD 1670 TO 1780， 

AD 1795 TO 1945 

交点:AD 1495 

2SIGMA: AD 1430 TO 1655 

lSIGMA: AD 1450 TO 1640 

101751 

101752 

101753 

101754 

試料の14C C比から、単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した{室。 14Cの半減期は5，568

年を用いた。

②onc測定値

試料の測定14C C比を補正するための炭素安定同位体比(l3C C)。この値は標準物質(PD B)の同位

体上とからの千分偏差(%0)で表す。

③補正14C年代値

O J.1C測定値から試料の炭素悶{立体分別を知り、 14C /12Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

④暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を補正することにより、暦年代(西暦)を算出した。

補正には年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値を使用した。この補正は10，000年BPより古い試料には

適用できない。

③測定No.

betaは、アメリカのs(ベータ)社の測定番号を示す。加速器はオランダのグローニンゲン(Groningen)大

学の機器が用いられた。

-140-



2節 炭化材の樹種ほか

第 2節 炭化材の樹種三種実遺体の種類、貝類の種類、

平安時代の炉について、堆積!蓄の

の

パリ J サーヴェイ

1 .分析目的および手法

( 1 )炭化材の樹種

中世の竪穴状遺構(SK 1 137)から

択に関する資料を得る。

( 2 )種実遺体の種類

S K 1 137， S K P 212， S B 274-P 1 . 7の

生および植物利用に関する資料を得る c

( 3 )貝類の種類

した について、 により を明らかにし、

から取り上げられ を し、周辺植

S K 1 155覆土中から

関する資料を得る。

( 4 )土坑への遺体埋納の可能性

各土坑(SK254， 376ラ 429)に遺体が埋約されたか否かを

とともに攻り上げられ の洗い出しおよび同定を行い、

めーに7Q
 

1)ン事カルシウム分率庁を

行う。

( 5 )平安時代の炉について

平安時代の炉に鉄浮があったか否かを検討するため、蛍光X続分析による を行う。なお、分析

はSiOz，TiOz， AlzO~ ， Fe20~ ， MnO， 1¥lg0， CaO， PzOsの10元素とし

( 6 )堆積層のう3寸斤

1¥11 D 58グリッドの堆積層 3点

腐植分析を行う。

e焼土質土)について、腐植の形成過程などを明らかにするため=

28 炭化材の樹種

( 1 )試料

試料は、

第15表に記した。

( 2 )方法

(横断面ト柾目(放射断面い板日

り した炭化材19点 1 ~ 19)である。 ;之、 共

子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を

( 3 )結果

樹種間定結果を第15表に示す。試料番号 1，2， 8 には 2 種類が認められた。また、試料番号16~18は樹

し、

の3断面の割断面を作成し、

を同定する。

よ

皮であったため、種類の伺定には至らなかった。これらの炭化材は、針葉掛 1種類(ヒノキ科)、広葉樹 2

類(クリ・モクレン属)とイネ科タケ産科に同定された。各種類の解剖学的符徴などを以下に

-ヒノキ科(Cupressaceae)

佼道管の早材部から晩材部への移行は緩やか、晩材部の幅は狭い。樹脂綿胞が晩材部に認められる。放射

組織は柔細胞のみで構成され、分野壁孔はスギ型、 1分野に 2~ 41向。放射組織は単列、 1-10細胞高。
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@クリ (Castaneacrenata Sieb. et Zucc.) ブナ科ケリ

環孔材で子し麗部は 1_ 4列、子し恩外で急激に管夜を減じたのち、 iilむ戒しながら火炎状に配列する。道管は

単穿孔を有し、壁孔は交互上に配列する。放射組織は向性、単列、 l-15細胞高。柔組織は周囲状および短

接線状。

モクレン科。モクレン属(Magnolia) 

散孔材で管壁厚は

合する。 は単穿孔を有し、

張った桔円形~多角形、単独および 2_ 41毘が放射方向に複

階段状~対列状に配列する。放射組織は異性豆型、 1-2細胞幅、 1

-40細胞高。

e イネ科タケ亜科 εaesubfam. 

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱をもっO

タケ亜科は、タケ& あるが解剖学的特後では区別できない。

第?

番号 試料内容

S K 1 137出土炭化物

2 S K 1 137出土炭化物

3 S K 1137出土炭化物

4 S K 1 1371H土炭一化物

5 S K 1137出土炭化物

6 S K 1137出土炭化物

7 S K 1 137出土炭化物

8 S K 1137出土炭化物

9 S K 1 137tB土炭化物

10 S K 1137出土炭化物
1] S K 1 137/1¥土炭化物
12 S K 1 137出土炭化物

l3 
MS KA34498グ出リ土ッ炭ド化出物土炭化物， 

H 

15 MB48グリッド出土炭化物

16 SW13出土炭化物

17 S Vy13出土炭化物

18 S vV13出土炭化物

S vV13出土炭北物

3.種実遺体の種類

( 1 )試料

同定する試料は、計5

( 2 )方法

ある。

時代 用途など

中世 つ

中世 住居構築材?

中世

住悦tt居居居構構構尊莞課 オ?中111:

中世 す?
中世 住居構築材7
中世 住居構築材?

中世 住居構築材?

仁ド!日: {主居構築材?
中世

{住主居居構構築築材材?? 
中世

rli世 住居構築材?
平安時代 燃不料明材?

不明

大正時代 燃料材?

大正時代 燃料材?

大正時代 )t!.~料材?
大正時代 燃料材?

、同定結果と

樹種

ヒノキ科

イネ科タケ斑科

ヒノキ科

イネ科タケ亜科

ヒノキ科

ヒノキ科

ヒノキ科

ヒノキ科

ヒノキ科

ヒノキ科

イネ科タケ亜科

ヒノキ科

ヒノキ科

ヒノキ科

ヒノキ季j-

クリ

ヒノキ科

ヒノキ科

樹皮

樹皮

樹皮

モクレン属 i 

試料には、水洗選別がすで、に行われていたものも存在したが、種実の表面に多量の土壌が付着していたの

で、土壌試料と併せて、同様な処理を実施した。試料を数%の水酸化ナトリウム水溶液に浸して放置し、泥

化させる。その後0.5mmの簡を通じて水洗するが、炭化物はもろいので、水流を弱くかっ短時間で行うよう

努めた。特に砂分が多い試料は、1.8に調整した塩化亜鉛水漆液中に投入し、浮遊してくる炭化物のみを回

収することにより、砂分と炭化物を分離した。炭化物を風乾後、双眼実体顕微鏡下で観察し、種実遺体の拍

出と を行う。さらに、種類によって による と を行い、同定精度を高め

た円
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(3)結果

結果を第16表 検出さ: はいずれも炭化しているの は、イネ、ヒニL

ソパ、マメ類、アカザ科ーヒユ科である。以下に形態的特徴を

@イネ (Or)ァzasativa L.) イネ科イネ

炭化した佐手しが検出された。大きさは 4mm程度内目玉が位置する

には縦に平行な隆起構造が数本認められる。

欠如 きく窪んでいる。

-ヒエ近似種(cLPanicum L. var. fru-mentaceum Trin.) イネ科ヒ

炭化した佐乳ならびに穎が検出され は大きさ 1mm程度コ した部分が欠如して

いるように見える。アワ、ヒエ、キピなどの雑穀類は、外見が近似していることから、炭化した匹ぎしからだ

けでは識別するのが難しく、穎の表面構造を詳しく調査する必要がある。今回は、試料番号 24から検出

された試料に内穎が付着:している個体が存在したため、これらの一部について、表面を

し、種の再定を試みた。穎の表面構造による、アワ、ヒエ、キピの区別は、松谷(1980，などを参

にした。観察の結果、内穎表面の長細胞の形態はミ長さと中高の比率はほぼj司じか!福の方が若干広いことが

わかった。また、側壁は波~犬になり突出する(これを側枚とよぶ)が、側枝がきわめて長く、先端ほど縮くな

り、さらに側校自体も波状の構造を示している。このような構造をもっ種類を、上記の報文を参考に検討す

ると、ヒエの形態に一致することから、観察を行った個体はヒエであると思われる。同一遺構から検出され

ていることを考慮すると、保存の悪い個体も含めて、すべてヒエである可能性が高いがちすべての個体につ

いて検討したわではないので、近拐、種とした。

-ソーパ(Fagopyrumesculentum Moenc幻 タデ科ソパ属

炭化した果実が検出された。 3稜があり、大きさは 6mm程度。果皮は菱形に近しこれが3枚組合わさっ

ている。果皮は薄く、やや光沢がある。

e マメ類 εgumnosae) マメ科

炭化した種子が検出された。大きさは 7mm程度。側面

に一文字状の溝が存在する。大きさからいえば、アズキ

や小型のインゲンマメに近いが、現在の栽培種を古代の

ものにそのままあてはめるのは危険だとする考えもある

ことから(南木， 1991)、ここではマメ類とする。

。アカザ科ーヒユ科(Chenopodiacese Amaranthaceae) 

35 
多数

多数

82 

マメ類 I 4 
アカザ科ーヒユ科 2 

容一一一中

内一一土
料
一
覆

心人

Z
7

一
三
日
一
一
円
，

JK
 

Q
U
 

種子が検出された。黒色。側面観は円形で、上面観は

レンズ形を呈している。大きさは 1mm程度。側面に「へ

そJ がある。表面は細胞が亀甲状に配列している

みられる。

4. 出土した貝類の種類

( 1 )試料

試料は、 SK155覆土から採取された 1点である。試料は、

( 2 )方法

と されている。

簡に試料を入れ、ァ売により ちの=た、し
て
t
u
t
-
sν哩洗を 4ン -ベ〔」 呉類の形態的な特{設をi有

143-
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日良

( 3 ) 

を 7
G
 

は全てカワシンジュガイ (Margariufera laヒvis)に同定された。本種類は淡水産の員であり、食用と

なる。当時も として利用されていた可能性があるの

5. 士坑への遺体理納

( 1 ) 

試料;土、 SK

( 2 )方法

-試料調整

試料を風乾後、軽く粉砕して2.00mm詳のふるいを通過させる(風乾細土試料)。風乾綿土試料の水分を加熱

(l05
0

C、4時間)により測定する c

376ラ 429の覆土から採取された 3 28)である。

• 1)ン e カルシウムの測定

土壌標準分析。測定法委員会(1986)、土壌養分測定法委員会(1981)、京都大学農学部農芸化学教室(1957)

を参考に以下の操作工程で、行った。

風乾細土試料2.009をケルダー jレ分解フラスコに秤量し、はじめに硝酸(HN03)約 5meを加えて加熱分解

する。放冷後、過塩素酸(HCIO.t)約10meを加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で、100meに定容して

ろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸発色j夜を加えて分光光度計により 1)ン酸(PZ05)濃度を測

る。別にろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度計によりカルシウム

(Cau)濃度を測定する。これら測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりのリン含量(PZ05mg/cj ) 

とカルシウム含量(CaOmg/9 )を求める。

( 3 ) 

分析結果を第17表に示す。試料番号26、27、28のいずれにおいても、リン酸含量が3.0P20"mg/立を越える

値が得られた。一方、カルシウム含量は、試料番号26で3.36CaOmg/ョという値が得られたが、他の 2点は

いずれもO.OlCaOmg/ι 未満であった。

IJン念会)vシウ

26 3.69 

カルシウム

3.36 

27 6.62 0.01> 

28 3.84 0.01> 

1)ン酸、カルシウムの単位は、ともに乾土 1gあたりのmgで表示。

6. 平安時代の炉について

( 1 )試料

試料は、 SK261 (炉)内から採取された土壊試料 1点(試料番号29)である。

( 2 )方法

測定は、以下に示す条件で、行った 0

.装

理学電機工業社製R1 X 1000 (F P i去のグル ム一フグロプ

-144-
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合試料調整

試料を風乾?麦、軽く粉砕して2.00rnrn手のふるいを させる(風乾紹土試料)。風乾縮土試料の水分を加熱

減量法(105
0

C、4時間)により測定した後、振動ミル(子工製作所製T1 100 ; 10rne容タングステンカーバイ

ト容器)で微粉砕した(後粉砕試料)。この微粉砕試料をマッフル(竜気炉)を用いて800
0

Cで4時間焼成し

ガラスビートを以下の条件で作成した。

溶融装置;自動剥離機構付理学電機工業社製高周波ビートサンプラー (3491A 1) 

溶剤及び希釈率， I害虫剤(ホウ酸リチウム)5. 000 9 試料0.5009 

剥離剤， Lil (熔融!こ!と12回投入)

溶融温度;1200
0

C 約7分

e 測定条件

X線管， Cr (50Kv -50rnA) 

スベクトル; Ka 

分光結晶， LiF，PET， TAP， Ge 

検出器， F-PCヲ SC 

計数時間， PeaK40sec， Back20sec 

( 3 )結果

分析結果を第18表'市 最も高い値を示したのは SiOつで、 60.09出であった。ま などに認められ

るFeZ03含有量は8.25%、 は0.90話であった。

第18表主成分分析結果

試料名 Si02 Ti02 AhO:l Fe20:i MnO MgO CaO Na::O 

29 60.09 0.90 19.46 8.25 0.14 1.71 2‘59 1.16 

7.堆積層の分析

( 1 )試料

試料は、 I¥l1D 58グリッドの堆積層から採取された土壌試料3点

( 2 )方法

-試料調整

K，0 P::OS 

1.08 0.36 (wt%) 

である c

試料を風乾後、軽く粉砕して2.OOrnrn ~のふるいを通過させる(風乾綿土試料)。風乾綿土試料の水分を加熱

減量法(105
0

C、4時間)により測定する。風乾縮土試料の一部を粉砕し、 0.50mm併のふるいを全通させる(微

粉砕試料)。

微粉砕試料0.100-0.5009を100me三角フラスコに正確に秤りとり、 0.4Nクロム酸・硫酸混液10meを正確

に加え、約200
0

Cの砂浴上で正確に 5分間煮沸する。 冷却後、 0.2%フェニルアントラニル酸液を指示薬に

0.2N硫酸第 1鉄アンモニウム液で滴定する。 i商定値および加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの有

(Org-C%)を求め、 1.724を乗じて腐植含量(%)を算出したり

-腐植の光学性

腐植の抽出は、炭素含量100mgに相当する重量の椴粉砕試料を100me容三角フラスコに正確に秤とり、 0.5%

NaO豆(水酸化ナトリウム)洛液50me(炭素:液=1 : 500)を加える。 30t:で 1時間振とうした後、 O.]話
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1 ~ i商を加えミよく振り

り

4000rpm 

泌を50me容メスブラスコにとり、

な抽出!需植j容液を

とする。この持

T
z
a
-
-晶

T

ふ
え
八
va
 

M
H
 

[十八 101.レレ 7弘之 、声
喧d、、J._L /りにー」ー 'd、 r~ 0 I...._日 について400，600nmの吸光度を測定す

る。色が濃い場合には、 600nmの吸光度がG幽100近くなるように、 0.1%NaOH溶液でさらに希釈する(測定

は抽出後、 3時間以内)。これら測定値から CD値(Color 、.Lll 値を次の式で算出する。

. .Lll ほ瓦土 logK川 1 日(¥(¥=log( 

移 CD (抽出腐植原液の600nmの吸光度)=600nmの吸光係数X

( 3 ) 

分析結果を第19表に示す。土色は、

よりも黄色の色調がやや強く、明らか なる。

る。一方、試料番号31， 32では黒色

は、顕著な差は認めら

れなしに

らは、

l土、 B

は、.LllogKやIVI1

A型腐植援のよう

に類似する腐植化度とみられる。

らオlる。

も高い腐植とみられる。

.L11 og K 1i宣:.Lll 俸は、 A、B、P、RPの腐植酸型(熊田ヲを決定する際の.LllogKと対応し、

としてみることができる。例えば、 A型腐植酸は黒ボク土特有の腐植酸とされているが、そ

の.L11ogKは他の型の腐植酸に比較して低くち腐植の面から見た他の土壌型との区分の重要な指標とされて

きた。大羽 e本名では、このA型腐植酸に分類される土壌を NaOH抽出液のみで抽出し、その.LllogK

(今回と同じ手法による測定値)を .L11ogK三五0.650の場合にはそのほとんどがA型腐植酸

ク土の判定基準としている。

j議植分析結果

され、 0.650を ク土と

KCD  
30 12.56 21.65 0.59 12.6 A 
31 4.11 7.09 0.60 8.8 A 
32 0.76 1.30 0.60 4.2 A 

CD値(ColorDensity) C D佑は、従来の腐植形態分析法(熊田. 1981)による「腐植抽出割合XP Q (抽

出腐植中の腐植i渡部の割合)X R F (腐様酸単位みたりの色の濃さん的性格をもっ指標で、 CD値の高いも

の;ま に富み、 D ミものほ に富むといわれている 会山本ラ o

くヲIFfJ文献〉

(1986) s測定法争博友社ー

(1957) 

第 2版j，学会出版センタ

第 l巻 411p.， 

松谷暁子(1980) 遺跡出土炭化物の識別について.浦幌町郷土博物館報告， 16， p.5-13. 

松谷暁子(1984)走査電顕像による炭化種実の識別 r古文化財ーの自然科学的研究j，p. 631-637，同明舎.

(1991)栽培植物 r市墳時代の研究 4 生産と流通j，石野博信・岩崎卓世・河 i二邦彦・白石太一郎編，

p165-174，雄山閤.

腐植の簡易分析法. 日 「土壌構成成分解析法j， p. 7-35， 

55. P. 55-61. 大;:j;:j (1984)黒ボク ための腐植の分析法.



第 3節鉄j幸・鉄器類の調査

第3第鉄j宰舎鉄器類

日議グループ

(株)ニッテヅ e ファイン e ブロダクツ

/々
、
/

1 .いきさつ

秋田脇神館跡出土鉄淳およ の分析を行い、それぞれの特i数を明らかにする。

2. 分析試料および境目

分析試料は 6点で、そのうち X90X60mmで、示ヲ5509 さである。鉄淳②は100X 100 X 40mmで、

約6109の重量を有している。両鉄j宰は平均的な笛所から分析試料を採取した。鉄器類3点(鉄斧@槍先・刀

は

分析項目
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J

乞は、釜若文化財ー処理センターに よび成分分析ノ弔に採取され

合析試料と分析填毘
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一
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瓦
分
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組織観察出試料は、 ポキシ系樹脂に埋め込み組織を し後、粗研磨はエメリー紙で、 ~.f' 

研磨はダイヤモンドベーストを用いて行った後、 を行った。また、必要に応じ EPMA

線マイクロアナライザー)により を行った口なお、総左手量判 しミ は以下の通りである

NE¥tV -NOVAX立型(オリンパス社製)

EPMA CMA 733型(8

印加電圧 15kV 

0.05 

を用いてエタノ-)1，>中 を取り除き、乾燥後鉄鉢に

て微粉砕し含有される をJIS法に準拠して行ったc

3.分析結果

( 1 )鉄淳①(SIl07)

第21表に成分分析値を示す。す.Feは50数%台と通常の鉄浮のレベルである。また、 Tiは3%弱と高い

値を示し砂鉄が使用されたことが判る。 は外観とマクロ・ミク口組織を は茶褐色を示し、

一部には した粘土が付着している口鉱物相
J

一一円}
ウスタイト (Feu).暗灰色で長柱状の結晶が
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7ァヤライト-そしてマトリックスは

EPl¥{A *長マイクロアナライ uザー)による

でまちる。図版51には、再試料の鉱物棋の

を示す。灰色鉱物のウスタイト結品中には、

Tiが点:1犬あるい i ""-l、ブ}し
レ丸、 V‘rO) '- L される。 斗で-T_

;:;J:.. / '--命、 あるカfチタン化合物が認められる。

これは、

( 2 ) 

中の Ti分が反応によってマトリックス中に拡散して行く の組織とみなすことが出来る。

を示し、 Ti分も高いことから砂鉄が使用され

色で椀型;1犬の形状を示す。鉱物相は、

したチタン化合物から成る。

たことが判る口

J
V
H
}
 

とほ

とマクロ e ミク口組織を

と大きくウスタイト@ファヤライト。

( 3 )鉄斧③

に成分分析値を

よびミクロ ぜ

Pが高く Cu去らびに Coがやや高めの値を示す。図版53には断面マクロお

控!および中心部は赤錆で、中心部は空孔となっている。黒錆は中間部に存在し、

El:i夫に存在していることが観察される c しかし非金属介在物は見当たらない。

U 

そこから

( 4 ) 

る は見当たらない。図版54に槍先の断面マク口$ミク口組織

でいる c 黒錆層中には鉄斧と同様、僅かであるが金属鉄が

たらない。

ぜ

網目

( 5 )刀子(立j

くCuおよび Coがやや高い値を示す。図版55は万子の断面マクロ・

ミク口組織を示す。 周回および中心部は赤請になっており、中心部には大きな空孔も存在する。黒錆層は中

る。この黒錆層からは僅かで、あるが金属鉄が残存するが非金属介在物は見当たらないc

議21表鉄j宰の成分分析結果(関税)

鉄浮の成分分析結果話)

(自)

EPMA を、また図版56には外観および破片の電子像を示す。

正PMAによる (wt%) 

ぐ しており、{殻細 る。ほほ、球形

の?で斤斗 は約12mm手である 、EPMAによる 検出された は Sn毛Pb，Fe

148-



等の金属成分と siラ Al， 三うる。このうち、

Pbとみなすことができる。 SnとPb をみると、第24表に示した知く

第24表

4. まとめ

鉄淳2点、鉄器類3点および金属玉について分析した結果は以下の通りである。

( 1) 2種の鉄浮は、 Ti分が高く砂鉄を使用したために生成した鉄浮である。

益支筒 鋒 i字.佐旦釜廷の譲i本
~I- ....... -1'" 庁、 1-， ..... /、山ノ，.，..'"-~ P!':.J...t:::1-

iま

らみて、 Snと

と判!新される。

( 2 )両鉄の構成鉱物相は、ウスタイト (FeO)ーファヤライト (2FeO SiO~) 。チタン化合物および非結品

質珪酸塩から成る。

( 3 )鉄器類のうち、鉄斧および刀子は P，Coがやや高いことが特徴的である。しかし、槍先の成分から

は特鍛づける元素は見当たらなかった。

一方、金属鉄が殆ど残っておらず、介在物および金属組織からそれぞれの鉄器を特後づけることは出来な

かった。

( 4 )金属玉は「半田J の組成から成る。

以上

-149-
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む

協神館跡の発掘調査は、

平安時代、中世、近世、

が出土した。 I日石器時代、縄文時代について

は不明である。したがって

ことにし、併せて近世の塚と近代の炭窯跡にも

つ/こ1異例ト叩 J対的について実施した。

ミ縄文時代、平安時代、ヰ，t設、近世などの遺物

されなかったため、 における具体的な様子

と中世について主に記述する

¥寸1
U
 
たーし

I
Y」めr

y
y
一

合よ一て斗し
J

A
・

1 平安時代

舘が形成される前段階、すなわち

確にできない遺構もあるが、

。
¥司予刀、っヱ-J

スv

i'

弓

ノ

ー

し

i

一

一J
U
i
-
-
q

で

さ

よ
ノレ」

会
J 

¥ 時期を明

は認められない。このような土器組成をも

り、ここでの年代観を援用しているものである

平安時代末葉(あるいは後葉)とされる

l土、

とは、土締

みで坪類

などで確認されてお

ない。その時期は、遺構内外出土の土器組成の上から

器では斐を主体としてわずかに把手付土器を伴うものの坪類は欠落し、

谷地館跡=

ワ
ムJ

若ン J中積函との比高が大きい台地上(多

くは舌状台地先端部)に立地する傾向が強く、中世に見られるような大溝・空堀を伴う防御的集落も登場する。

太田谷地館では、小さな舌状台地基部に時期差はあるものの 3条の空堀が緩い弧状に開削され、舌状先端部

を居住域としている。このあり方は、まさに本遺跡北端部の 4条の空堀と景観的に酷i立し、調査区外の北端

部側にも居住域を推定できる

それでは脇神舘の空堀も され ないのか。一一般に が一検出さ γ空堀は

中世のもの」と思いこんでしまう。実際的にはr!1世の空堀である事例が圧倒的に多いであろうが、先述の

田谷地館の空堀がこの原則をうち破ったc 古代においても中世の空堀と同形態の開高iJ工事を行っていたので

あるのそこで、今一度脇神舘の空堀を見てみよう。形態だけでは古代か中世かの識別できない。ただ空堀の

葎認、状況から調査区北端部の SD02曇 03. 15の 3 条だけは完全に埋没しており〈残~ 5条の堀は程度の茅は

あれ関口していた。さらに前 3条では中世期の遺物は出土していないのこのことから断定はできないものの、

少なくとも北端部の 3条の堀は古代に属する可能性がある、と推測できる。なお配置的に見て、現況におい

て関口していたSDOlについてもその構築時期は古代に遡るかもしれない。

以上のことから、平安時代の脇神館は、竪穴住居跡、空堀(官じ)、溝跡、

穴状遺構・焼土遺構(一部)などで構成される

さて、土器組成から見た脇神館集落は、その存続時期が限定されそうであると言えるかもしれないが、調

査区南端部での竪穴住居の重複などから、一定期間の存続は明確である。ところが住居全体の配置を

ると、住居どおしの重複は比較的少ない。このことは、集落・住居の変遷を推定する上での障害となる。本

集落の分析にあたっては、竪穴住居跡の規模や構造(カマド e 壁溝 e ピットなど)に視点をおいた方法が考え

られる。一方で、竪穴あるいは溝跡の軸線方向からグルーピングすることで導き出される情報もあろう。ここ

では後者の視点でまとめてみたし

まず竪穴住居の中車自殺を求めていくと、ぱらつきはあるものの次の 3群に分けられる c



第85図吉代の遺構競略図

-151-

A 群

B 群



め
F

1
/

一

斗
74

一
堂
'

ル一一同一ヤ

A 北となる S 1 112 ~ 148岳 268な 7
Q
 

B群:主軸ブゴi立が西に振れる遺構、 S1 192 . 223 . 271など10軒が該当する。

C群:主軸んイ立が商に50
0

後大きく振れる遺構ミ S1380・385. 4J5など12軒が該当する。

また各群にはそれぞれ溝が伴うようであり、たとえば調査区東端部(SD315 . 317など)と西部(SD 101 . 

459など)はその方向性からA群あるいはB群に、北西端部の溝(SD08 . 33など)はB群に帰す施設であった

可能性がある。このように群別すると、 A群は調査区中央部で東西方向に点在し、 B群は調査区北西端部、

中央部、南東部の 3箇所に分散し、 C群は調査区南西端部にのみ分布を示し、それぞれが排他的に位置させ

ているとも見て取れる(第85図)0 

現段階ではこれ以上言及する材料を持たないが、 については出土遺物の検討と合わせて、今後

再構成していきたいと考えている。

に出土遺物のうち、把手付土器と

述の太田谷地館跡 e

れておきたい。

では米代川上流域の鹿角地方(鹿角市、小

坂町)の

発掘調査を

のみ出土する地域住の強い遺物とされていた。ところが平成 7年に二ツ井町教育委員会が

した加代神館跡で把手付土器が出土し、米代JlI中流域にもこの穫の遺物が分布することが明

らかとなった。その後三鷹巣町法泉坊~~尺 R遺跡及び本遺跡でも追認された経緯がある。この土器は、形状か

ら他器種との識別は容易だが、用途については「鍛冶施設及びその作業に使用される道具J と想定する報告

もあるが決しているわけではないc 鉄生産関連の遺物とする根拠は、精(製)錬あるいは鍛冶関係の遺構が検

出される遺跡である点とこの土器が二次的に火熱を受けている事例が多い点であろう c 確かに後者は本遺跡

においてもあてはまるが、前者については、この時期この地域の集落には粗密はともかく何らかの鉄関連の

られるのが一般的であり、この点から言えばその用途については再考の余地はあると考える。

また S1406竪穴住居跡出土の第73[翠2の遺物は、須恵器琵を転用した硯と見る c 大室(破片)を円形に加

工・整形し、内面を研磨して硯面としている。ただ墨の付着は認められず読としての機能は果たしていなかっ

たと判断される。同様の出土例は、県内では小坂田Iはりま館遺跡、鹿角市歌内遺跡、能代市福田遺跡、鷹巣

町伊勢堂岱遺跡@河辺町上野遺跡にある。はりま館の事例は土師器i不を転用(内面が硯面)したものであるが、

を含めいずれも

推測すると、遺跡i今

ら出土していることが共通する。各遺跡での須恵器の組成・出土量から

したのではなく、現(gえとの認識の有無ーは不明)として各集落に撮入された

口!ょi乙‘ 7
口口と-fSえ/，;)0

2 中世

中世の としては などが検出された( 。SB274掘立柱建物跡に

ついてもピット内より中 (S K 1 に{半って した炭化米・雑穀が認められることから当該期と

することができるかもしれない。

は8条検出されたが、前述のように遺跡北端部に位置する 4条(SD01・02・03・15)は古代に遡る可

能性を指摘した。ただ明らかに中世と判断される SF05土塁は、その北部でSD02に沿うように構築されて

いることから、中世期においても SD02は関口していたと見ることができる。このことは古代に構築された

堀を中世においても使用していた可能性を示すことにもなり、現況において問状を呈していたSDOlにも当

てはまろう

のうち、 L される SF05!土、 中より 16世紀後半代の中

152 
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第6章まとめ

76~ 2)が出土したことから当該期と判断されたc 一方、南部で確認された SF

が、 SF05とi司時期のものとしておきたい。なおSF05出土の誌器は染付i肢であり、

なかった

手
引
ム

匠とした文様が認められる。同様の血は青森県浪同町浪岡城跡でも ijj上している。

竪穴状遺構は SF05土塁の東側、 LT49 . IvlA49グリッドの地山面で検出された SK 1137の1基のみで

ある。平面プランが隅丸方形で、その東壁南寄りに細長い出入口が設けられている。竪穴内からは柱、板材、

屋根に葺いた萱などが出土した。また炭化米や雑穀(ヒエ e豆類)が多く出土したことから、食糧を蓄える

として作られたものと考えられる c さらに確認留から深さ70cm下の面には炭化材が敷かれたように検出さ

れ、部分的に壁際でも横方向に板のような炭化材が見つかっている。 くしまっており、その中には

藁状の炭化したものや焼土が含まれていた。おそらくこの竪穴は火災にあったものと考えられる。なお、

から16世紀後半にあたる瀬戸 e美濃産の陶器が出土していることから、構築時期はSF05と同時期であ

ると判断される。

このような竪穴状遺構が検出された域館跡には、二ツ井町竜毛沢館跡、

小豆沢館跡 e新斗米館跡などがあげられる。

車

脇神館跡がいつの頃の中世域舘であるかは、 。竪穴状遺構及びその周辺から出土した陶磁器の年代に

よって、戦国時代の初め(約450年前)には使用されていたと思われる。しかし、いつ、誰が何を目的として

り、いつまで使われた域館なのかははっきりしない。

3 中世以降

土塁ー空堀に代表される館の時期以降の空間利用はどうなっているのか。おそらく近世(江戸時代)に構築

された塚と近代の製炭に係る窯構築の 2時期に動きがあったと思われる。

本遺跡 3基の塚は、台地南側の稜線上に直線的に並ぶ。調査の結果、内部に一切の施設を持たな

構であることは判明したが、何のための塚であったのか、 がつかない。ただ探の盛土内あるいは表土よ

り銭貨が出土しており、時期については言及可能で、ある。

S Y170とした塚の盛土内から、秋田JlI尻銭とされる寛永通賓が出土している。向銭は元文3年(1738)か

ら延享2年(1745)の限られた時期に鋳銭されたものであり、このことから塚の構築時期は、 18世紀第2四半

期かこれo、降と判断される G
寛永通寅を{半う塚の確認調査例は、大館市部釣館跡(2表記入比内町中野円墳状遺構、田代町上岩瀬、秋田

市ーツ森遺跡、横手市富ケ沢4号塚の 5遺跡6基にある。各塚の平面形状は、前3者が脇神例と同様に円・

方墳;1犬(一辺 3~6m台)に、後 2 者は長円状(長軸10m 以上)となる。 S Y170塚のように盛土中に銭貨が認

められるのは、中野。上岩瀬，ーツ森であり、他は SY171塚同様に表土層で銭貨が出土している。なお内

部施設が確認できたのは、上岩瀬のみであり、石組の内部に錫杖・小刀などと共に銭貨が出土している。塚

とは「人工的に丘状に盛り土した場所で、墓所とする説と祭り場だとする説」がある。経塚@十三塚・一里

塚などは出土遺物、塚の配置、文献などから築造の意図・目的・年代が比較的推測し易い。しかし冠の付か

ない「塚J は、どのように解すればよいのか。今まで引用した各塚について、その性格等に言及したものは

少なく、富ケ沢4号塚、では r江戸時代に構築された「地境ムもしくは信仰のための塚である可能性が高いJ

と記すに留まる。

一方炭窯跡については、年代を特定できる遺物は出土しなかったが、窯の規模、構築法などから、大正時

代末から昭和初期にかけてその構築 e 製炭が推奨された白炭窯(吉田窯)であったと怠われる c この窯には日



の2穂が毒りミ

恒!の製炭を

口
μ を終わる窯を指し、窯の長斡(!司法)は 4尺または 5尺となる。

を要する窯を指し、窯の長輸は 6]ミまたは 7尺となる。の71V
 

跡の長戦は1.8111(約 6尺)であることから、日 であったようである。 ムr 戸 I~

è り V~ の構造についても、現在

ると脇神長官の に習って講築してい

ることが分かる。同形態の炭窯跡は消辺町石坂台四i遺跡で、も調査されている。

以上のことから、今回の調査で脇神館跡は、!日石器時代、縄文時代前期 e 後期@晩期、平安時代末葉、中

世(戦国時代)、近t丘、

世域館の構造を先日 な

あることが判明した。特にτJZ安時代の終わり頃の集務の様子や、中

を得ることができた。

1 「 llLn 1988 (昭和63

つιJ 時84(昭和59年j

ジャーナルJl387 1995 (平成 7

フ'る埋蔵文fヒ財発掘調査報告書Jl1996 (平成

3 

4 ニッ

における

「加代神宮宮跡」 (株)

8年)

5 U?去泉沢瓦遺跡Jl1998 (平成10年)

6 註 2文献 p113 

7 この種の硯は、接面硯とも呼ばれることもあるが、研究者により須恵器査などの破片

初から意識的に硯として製作されたとする説が示され、議論が分かれている。

した硯である説と、当

奈良国立文化財研究所「陶硯関係文献日誌」 。、ll
，，d年QO
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8 秋田県教育委員会 Fはりま
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『秋田ふるさと村(1反称)建設事業に係る 1992 (平成4年)20 
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22 秋田県教育委員会「石坂台瑠遺跡J U東北横断自 IJl 1986(昭和61年j
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a 外線、 b;断面マず口組織.c. d:ミク口組織

鉄滞③{過絢番号$1215)の舛"と断面錦織
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鉄葎 [遺物番号SI 373)の断箇マクロ ・ミヲ口組織
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槍先{過鎗番号S1267)の断面マクロ ・ミク口組鎗



図
版
目
出

u句、偽 ‘. . 

r 
'. 、e 

句除

， 

‘ 
官

V;2E孔.r : >>.':錆
刀干 (遺物醤号S142$)の断面マクロ ・ミク口組織
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金iIi玉の舛観 (Q神餓F事IfIb
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金属支の表荷{脇神航路/11土}
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金属玉破片の'11th量
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圭鼠王め興ø~~手織
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付図脇神館跡遺構配置図
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